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メッセー
1

メッセージメッセージメッセージメッセージ

説明する内容は次のとおりです。

� POL 2000～ 2099 メモリー・メッセージ

� POL 2100～ 2199 ロック /ラッチ /イベント・メッセージ

� POL 2200～ 2299 共有メモリー・メッセージ

� POL 2300～ 2499 データ型システム・メッセージ

� POL 3000～ 3399 オブジェクト・カーネル・メッセージ

� POL 4000～ 4999 オブジェクト・カーネル APIメッセージ

� POL 5000～ 5260 SQL実行メッセージ

� POL 6000～ 6100 ODBCドライバ・メッセージ

� POL 8000～ 8090 Javaストアド・プロシージャ /トリガー・ メッセージ

� REPAPI 26500～ 26999 レプリケーション・メッセージ

� AQLITE 1000～ 26000 Oracle AQ Liteメッセージ

� WTG 2000～ 2100 Oracle Web-to-go oracle.lite.web.htmlメッセージ

� WTG 3000～ 3200 Oracle Web-to-goコントロール・センター・メッセージ

� WTG 4000～ 4100 Oracle Web-to-goアプレット /サーブレット・メッセージ

� WTG 10000～ 10200 Oracle Web-to-go一般メッセージ

� WTG 20500～ 20600 Oracle Web-to-goパッケージ・ウィザード・メッセージ

� Oracle Liteメッセージのヘルプ
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POL 2000～ 2099 メモリー・メッセージ
POL 2000～～～～ 2099 メモリー・メッセージメモリー・メッセージメモリー・メッセージメモリー・メッセージ

POL-2000 これ以上メモリーを割り当てられませんこれ以上メモリーを割り当てられませんこれ以上メモリーを割り当てられませんこれ以上メモリーを割り当てられません
原因原因原因原因 :  プログラム・ヒープ・メモリーまたは共有メモリー領域が足りません。

処置処置処置処置 :  アプリケーションを再起動してください。

POL-2001 要求した配列サイズが大きすぎます要求した配列サイズが大きすぎます要求した配列サイズが大きすぎます要求した配列サイズが大きすぎます
原因原因原因原因 :  16ビットのWindows環境で、プログラムが 64Kバイト以上のメモリー・ブロッ
クを割り当てようとしました。

処置処置処置処置 :  より小さなメモリー・ブロックを割り当てるようにしてください。

POL-2002 ポインタがヒープの外を指していますポインタがヒープの外を指していますポインタがヒープの外を指していますポインタがヒープの外を指しています
原因原因原因原因 :  データベースで無効なポインタが検出されました。

処置処置処置処置 :  アプリケーションを再起動してください。

POL-2003 メモリー領域の型が間違っていますメモリー領域の型が間違っていますメモリー領域の型が間違っていますメモリー領域の型が間違っています
原因原因原因原因 :  オブジェクトの解放時に、メモリーが破壊された可能性のあることが検出されま
した。

処置処置処置処置 :  このエラーが引き続き発生する場合は、アプリケーションを再起動してくださ
い。

POL-2004 メモリー領域はすでに解放されていますメモリー領域はすでに解放されていますメモリー領域はすでに解放されていますメモリー領域はすでに解放されています
原因原因原因原因 :  プログラムまたはデータベースが、解放済みの配列を解放しようとしました。

処置処置処置処置 :  アクションは必要ありません。

注意注意注意注意 : OMAメッセージの一覧は、Oracle8i Liteのドキュメンテーショ
ン・ページから入手可能な Oracle Mobile Agent（OMA）のドキュメン
テーションを参照してください。
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POL 2100～ 2199 ロック /ラッチ /イベント・メッセージ
POL-2005 メモリー・ポインタが領域の中央にありますメモリー・ポインタが領域の中央にありますメモリー・ポインタが領域の中央にありますメモリー・ポインタが領域の中央にあります
原因原因原因原因 :  データベースで無効なポインタが検出されました。

処置処置処置処置 :  アプリケーションを再起動してください。 製品が正しくインストールされている
にもかかわらず、エラーが引き続き発生する場合は、オラクル社カスタマ・サポート・
センターにご連絡ください。

POL-2006 動的配列が無効です動的配列が無効です動的配列が無効です動的配列が無効です
原因原因原因原因 :  動的配列外に書込みが行われました。

処置処置処置処置 :  プログラムを調べて、動的配列に割り当てられているバイト数よりも多くのバイ
ト数を書き込んでいないことを確認してください。 製品が正しくインストールされてい
るにもかかわらず、エラーが引き続き発生する場合は、オラクル社カスタマ・サポー
ト・センターにご連絡ください。

POL-2007 配列がデータ・バッファより小さいです配列がデータ・バッファより小さいです配列がデータ・バッファより小さいです配列がデータ・バッファより小さいです
原因原因原因原因 :  プログラムがデータ・バッファを、それよりもサイズの小さい動的配列に保存し
ようとしました。

処置処置処置処置 :  動的配列のサイズを大きくしてください。 製品が正しくインストールされている
にもかかわらず、エラーが引き続き発生する場合は、オラクル社カスタマ・サポート・
センターにご連絡ください。

POL 2100～～～～ 2199 ロックロックロックロック /ラッチラッチラッチラッチ /イベント・メッセージイベント・メッセージイベント・メッセージイベント・メッセージ

POL-2100 ラッチの獲得に失敗しましたラッチの獲得に失敗しましたラッチの獲得に失敗しましたラッチの獲得に失敗しました
原因原因原因原因 :  データベースに低レベルのロックが必要にもかかわらず、利用可能なロックが見
つかりませんでした。

処置処置処置処置 :  操作をやり直してください。 製品が正しくインストールされているにもかかわら
ず、エラーが引き続き発生する場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご
連絡ください。

POL-2101 ラッチのリリースに失敗しましたラッチのリリースに失敗しましたラッチのリリースに失敗しましたラッチのリリースに失敗しました
原因原因原因原因 :  低レベルのロックが期待どおりにリリースできませんでした。

処置処置処置処置 :  製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生す
る場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。
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POL 2100～ 2199 ロック /ラッチ /イベント・メッセージ
POL-2102 ラッチの取得に失敗しましたラッチの取得に失敗しましたラッチの取得に失敗しましたラッチの取得に失敗しました
原因原因原因原因 :  低レベルのロック操作に失敗しました。

処置処置処置処置 :  製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生す
る場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-2103 ラッチ・ハンドルのクローズに失敗しましたラッチ・ハンドルのクローズに失敗しましたラッチ・ハンドルのクローズに失敗しましたラッチ・ハンドルのクローズに失敗しました
原因原因原因原因 :  低レベルのロック操作に失敗しました。

処置処置処置処置 :  製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生す
る場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-2105 イベント・オブジェクトの作成に失敗しましたイベント・オブジェクトの作成に失敗しましたイベント・オブジェクトの作成に失敗しましたイベント・オブジェクトの作成に失敗しました
原因原因原因原因 :  内部イベントの作成時にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 :  製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生す
る場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-2106 イベント・オブジェクトの削除に失敗しましたイベント・オブジェクトの削除に失敗しましたイベント・オブジェクトの削除に失敗しましたイベント・オブジェクトの削除に失敗しました
原因原因原因原因 :  内部イベントの削除時にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 :  製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生す
る場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-2107 イベント・オブジェクトがタイムアウトになりましたイベント・オブジェクトがタイムアウトになりましたイベント・オブジェクトがタイムアウトになりましたイベント・オブジェクトがタイムアウトになりました
原因原因原因原因 :  スレッドまたはセッションが内部イベントを待機中にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 :  製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生す
る場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-2108 他のスレッドによりイベント・オブジェクトが不正に破棄されました他のスレッドによりイベント・オブジェクトが不正に破棄されました他のスレッドによりイベント・オブジェクトが不正に破棄されました他のスレッドによりイベント・オブジェクトが不正に破棄されました
原因原因原因原因 :   内部イベントを待機中にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 :  製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生す
る場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-2109 イベント待ちに失敗しましたイベント待ちに失敗しましたイベント待ちに失敗しましたイベント待ちに失敗しました
原因原因原因原因 :  内部イベントを待機中にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 :  製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生す
る場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。
1-4　Oracle8i Lite メッセージ・リファレンス



POL 2200～ 2299 共有メモリー・メッセージ
POL-2110 イベント・オブジェクトの設定に失敗しましたイベント・オブジェクトの設定に失敗しましたイベント・オブジェクトの設定に失敗しましたイベント・オブジェクトの設定に失敗しました
原因原因原因原因 :  イベントの設定時（おそらく待ちスレッドを起動しているとき）にエラーが発生
しました。

処置処置処置処置 :  製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生す
る場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-2111 待ちイベントが多すぎます待ちイベントが多すぎます待ちイベントが多すぎます待ちイベントが多すぎます
原因原因原因原因 :  データベースまたはプログラムが、オペレーティング・システムで定義されてい
る最大数よりも多くの待ちイベントを使用しようとしました。 （Windows NTでは最大
イベント数は 64です）

処置処置処置処置 :  製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生す
る場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL 2200～～～～ 2299 共有メモリー・メッセージ共有メモリー・メッセージ共有メモリー・メッセージ共有メモリー・メッセージ

POL-2200 マップ・ファイルの作成に失敗しましたマップ・ファイルの作成に失敗しましたマップ・ファイルの作成に失敗しましたマップ・ファイルの作成に失敗しました
原因原因原因原因 :  データベースが共有メモリー・キャッシュ領域を作成できませんでした。

処置処置処置処置 :  オペレーティング・システムの仮想メモリーが不足している可能性があります。 
オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-2201 ファイルのアンマップに失敗しましたファイルのアンマップに失敗しましたファイルのアンマップに失敗しましたファイルのアンマップに失敗しました
原因原因原因原因 :  データベースは共有メモリー領域をリリースできませんでした。

処置処置処置処置 :  システムを再起動し、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡くださ
い。

POL-2202 共有メモリー領域が不足しています共有メモリー領域が不足しています共有メモリー領域が不足しています共有メモリー領域が不足しています
原因原因原因原因 :  データベースはキャッシュ用に共有メモリーのページを割り当てられませんでし
た。

処置処置処置処置 :  すべての Oracle Liteセッションをシャット・ダウンして、再起動してください。

POL-2203 共有メモリーに一貫性がありません共有メモリーに一貫性がありません共有メモリーに一貫性がありません共有メモリーに一貫性がありません
原因原因原因原因 :  共有メモリーが破壊された可能性のあることがデータベースで検出されました。

処置処置処置処置 :  すべての Oracle Liteセッションをシャット・ダウンして、再起動してください。
またはオラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。
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POL 2300～ 2499 データ型システム・メッセージ
POL 2300～～～～ 2499 データ型システム・メッセージデータ型システム・メッセージデータ型システム・メッセージデータ型システム・メッセージ

POL-2300 NULLバッファ・ポインタが検出されましたバッファ・ポインタが検出されましたバッファ・ポインタが検出されましたバッファ・ポインタが検出されました
原因原因原因原因 :  データベースで無効な内部ポインタが検出されました。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-2401 数値が有効範囲ではありません数値が有効範囲ではありません数値が有効範囲ではありません数値が有効範囲ではありません
原因原因原因原因 :  数値が変換できなかったか、またはデータ型に対して大きすぎました。

処置処置処置処置 :  より大きなデータ型を宣言するか、より大きなバッファを割り当ててください。

POL-2402 分母がゼロです分母がゼロです分母がゼロです分母がゼロです
原因原因原因原因 :  SQLがゼロによる除算を行おうとしました。

処置処置処置処置 :  SQL文の構文エラーをチェックして、文を再発行してください。 

POL-2403 文字列の右側が切り捨てられました文字列の右側が切り捨てられました文字列の右側が切り捨てられました文字列の右側が切り捨てられました
原因原因原因原因 :  割り当てられたバッファよりも結果の文字列が大きすぎたため、文字列の右端か
ら文字が切り捨てられました。

処置処置処置処置 :  SQL文にエラーがないかチェックするか、またはバッファ・サイズを大きくしま
す。

POL-2404 キャスト変換に無効な文字が指定されていますキャスト変換に無効な文字が指定されていますキャスト変換に無効な文字が指定されていますキャスト変換に無効な文字が指定されています
原因原因原因原因 :  文字列内の文字を日付または数値に変換するときに、データベースで無効な文字
が検出されました。

処置処置処置処置 :  文字列をチェックして、無効な文字を削除してください。

POL-2405 SUBSTR SQL関数でエラーが発生しました関数でエラーが発生しました関数でエラーが発生しました関数でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  SUBSTR SQL関数の実行中にデータベースでエラーが検出されました。

処置処置処置処置 :  入力文字列および関数パラメータにエラーがないかチェックし、エラーがある場
合はそれを修正してから SQL文を再発行してください。
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POL 2300～ 2499 データ型システム・メッセージ
POL-2406 SQL TRIM関数にエラーが発生しました関数にエラーが発生しました関数にエラーが発生しました関数にエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  SQL TRIM関数の実行中にデータベースでエラーが検出されました。 

処置処置処置処置 :  入力文字列および関数パラメータをチェックし、エラーがある場合はそれを修正
してから SQL文を再発行してください。

POL-2407 精度、スケールまたは長さが精度、スケールまたは長さが精度、スケールまたは長さが精度、スケールまたは長さが 38桁を超えています桁を超えています桁を超えています桁を超えています
原因原因原因原因 :  乗算演算の結果が 39桁以上になりました。

処置処置処置処置 :  入力文字列をチェックし、必要に応じて変更してください。

POL-2408 メモリー不足ですメモリー不足ですメモリー不足ですメモリー不足です
原因原因原因原因 :  LIKEまたは TO_CHAR関数の実行中に、データベースのメモリーが足りなくな
りました。

処置処置処置処置 :  入力文字列をできるだけ単純にしてください。

POL-2409 NULL値に対して標識が提供されませんでした値に対して標識が提供されませんでした値に対して標識が提供されませんでした値に対して標識が提供されませんでした
原因原因原因原因 :  データベースで NULL値が検出されましたが、アプリケーションが標識変数を提
供しなかったため、Oracle Liteはこの値の情報を提供できません。

処置処置処置処置 :  標識変数を指定して、アプリケーションを再コンパイルしてください。

POL-2410 SQL-92メッセージ用に確保されていますメッセージ用に確保されていますメッセージ用に確保されていますメッセージ用に確保されています
原因原因原因原因 :  将来の使用のために確保されています。

処置処置処置処置 :  アクションは必要ありません。 

POL-2411 エスケープ・シーケンスが無効ですエスケープ・シーケンスが無効ですエスケープ・シーケンスが無効ですエスケープ・シーケンスが無効です
原因原因原因原因 :  LIKE関数に提供された検索文字列内で、データベースが無効な エスケープ・
シーケンスを検出しました。

処置処置処置処置 :  検索文字列にエラーがないかチェックし、エラーがない場合は検索文字列を単純
にしてください。

POL-2412 エスケープ文字が無効ですエスケープ文字が無効ですエスケープ文字が無効ですエスケープ文字が無効です
原因原因原因原因 :  LIKE関数の検索文字列内のエスケープ文字は、シングルバイト文字でなければ
なりません（マルチバイト文字の可能性があります）。

処置処置処置処置 :  検索文字列をチェックしてください。
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POL 2300～ 2499 データ型システム・メッセージ
POL-2413 間隔フィールドがオーバーフローしました間隔フィールドがオーバーフローしました間隔フィールドがオーバーフローしました間隔フィールドがオーバーフローしました
原因原因原因原因 :  INTERVALの演算結果が、列またはデータ型の精度を超える値になりました。

処置処置処置処置 :  列サイズを変更するか、またはより大きなデータ型を選択してください。

POL-2414 システムから現在の時刻を取得できませんシステムから現在の時刻を取得できませんシステムから現在の時刻を取得できませんシステムから現在の時刻を取得できません
原因原因原因原因 :  Oracle Liteがシステム・クロックを読み込めませんでした。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-2415 DATE、、、、TIMEまたはまたはまたはまたは TIMESTAMPフィールドがオーバーフローしましたフィールドがオーバーフローしましたフィールドがオーバーフローしましたフィールドがオーバーフローしました
原因原因原因原因 :  日付列に間隔を追加したときに、年が 9999を超えたか、またはエラーが発生し
ました。

処置処置処置処置 :  エラーを起こした入力文字列をチェックしてください。 製品が正しくインストー
ルされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生する場合は、オラクル社カスタ
マ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-2416 DATE、、、、TIMEまたはまたはまたはまたは TIMESTAMPの形式が無効ですの形式が無効ですの形式が無効ですの形式が無効です
原因原因原因原因 :  文字列を有効な DATE、TIMEまたは TIMESTAMP値に変換できませんでした。

処置処置処置処置 :  入力文字列をチェックし、必要に応じて変更してください。 入力文字列は、リテ
ラル文字列のいずれかの形式または TO_DATE関数の形式文字列で指定されている形式
と一致している必要があります。

POL-2417 時間帯の値が無効です時間帯の値が無効です時間帯の値が無効です時間帯の値が無効です
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-2418 文字列が文字列が文字列が文字列が NULLで終わっていませんで終わっていませんで終わっていませんで終わっていません
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-2419 TRUNC関数に無効なデータが指定されました関数に無効なデータが指定されました関数に無効なデータが指定されました関数に無効なデータが指定されました
原因原因原因原因 :  TRUNC関数に指定された列のデータ型を丸めることができません。

処置処置処置処置 :  構文エラーをチェックして、SQL文を再発行してください。
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POL 2300～ 2499 データ型システム・メッセージ
POL-2420 TO_CHAR関数に無効なデータが指定されました関数に無効なデータが指定されました関数に無効なデータが指定されました関数に無効なデータが指定されました
原因原因原因原因 :  TO_CHAR関数では、指定されたデータ型は処理できません。

処置処置処置処置 :  オンライン・ヘルプで TO_CHAR関数の使用方法を確認して、SQL文を修正し
てください。

POL-2421 NUMBERに無効な形式が指定されましたに無効な形式が指定されましたに無効な形式が指定されましたに無効な形式が指定されました
原因原因原因原因 :  TO_NUMBER変換の形式文字列が無効です。

処置処置処置処置 :  形式文字列にエラーがないかチェックして、SQL文を再発行してください。

POL-2422 NUMBERに無効な値が指定されましたに無効な値が指定されましたに無効な値が指定されましたに無効な値が指定されました
原因原因原因原因 :  TO_NUMBER変換の入力文字列が無効です。

処置処置処置処置 :  入力文字列にエラーがないかチェックして、SQL文を再発行してください。

POL-2423 DATE、、、、TIMEまたはまたはまたはまたは TIMESTAMPフィールドの値が無効ですフィールドの値が無効ですフィールドの値が無効ですフィールドの値が無効です
原因原因原因原因 :  日付または時刻が無効です。

処置処置処置処置 :  入力値にエラーがないかどうかチェックしてください。

POL-2424 LIKE関数に無効なデータ型が指定されました関数に無効なデータ型が指定されました関数に無効なデータ型が指定されました関数に無効なデータ型が指定されました
原因原因原因原因 :  LIKE関数は文字データのみを操作できます。 

処置処置処置処置 :  データを文字値に変換またはキャストするか、または SQL文にエラーがないか
チェックしてください。

POL-2425 データ型をキャストできませんデータ型をキャストできませんデータ型をキャストできませんデータ型をキャストできません
原因原因原因原因 :  特定のデータ型変換は禁止されています。たとえば、DATEからNUMBERへの
変換はできません。

処置処置処置処置 :  SQL構文をチェックして、やり直してください。

POL-2426 文字列の長さが文字列の長さが文字列の長さが文字列の長さが 32000バイトを超えていますバイトを超えていますバイトを超えていますバイトを超えています
原因原因原因原因 :  文字列操作の結果が 32000バイトを超えています。

処置処置処置処置 :  SQL構文をチェックして、やり直してください。
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POL 3000～ 3399 オブジェクト・カーネル・メッセージ
POL-2427 エスケープ文字に続く文字が、存在しないか正しくありませんエスケープ文字に続く文字が、存在しないか正しくありませんエスケープ文字に続く文字が、存在しないか正しくありませんエスケープ文字に続く文字が、存在しないか正しくありません
原因原因原因原因 :  LIKE句の検索パターンで、エスケープ文字に続く文字が正しくないか、または、
存在しません。

処置処置処置処置 :  検索パターンをチェックしてやり直してください。

POL 3000～～～～ 3399 オブジェクト・カーネル・メッセージオブジェクト・カーネル・メッセージオブジェクト・カーネル・メッセージオブジェクト・カーネル・メッセージ
オブジェクト・カーネルとは最も低レベルのデータベース記憶領域、索引作成および走査を
いいます。

POL-3001 NULLの戻りポインタは許されませんの戻りポインタは許されませんの戻りポインタは許されませんの戻りポインタは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、戻り値へのポインタを提供できませんでした。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3002 NULLバッファ・ポインタは許されませんバッファ・ポインタは許されませんバッファ・ポインタは許されませんバッファ・ポインタは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、必須値へのポインタを提供できませんでした。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3004 NULLのオプション・ポインタは許されませんのオプション・ポインタは許されませんのオプション・ポインタは許されませんのオプション・ポインタは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、必須オプションへのポインタを提供できませんでした。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3005 ヒープ・メモリーが不足していますヒープ・メモリーが不足していますヒープ・メモリーが不足していますヒープ・メモリーが不足しています
原因原因原因原因 :  内部メモリー割当てエラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3006 NULLハンドルは許されませんハンドルは許されませんハンドルは許されませんハンドルは許されません
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 コール側プログラムで、コンテキスト・ポインタを提供できま
せんでした。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。
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POL-3007 NULLの名前は許されませんの名前は許されませんの名前は許されませんの名前は許されません
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 コール側プログラムで、名前バッファへのポインタを提供でき
ませんでした。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3008 NULLオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト IDは許されませんは許されませんは許されませんは許されません
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 コール側プログラムで、オブジェクト参照を提供できませんで
した。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3009 無効なボリューム無効なボリューム無効なボリューム無効なボリューム IDが検出されましたが検出されましたが検出されましたが検出されました
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 データベース・ファイルをオープンするときにデータベースで
負のボリューム IDが検出されました。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3010 デバイス・シーク・エラーが検出されましたデバイス・シーク・エラーが検出されましたデバイス・シーク・エラーが検出されましたデバイス・シーク・エラーが検出されました
原因原因原因原因 :  システムによりディスク・シーク操作中のエラーがレポートされました。

処置処置処置処置 :  ハード・ディスクをチェックするか、オペレーティング・システムを再起動して
ください。

POL-3011 デバイス読込みエラーが検出されましたデバイス読込みエラーが検出されましたデバイス読込みエラーが検出されましたデバイス読込みエラーが検出されました
原因原因原因原因 :  システムによりディスク読込み操作中のエラーがレポートされました。

処置処置処置処置 :  ハード・ディスクをチェックするか、オペレーティング・システムを再起動して
ください。

POL-3012 デバイス書込みエラーが検出されましたデバイス書込みエラーが検出されましたデバイス書込みエラーが検出されましたデバイス書込みエラーが検出されました
原因原因原因原因 :  システムによりディスク書込み操作中のエラーがレポートされました。

処置処置処置処置 :  ハード・ディスクをチェックするか、オペレーティング・システムを再起動して
ください。
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POL 3000～ 3399 オブジェクト・カーネル・メッセージ
POL-3013 データベースが不良であるか、パスワードが無効ですデータベースが不良であるか、パスワードが無効ですデータベースが不良であるか、パスワードが無効ですデータベースが不良であるか、パスワードが無効です
原因原因原因原因 :  データベースまたはログ・ファイルをオープンできなかったか、ファイル・ヘッ
ダーが壊れています。 データベースの復号化に正しくないパスワードを使用した可能性
があります。

処置処置処置処置 :  正しいパスワードを入力してハード・ディスクをチェックするか、オペレーティ
ング・システムを再起動してください。

POL-3014 デバイスのアンマウントに失敗しましたデバイスのアンマウントに失敗しましたデバイスのアンマウントに失敗しましたデバイスのアンマウントに失敗しました
原因原因原因原因 :  システムによりディスク・ファイルのクローズ中のエラーがレポートされまし
た。

処置処置処置処置 :  ハード・ディスクをチェックするか、オペレーティング・システムを再起動して
ください。

POL-3015 ボリュームがマウントされませんでしたボリュームがマウントされませんでしたボリュームがマウントされませんでしたボリュームがマウントされませんでした
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-3016 ボリュームは使用中ですボリュームは使用中ですボリュームは使用中ですボリュームは使用中です
原因原因原因原因 :  同じボリューム IDのデータベース・ファイルがすでにマウントされています。

処置処置処置処置 :  DBINFOユーティリティを使用して、データベース・ファイルのボリューム ID
をチェックしてください。

POL-3017 作成されたファイルが多すぎます作成されたファイルが多すぎます作成されたファイルが多すぎます作成されたファイルが多すぎます
原因原因原因原因 :  プログラムでオープンしようとした内部グループ・ファイルが多すぎます。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3018 マウントされたボリュームが多すぎますマウントされたボリュームが多すぎますマウントされたボリュームが多すぎますマウントされたボリュームが多すぎます
原因原因原因原因 :  プログラムでオープンしようとしたデータベース・ファイルが多すぎます。

処置処置処置処置 :  オープンできるデータベース・ファイルの最大数はシステムによって異なりま
す。
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POL-3019 ディスク領域が不足していますディスク領域が不足していますディスク領域が不足していますディスク領域が不足しています
原因原因原因原因 :  ハード・ディスク領域が不足しているか、データベースが作成されたときに指定
されたエクステント・サイズが小さすぎます。

処置処置処置処置 :  使用可能なハード・ディスク領域をチェックするか、エクステントを大きくして
データベース・ファイルを再作成してください。

POL-3020 ページ番号が無効ですページ番号が無効ですページ番号が無効ですページ番号が無効です
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 壊れたオブジェクト IDがデータベースで検出されたか、また
は解放されたオブジェクトを参照しようとしました。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3021 ボリューム・ヘッダーが壊れていますボリューム・ヘッダーが壊れていますボリューム・ヘッダーが壊れていますボリューム・ヘッダーが壊れています
原因原因原因原因 :  壊れたファイル・ヘッダーがデータベースで検出されました。

処置処置処置処置 :  ハード・ディスクにエラーがないかチェックしてください。 エラーが引き続き発
生する場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3022 指定されたデータベース名が長すぎます指定されたデータベース名が長すぎます指定されたデータベース名が長すぎます指定されたデータベース名が長すぎます
原因原因原因原因 :  データベース名は 128文字以下です。

処置処置処置処置 :  データベース名を短くしてください。

POL-3023 データベースが存在しませんデータベースが存在しませんデータベースが存在しませんデータベースが存在しません
原因原因原因原因 :  指定されたデータベース・ファイルをデータベースでオープンできませんでし
た。

処置処置処置処置 :  データベース名をチェックして、ファイルが存在することを確認してください。 
Oracle Liteは現在の作業ディレクトリ内でデータベース・ファイルを探します。 ODBC
を使用している場合、Oracle Liteは接続時に指定されたデータ・ソース名に指定されて
いるディレクトリ内でデータベース・ファイルを探します。

POL-3100 使用可能バッファがありません使用可能バッファがありません使用可能バッファがありません使用可能バッファがありません
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 データベースで使用可能なページ・バッファが見つかりません
でした。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。
メッセージ 1-13



POL 3000～ 3399 オブジェクト・カーネル・メッセージ
POL-3101 壊れたバッファ表が検出されました壊れたバッファ表が検出されました壊れたバッファ表が検出されました壊れたバッファ表が検出されました
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 ページ・バッファ表が壊れています。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3200 スロットが削除されましたスロットが削除されましたスロットが削除されましたスロットが削除されました
原因原因原因原因 :  削除されたオブジェクトを参照したために発生した内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。 OKAPIを直接使用
している場合は、オブジェクトを okFixする必要があります。

POL-3201 スロット番号が無効ですスロット番号が無効ですスロット番号が無効ですスロット番号が無効です
原因原因原因原因 :  削除されたオブジェクトを参照したために発生した内部エラーです。データベー
スのオブジェクト（行など）にはそれぞれ、2次記憶装置でのオブジェクトの位置を識
別する一意オブジェクト識別子（OID）があります。それぞれのデータベース・ファイ
ルは、ディスク・ページという固定サイズのチャンクに分割されています。次の場合、
OIDは無効になります。

� OIDを使用して参照したディスク・ページがデータベース・ファイルにない場合。

� ディスク・ページに対する物理読取りまたは物理書込みがオペレーティング・シス
テムの関連エラーのために失敗した場合。

� ディスク・ページの（OIDで内部コード化することで指定された）オブジェクト・
アドレスがページの外にある場合。

� ページにオブジェクトが見つからない場合。

処置処置処置処置 :  OKAPIを直接使用している場合は、オブジェクトを okFixする必要がありま
す。使用していない場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡くださ
い。 

POL-3203 BLOBブロックのアドレスが正しくありませんブロックのアドレスが正しくありませんブロックのアドレスが正しくありませんブロックのアドレスが正しくありません
原因原因原因原因 :  存在しない BLOBの一部をプログラムで読み込もうとしました。

処置処置処置処置 :  コールのオフセットまたは長さパラメータをチェックして、やり直してくださ
い。

POL-3204 演算子が無効です演算子が無効です演算子が無効です演算子が無効です
原因原因原因原因 :  無効な比較演算を行うようアプリケーションまたはデータベースで指示されまし
た。 

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。
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POL-3205 再分類はサポートされません再分類はサポートされません再分類はサポートされません再分類はサポートされません
原因原因原因原因 :  アプリケーションが、別のクラスに属するオブジェクトを更新しようとしまし
た。 これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-3206 オブジェクト記憶領域に対するヒントが無効ですオブジェクト記憶領域に対するヒントが無効ですオブジェクト記憶領域に対するヒントが無効ですオブジェクト記憶領域に対するヒントが無効です
原因原因原因原因 :  内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3207 壊れたデータ・ページが検出されました壊れたデータ・ページが検出されました壊れたデータ・ページが検出されました壊れたデータ・ページが検出されました
原因原因原因原因 :  内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3220 一意索引または主索引キーが重複しています一意索引または主索引キーが重複しています一意索引または主索引キーが重複しています一意索引または主索引キーが重複しています
原因原因原因原因 :  プログラムで、一意キー制約または主キー制約に違反する行を挿入しようとしま
した。

処置処置処置処置 :  SQL文またはオブジェクト属性を変更して、再発行してください。

POL-3221 主索引に主索引に主索引に主索引に NULLキーがありますキーがありますキーがありますキーがあります
原因原因原因原因 :  主キーの値は NULLにはできません。

処置処置処置処置 :  主キーの値を指定してください。

POL-3222 指定されたキーを検索できません指定されたキーを検索できません指定されたキーを検索できません指定されたキーを検索できません
原因原因原因原因 :  データベースで検索キーと一致するレコードが見つかりませんでした。

処置処置処置処置 :  これは通常致命的なエラーではなく、アプリケーションで処理すべきエラーで
す。

POL-3223 削除すべき索引が見つかりませんでした削除すべき索引が見つかりませんでした削除すべき索引が見つかりませんでした削除すべき索引が見つかりませんでした
原因原因原因原因 :  内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。
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POL-3224 索引キーの値が長すぎます索引キーの値が長すぎます索引キーの値が長すぎます索引キーの値が長すぎます
原因原因原因原因 :  複数列索引キーのすべての列の合計長が 1000バイトを超えています。

処置処置処置処置 :  短い列集合を指定してください。

POL-3228 壊れた索引ページが検出されました壊れた索引ページが検出されました壊れた索引ページが検出されました壊れた索引ページが検出されました
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 データベースで索引に無効なページが見つかりました。

処置処置処置処置 :  索引を削除して再作成してください。

POL-3229 壊れた索引ファイルが検出されました壊れた索引ファイルが検出されました壊れた索引ファイルが検出されました壊れた索引ファイルが検出されました
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 データベースで不適切な索引が見つかりました。

処置処置処置処置 :  索引を削除して再作成してください。

POL-3251 指定された名前のグループ・ファイルがありません指定された名前のグループ・ファイルがありません指定された名前のグループ・ファイルがありません指定された名前のグループ・ファイルがありません
原因原因原因原因 :  指定された名前を持つ内部グループ・ファイルがデータベースで見つかりません
でした。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3252 この属性に対する索引がありませんこの属性に対する索引がありませんこの属性に対する索引がありませんこの属性に対する索引がありません
原因原因原因原因 :  データベースまたはアプリケーションが、索引のない属性または列で索引を検索
しようとしました。

処置処置処置処置 :  索引を作成してください。

POL-3253 グループ・ファイルはすでに存在していますグループ・ファイルはすでに存在していますグループ・ファイルはすでに存在していますグループ・ファイルはすでに存在しています
原因原因原因原因 :  同じクラス名を持つ内部グループ・ファイルがすでに存在しています。

処置処置処置処置 :  ファイルに他の名前を選択してください。

POL-3254 グループ・ファイル番号が無効ですグループ・ファイル番号が無効ですグループ・ファイル番号が無効ですグループ・ファイル番号が無効です
原因原因原因原因 :  内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3255 グループ・ファイルの型が無効ですグループ・ファイルの型が無効ですグループ・ファイルの型が無効ですグループ・ファイルの型が無効です
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 索引の型が無効です。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。
1-16　Oracle8i Lite メッセージ・リファレンス



POL 3000～ 3399 オブジェクト・カーネル・メッセージ
POL-3256 壊れたファイル表が検出されました壊れたファイル表が検出されました壊れたファイル表が検出されました壊れたファイル表が検出されました
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3257 ラージ・オブジェクトをソートできませんラージ・オブジェクトをソートできませんラージ・オブジェクトをソートできませんラージ・オブジェクトをソートできません
原因原因原因原因 :  データベースは、LONG、LONG VARCHARまたは LONG VARBINARY列を
ソートできません。

処置処置処置処置 :  最初の 1000バイトの値が一意であれば、索引を作成してください。

POL-3260 トランザクションで無効な操作が見つかりましたトランザクションで無効な操作が見つかりましたトランザクションで無効な操作が見つかりましたトランザクションで無効な操作が見つかりました
原因原因原因原因 :  アプリケーションまたはデータベースで、 トランザクションが終了しないうちに
データベースがクローズした、トランザクションが実行中に解放された、またはトラン
ザクションの実行中にトランザクション・ハンドルが再利用されました。

処置処置処置処置 :  実行中のトランザクションを COMMITまたは ROLLBACKしてください。

POL-3261 トランザクションが多すぎますトランザクションが多すぎますトランザクションが多すぎますトランザクションが多すぎます
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-3262 トランザクションが非活動状態ですトランザクションが非活動状態ですトランザクションが非活動状態ですトランザクションが非活動状態です
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-3263 デッドロックが検出されましたデッドロックが検出されましたデッドロックが検出されましたデッドロックが検出されました
原因原因原因原因 :  実行中のスレッドが 2つあり、それぞれがもう一方のリソースを解放するのを
待っています。

処置処置処置処置 :  ウィンドウをいくつかクローズするか、アプリケーションを再起動してくださ
い。
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POL-3264 NOWAITが指定されましたが、現在の行は別の接続によってロックが指定されましたが、現在の行は別の接続によってロックが指定されましたが、現在の行は別の接続によってロックが指定されましたが、現在の行は別の接続によってロック
されていますされていますされていますされています

原因原因原因原因 :  ある接続が SELECT FOR UPDATE NOWAITを発行しましたが、カレント行は
別の接続によりロックされています。

処置処置処置処置 :  別の接続により行がロックされているときに、アプリケーションが（その接続が
ロックを解放するまで待つのではなく）処理を進めることができるように、このエラー
がレポートされます。 他の処理を先に実行してから、再びロックの取得を試みることが
できます。

POL-3265 トランザクション・オプションが無効ですトランザクション・オプションが無効ですトランザクション・オプションが無効ですトランザクション・オプションが無効です
原因原因原因原因 :  内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3266 キャッシュ・オブジェクト状態が無効ですキャッシュ・オブジェクト状態が無効ですキャッシュ・オブジェクト状態が無効ですキャッシュ・オブジェクト状態が無効です
原因原因原因原因 :  内部エラーが発生したか、または共有メモリー・キャッシュが壊れています。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3267 読込み専用データベースまたは重大なセクションは更新できません読込み専用データベースまたは重大なセクションは更新できません読込み専用データベースまたは重大なセクションは更新できません読込み専用データベースまたは重大なセクションは更新できません
原因原因原因原因 :  読込み専用データベースを更新しようとしたか、FOR UPDATE句を含まない
SELECT文を使用してストアド・プロシージャをコールしています。

処置処置処置処置 :  ODB ファイルが読込み専用モードでないことを確認し、必要な場合は修正して
ください。

POL-3301 壊れた走査表が検出されました壊れた走査表が検出されました壊れた走査表が検出されました壊れた走査表が検出されました
原因原因原因原因 :  無効なカーソルがクラスまたは索引を走査しようとしたことがデータベースで検
出されました。

処置処置処置処置 :  アプリケーションを再起動してください。

POL-3302 走査の型に操作との互換性がありません走査の型に操作との互換性がありません走査の型に操作との互換性がありません走査の型に操作との互換性がありません
原因原因原因原因 :  無効なカーソルがクラスまたは索引を走査しようとしたことがデータベースで検
出されました。

処置処置処置処置 :  アプリケーションを再起動してください。
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POL-3303 走査走査走査走査 IDが正しくありませんが正しくありませんが正しくありませんが正しくありません
原因原因原因原因 :  内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3304 移動されたオブジェクトは直接参照できません移動されたオブジェクトは直接参照できません移動されたオブジェクトは直接参照できません移動されたオブジェクトは直接参照できません
原因原因原因原因 :  内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-3305  間違ったクラスのオブジェクトが取り出されました間違ったクラスのオブジェクトが取り出されました間違ったクラスのオブジェクトが取り出されました間違ったクラスのオブジェクトが取り出されました
原因原因原因原因 :  内部エラーです。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL 4000～～～～ 4999 オブジェクト・カーネルオブジェクト・カーネルオブジェクト・カーネルオブジェクト・カーネル APIメッセージメッセージメッセージメッセージ
オブジェクト・カーネル・アプリケーション・プログラム・インタフェース (OKAPI)によ
り、オブジェクト・カーネルへのインタフェースが提供されます。

POL-4000 NULLオブジェクトは許されませんオブジェクトは許されませんオブジェクトは許されませんオブジェクトは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、NULLのオブジェクト・ポインタが指定されました。

処置処置処置処置 :  オブジェクト・ポインタを指定してください。

POL-4001 NULLの戻りポインタは許されませんの戻りポインタは許されませんの戻りポインタは許されませんの戻りポインタは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、NULLの戻りポインタが指定されました。

処置処置処置処置 :  戻りポインタを指定してください。

POL-4002 NULLの名前は許されませんの名前は許されませんの名前は許されませんの名前は許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、NULLの名前ポインタが指定されました。

処置処置処置処置 :  名前ポインタを指定してください。

POL-4003 NULLの環境ハンドルは許されませんの環境ハンドルは許されませんの環境ハンドルは許されませんの環境ハンドルは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、NULLの環境ハンドルが指定されました。

処置処置処置処置 :  環境ハンドルを指定してください。
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POL-4004 環境ハンドルが無効です環境ハンドルが無効です環境ハンドルが無効です環境ハンドルが無効です
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、無効な環境ハンドルが指定されました。

処置処置処置処置 :  有効な環境ハンドルを指定してください。

POL-4005 NULLのクラス・オブジェクトは許されませんのクラス・オブジェクトは許されませんのクラス・オブジェクトは許されませんのクラス・オブジェクトは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、NULLのクラス・ポインタが指定されました。

処置処置処置処置 :  クラス・ポインタを指定してください。

POL-4006 NULLの属性オブジェクトは許されませんの属性オブジェクトは許されませんの属性オブジェクトは許されませんの属性オブジェクトは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、NULLの属性ポインタが指定されました。

処置処置処置処置 :  属性ポインタを指定してください。

POL-4007 属性の位置が無効です属性の位置が無効です属性の位置が無効です属性の位置が無効です
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで指定された属性位置番号が、クラス内の属性の数を超えて
います。

処置処置処置処置 :  クラス内の属性の数以下の属性位置番号を指定してください。

POL-4008 属性に属性に属性に属性に NULLバッファは許されませんバッファは許されませんバッファは許されませんバッファは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、属性データを指すべきポインタに NULLのバッファ・ポ
インタが指定されました。

処置処置処置処置 :  属性データを指すバッファ・ポインタを指定してください。

POL-4009 NULLポインタは許されませんポインタは許されませんポインタは許されませんポインタは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、有効なポインタを必要とするところに NULLポインタが
指定されました。

処置処置処置処置 :  有効なポインタを指定してください。

POL-4010 データベース・オブジェクトにデータベース・オブジェクトにデータベース・オブジェクトにデータベース・オブジェクトに NULLハンドルは許されませんハンドルは許されませんハンドルは許されませんハンドルは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、NULLのデータベース・ハンドルが指定されました。

処置処置処置処置 :  有効なデータベース・ハンドルを指定してください。
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POL-4011 グループ・オブジェクトにグループ・オブジェクトにグループ・オブジェクトにグループ・オブジェクトに NULLハンドルは許されませんハンドルは許されませんハンドルは許されませんハンドルは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、NULLのグループ・ハンドルが指定されました。

処置処置処置処置 :  グループ・オブジェクトに有効なハンドルを指定してください。

POL-4100 トランザクションがアクティブな状態では、データベースを作成トランザクションがアクティブな状態では、データベースを作成トランザクションがアクティブな状態では、データベースを作成トランザクションがアクティブな状態では、データベースを作成
できませんできませんできませんできません

原因原因原因原因 :  トランザクションがアクティブなときに、新しいデータベース・ファイルを作成
しようとしました。

処置処置処置処置 :  オープンされているトランザクションを COMMITまたは ROLLBACKしてくだ
さい。

POL-4101 データベースが接続されていませんデータベースが接続されていませんデータベースが接続されていませんデータベースが接続されていません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、接続されていないデータベース・ファイルを参照しよう
としました。

処置処置処置処置 :  フェッチするオブジェクト内のボリューム IDと一致するデータベース・ファイ
ルをオープンしてください。

POL-4102 データベース参照が無効ですデータベース参照が無効ですデータベース参照が無効ですデータベース参照が無効です
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、接続されていないか、壊れている可能性のあるデータ
ベース・ファイルを参照しようとしました。

処置処置処置処置 :  更新するオブジェクト内のボリューム IDと一致するデータベース・ファイルを
オープンしてください。

POL-4103 アクティブな環境が多すぎますアクティブな環境が多すぎますアクティブな環境が多すぎますアクティブな環境が多すぎます
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、オープンしようとしたデータベース接続が多すぎます。

処置処置処置処置 :  接続をいくつかクローズしてください。

POL-4104 重複したボリューム重複したボリューム重複したボリューム重複したボリューム IDではデータベースをマウントできませんではデータベースをマウントできませんではデータベースをマウントできませんではデータベースをマウントできません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、すでにオープンしているデータベースと同じボリューム
IDのデータベースをオープンしようとしました。

処置処置処置処置 :  データベースのボリューム IDは、システム内で一意である必要があります。 ID
を確かめるには、DBINFOプログラムを使用してください。
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POL-4105 接続されているデータベースが多すぎます接続されているデータベースが多すぎます接続されているデータベースが多すぎます接続されているデータベースが多すぎます （データベースは最大（データベースは最大（データベースは最大（データベースは最大
でででで 6つまでです）つまでです）つまでです）つまでです）

原因原因原因原因 :  データベースまたはカタログがすでに 6つ接続されています。

処置処置処置処置 :  接続をいくつかクローズしてください。

POL-4106 内部エラー内部エラー内部エラー内部エラー : アクティブなデータベースが切断されますアクティブなデータベースが切断されますアクティブなデータベースが切断されますアクティブなデータベースが切断されます
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-4107 内部エラー内部エラー内部エラー内部エラー : トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション IDが無効ですが無効ですが無効ですが無効です
原因原因原因原因 :  データベースが無効なトランザクション IDを検出しました。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-4108 デッドロックが検出されましたデッドロックが検出されましたデッドロックが検出されましたデッドロックが検出されました
原因原因原因原因 :  スレッド、セッションまたはタスク間のリソース・デッドロックがデータベース
で検出されました。

処置処置処置処置 :  アプリケーションを再起動してください。

POL-4200 トランザクション操作に対するアクションが無効ですトランザクション操作に対するアクションが無効ですトランザクション操作に対するアクションが無効ですトランザクション操作に対するアクションが無効です
原因原因原因原因 :  okTransact()関数が無効な引数でコールされました。

処置処置処置処置 :  関数の構文をチェックして、再度コールしてください。

POL-4201 トランザクション分離レベルが正しくありませんトランザクション分離レベルが正しくありませんトランザクション分離レベルが正しくありませんトランザクション分離レベルが正しくありません
原因原因原因原因 :  プログラムで分離レベルを無効な値に設定しようとしました。

処置処置処置処置 :  コール内の引数をチェックして、やり直してください。 

POL-4202 選択が読込みコミット・モードでアクティブの間は更新できません選択が読込みコミット・モードでアクティブの間は更新できません選択が読込みコミット・モードでアクティブの間は更新できません選択が読込みコミット・モードでアクティブの間は更新できません
原因原因原因原因 :  FOR UPDATE句を含まない SELECT文を使用してストアド・プロシージャを
コールしました。 このプロシージャでは FOR UPDATE句を含む SELECT文を発行しよ
うとしました。

処置処置処置処置 :  外部 SELECT文を修正して、FOR UPDATE句を使用するようにしてください。
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POL-4300 グループ名はすでに使われていますグループ名はすでに使われていますグループ名はすでに使われていますグループ名はすでに使われています
原因原因原因原因 :  プログラムでグループを登録しようとしましたが、グループ名はすでに存在して
いることがわかりました。

処置処置処置処置 :  新しいグループに別の名前を選択してください。

POL-4301 グループ・オブジェクトが無効ですグループ・オブジェクトが無効ですグループ・オブジェクトが無効ですグループ・オブジェクトが無効です
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 データベースが、壊れているグループ・オブジェクトを検出し
ました。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-4302 メタ・オブジェクトは直接削除できませんメタ・オブジェクトは直接削除できませんメタ・オブジェクトは直接削除できませんメタ・オブジェクトは直接削除できません
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 メタ・オブジェクトを削除しようとしないでください。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-4303 操作は、一時オブジェクトには適用できません操作は、一時オブジェクトには適用できません操作は、一時オブジェクトには適用できません操作は、一時オブジェクトには適用できません
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 コール側プログラムで、一時オブジェクト・グループに BLOB
を作成しようとしました。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-4304 NULL値は値は値は値は NOT NULL列に挿入できません列に挿入できません列に挿入できません列に挿入できません
原因原因原因原因 :  アプリケーションで、NOT NULL制約に違反するような属性または列に NULL
値を挿入しようとしました。

処置処置処置処置 :  属性または列に値を指定してください。

POL-4305 操作は固定オブジェクトにのみ有効です操作は固定オブジェクトにのみ有効です操作は固定オブジェクトにのみ有効です操作は固定オブジェクトにのみ有効です
原因原因原因原因 :  okGetAttrVal()関数が戻り値をバッファにコピーせずにコールされました。

処置処置処置処置 :  関数コールを再発行する前に、バッファを指定してフラグを設定するか、オブ
ジェクトを固定してください。

POL-4306 オブジェクト・キャッシュが無効ですオブジェクト・キャッシュが無効ですオブジェクト・キャッシュが無効ですオブジェクト・キャッシュが無効です
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 オブジェクト・キャッシュが壊れている可能性があります。

処置処置処置処置 :  アプリケーションを再起動し、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連
絡ください。
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POL-4307 無効なロック・モードが指定されました無効なロック・モードが指定されました無効なロック・モードが指定されました無効なロック・モードが指定されました
原因原因原因原因 :  okLoadGroup()または okFixObj()関数のコールで、無効なロック・モード
が指定されました。

処置処置処置処置 :  ロック・モード・パラメータにエラーがないかチェックして、関数コールを再発
行してください。

POL-4308 256を超えるグループに同時にアクセスすることはできませんを超えるグループに同時にアクセスすることはできませんを超えるグループに同時にアクセスすることはできませんを超えるグループに同時にアクセスすることはできません
原因原因原因原因 :  他のグループを登録しようとしましたが、データベースに許可されているグルー
プの数を超えました。

処置処置処置処置 :  グループの使用数を減らしてください。

POL-4309 オブジェクトが固定されていませんオブジェクトが固定されていませんオブジェクトが固定されていませんオブジェクトが固定されていません
原因原因原因原因 :  固定されていないオブジェクトを更新しようとしました。

処置処置処置処置 :  オブジェクトを更新する前に、okFixObj()関数をコールしてください。

POL-4310 属性バッファが小さすぎます属性バッファが小さすぎます属性バッファが小さすぎます属性バッファが小さすぎます
原因原因原因原因 :  okGetAttrVal()関数コールで指定されたバッファが、データを返すには小さ
すぎます。

処置処置処置処置 :  戻り値用に大きなバッファを指定してください。

POL-4311 NULLのデフォルト値がのデフォルト値がのデフォルト値がのデフォルト値が NOT NULL制約に違反する可能性があります制約に違反する可能性があります制約に違反する可能性があります制約に違反する可能性があります
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、NOT NULL制約の存在するところに、NULLでないデ
フォルト値を定義せずに、クラスに属性（または表に列）を追加しようとしました。

処置処置処置処置 :  NULLでないデフォルト値を指定してください。

POL-4312 外部キー整合性の制約に違反しています外部キー整合性の制約に違反しています外部キー整合性の制約に違反しています外部キー整合性の制約に違反しています
原因原因原因原因 :  Insert、Deleteまたは Update文が、外部キー制約に違反しました。

処置処置処置処置 :  文で使用している値をチェックし、修正してください。

POL-4313 表の主キーは表の主キーは表の主キーは表の主キーは 1つしか許されませんつしか許されませんつしか許されませんつしか許されません
原因原因原因原因 :  ALTER TABLE文がすでに主キーが 1つある表に主キーを作成しようとしまし
た。

処置処置処置処置 :  まず既存の主キーを削除してください。
1-24　Oracle8i Lite メッセージ・リファレンス



POL 4000～ 4999 オブジェクト・カーネル APIメッセージ
POL-4314 指定された制約がありません指定された制約がありません指定された制約がありません指定された制約がありません
原因原因原因原因 :  名前付き制約が存在しないところで、ALTER TABLE文が名前付き制約を削除し
ようとしました。

処置処置処置処置 :  制約が存在することをチェックするか、または構文エラーのある ALTER TABLE
文を修正してください。

POL-4315 NOT NULL制約を削除できません制約を削除できません制約を削除できません制約を削除できません
原因原因原因原因 :  ALTER TABLE文で、NOT NULL制約を削除しようとしました。

処置処置処置処置 :  NOT NULL制約のない表を再作成してください。

POL-4316 索引が存在しません索引が存在しません索引が存在しません索引が存在しません
原因原因原因原因 :  存在しない索引を削除しようとしました。

処置処置処置処置 :  索引名をチェックして、SQL文を再発行してください。

POL-4317 チェック制約に違反していますチェック制約に違反していますチェック制約に違反していますチェック制約に違反しています
原因原因原因原因 :  表 /クラスで定義されているチェック制約に違反しています。

処置処置処置処置 :  挿入または更新する新しいデータ値を修正してください。

POL-4318 サポートされていない操作がチェック制約で使われましたサポートされていない操作がチェック制約で使われましたサポートされていない操作がチェック制約で使われましたサポートされていない操作がチェック制約で使われました
原因原因原因原因 :  サポートされていない式または ROUND()などの SQL関数をチェック制約で使
用しています。

処置処置処置処置 :  チェック制約の定義を簡単にするか、いくつかのチェック制約を実装するトリ
ガーを定義してください。

POL-4319 制約はすでに存在します制約はすでに存在します制約はすでに存在します制約はすでに存在します
原因原因原因原因 :  重複した制約（主キーまたはチェック）名を使用しています。

処置処置処置処置 :  チェック制約の定義を修正して、制約に一意な名前をつけてください。

POL-4400 クラスはすでに定義されていますクラスはすでに定義されていますクラスはすでに定義されていますクラスはすでに定義されています
原因原因原因原因 :  同じ名前のクラスがすでに存在します。

処置処置処置処置 :  新しいクラスに別の名前を選択してください。
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POL-4401 参照クラスはまだ定義されていません参照クラスはまだ定義されていません参照クラスはまだ定義されていません参照クラスはまだ定義されていません
原因原因原因原因 :  宣言されていないクラスとの関連を定義しようとしました。

処置処置処置処置 :  参照先のクラスを宣言してから、関連を定義してください。

POL-4402 参照先のクラスは削除されています参照先のクラスは削除されています参照先のクラスは削除されています参照先のクラスは削除されています
原因原因原因原因 :  すでに削除されているクラスを参照しようとしました。

処置処置処置処置 :  クラス名をチェックしてください。

POL-4403 属性名またはメソッド名が無効です属性名またはメソッド名が無効です属性名またはメソッド名が無効です属性名またはメソッド名が無効です
原因原因原因原因 :  クラスに対して指定された名前を持つ属性またはメソッドを見つけられませんで
した。

処置処置処置処置 :  名前をチェックしてやり直してください。

POL-4404 属性名が重複しています属性名が重複しています属性名が重複しています属性名が重複しています
原因原因原因原因 :  指定した名前の属性または列がすでに存在します。

処置処置処置処置 :  他の名前を選択してください。

POL-4500 OK_BTREEのみ使用できますのみ使用できますのみ使用できますのみ使用できます
原因原因原因原因 :  okCreateIndex()コール内に無効な索引の型がありました。

処置処置処置処置 :  索引の型パラメータをチェックしてください。

POL-4501 反復方向が無効です反復方向が無効です反復方向が無効です反復方向が無効です
原因原因原因原因 :  okIterate()コール内に無効な方向パラメータがありました。

処置処置処置処置 :  パラメータをチェックし、必要に応じて変更してから okIterate()コールを再
発行してください。

POL-4502 入力イテレータが無効です入力イテレータが無効です入力イテレータが無効です入力イテレータが無効です
原因原因原因原因 :  イテレータの番号が無効か、または壊れた状態となっています。

処置処置処置処置 :  イテレータの番号をチェックしてください。

POL-4503 入力カーソルが無効です入力カーソルが無効です入力カーソルが無効です入力カーソルが無効です
原因原因原因原因 :  カーソルが無効か、または壊れた状態となっています。

処置処置処置処置 :  カーソルの番号をチェックしてください。
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POL-4504 検索条件内の演算子が無効です検索条件内の演算子が無効です検索条件内の演算子が無効です検索条件内の演算子が無効です
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、okCreateIterator()内に無効な検索演算子が指定さ
れました。

処置処置処置処置 :  検索条件をチェックして、関数コールを再発行してください。

POL-4505 検索条件内の連結語が無効です検索条件内の連結語が無効です検索条件内の連結語が無効です検索条件内の連結語が無効です
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、okCreateIterator()内に無効な検索連結語が指定さ
れました。

処置処置処置処置 :  有効な連結語を指定して、関数コールを再発行してください。

POL-4507 イテレータが多すぎますイテレータが多すぎますイテレータが多すぎますイテレータが多すぎます （最大で（最大で（最大で（最大で 32Kまでです）までです）までです）までです）
原因原因原因原因 :  データベースで同時にオープンしているイテレータの数が多すぎます。

処置処置処置処置 :  イテレータをいくつかクローズしてください。

POL-4508 ORDER BY属性で使用する索引がありません属性で使用する索引がありません属性で使用する索引がありません属性で使用する索引がありません
原因原因原因原因 :  ORDER BY属性で使用する索引がないため、順序イテレータを作成できません。

処置処置処置処置 :  ORDER BY属性で使用する索引を作成し、関数コールを再発行してください。

POL-4509 サブクラスを持つクラスに対して、順序イテレータを使用できませんサブクラスを持つクラスに対して、順序イテレータを使用できませんサブクラスを持つクラスに対して、順序イテレータを使用できませんサブクラスを持つクラスに対して、順序イテレータを使用できません
原因原因原因原因 :  クラスにサブクラスがある可能性があり isImmediateフラグが FALSEのため、
順序イテレータを作成できません。 

処置処置処置処置 :  isImmediateフラグを TRUEに設定して、関数コールを再発行してください。 

POL-4600 関連はすでに定義されています関連はすでに定義されています関連はすでに定義されています関連はすでに定義されています
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、親の属性または列、あるいは子の属性または列のいずれ
かですでに関連が存在する 2つのクラスまたは表の間に関連を作成しようとしました。 
属性は 1つの親子関連にのみ設定できます。

処置処置処置処置 :  オブジェクトの階層を単純にしてください。

POL-4601 関連が定義されていません関連が定義されていません関連が定義されていません関連が定義されていません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、okDeleteRel()を使用して関連を削除しようとしまし
たが、関連が見つかりませんでした。

処置処置処置処置 :  これは致命的なエラーではなく、アクションは必要ありません。
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POL-4602 関連のためオブジェクトは削除できません関連のためオブジェクトは削除できません関連のためオブジェクトは削除できません関連のためオブジェクトは削除できません
原因原因原因原因 :  他のオブジェクトへの関連を壊すことはできません。

処置処置処置処置 :  まず依存するオブジェクトを削除してから、オブジェクトを削除してください。

POL-4603 無効な関連の型が指定されました無効な関連の型が指定されました無効な関連の型が指定されました無効な関連の型が指定されました
原因原因原因原因 :  okCreateRel()へのコールで、コール側プログラムから無効な関連の型パラ
メータが渡されました。

処置処置処置処置 :  パラメータをチェックしてから、関数コールを再発行してください。

POL-4604 この属性に関連を構築できませんこの属性に関連を構築できませんこの属性に関連を構築できませんこの属性に関連を構築できません
原因原因原因原因 :  データベースは関連に指定された属性の 1つを見つけられませんでした。

処置処置処置処置 :  okCreateRel()コール内に指定されたパラメータをチェックしてください。

POL-4605 2つのデータベース間の関連を構築できませんつのデータベース間の関連を構築できませんつのデータベース間の関連を構築できませんつのデータベース間の関連を構築できません
原因原因原因原因 :  関連のあるクラスは、同じデータベース・ファイルの中に存在する必要がありま
す。

処置処置処置処置 :  okCreateRel()へのパラメータをチェックしてから、関数コールを再発行して
ください。

POL-4606 複数リンクのための余裕がありません複数リンクのための余裕がありません複数リンクのための余裕がありません複数リンクのための余裕がありません
原因原因原因原因 :  データベースで属性の追加関連を記録できませんでした。おそらく、属性が固定
サイズで定義されているためです。

処置処置処置処置 :  クラスを再定義して、属性を関連参照の動的配列にしてください。

POL-4607 単一の親関連に違反しています単一の親関連に違反しています単一の親関連に違反しています単一の親関連に違反しています
原因原因原因原因 :  属性は、単一の親関連のみを許可するものとして定義されています。

処置処置処置処置 :  クラスを再定義して、属性を関連参照の動的配列にしてください。

POL-4608 属性値が関連定義に違反しています属性値が関連定義に違反しています属性値が関連定義に違反しています属性値が関連定義に違反しています
原因原因原因原因 :  関連属性は、関連するクラスのインスタンスへの参照として定義する必要があり
ます。 この場合、「参照元」または「参照先」のポインタのどちらかが、異なるクラスへ
の参照として定義されています。

処置処置処置処置 :  クラスを再定義して、属性を正しいクラスへの参照にしてください。
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POL-4700 操作は長いオブジェクトにのみ有効です操作は長いオブジェクトにのみ有効です操作は長いオブジェクトにのみ有効です操作は長いオブジェクトにのみ有効です
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、BLOB以外の属性に BLOB操作を試みました。

処置処置処置処置 :  パラメータをチェックしてから、操作を再発行してください。

POL-4701 操作は一時グループには有効ではありません操作は一時グループには有効ではありません操作は一時グループには有効ではありません操作は一時グループには有効ではありません
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-4800 名前付きのオブジェクトを見つけられません名前付きのオブジェクトを見つけられません名前付きのオブジェクトを見つけられません名前付きのオブジェクトを見つけられません
原因原因原因原因 :  名前付きオブジェクトがディレクトリ内で見つかりません。

処置処置処置処置 :  オブジェクト名をチェックして、やり直してください。

POL-4801 オブジェクト名はすでに使われていますオブジェクト名はすでに使われていますオブジェクト名はすでに使われていますオブジェクト名はすでに使われています
原因原因原因原因 :  同じ名前のオブジェクトがディレクトリ内にすでに存在しています。

処置処置処置処置 :  オブジェクトに他の名前を選択してください。

POL-4802 オブジェクト名のパスが無効ですオブジェクト名のパスが無効ですオブジェクト名のパスが無効ですオブジェクト名のパスが無効です
原因原因原因原因 :  オブジェクト名が無効です。

処置処置処置処置 :  パス名を正しく構成してください。

POL-4803 データの入っている名前のディレクトリは削除できませんデータの入っている名前のディレクトリは削除できませんデータの入っている名前のディレクトリは削除できませんデータの入っている名前のディレクトリは削除できません
原因原因原因原因 :  名前付きオブジェクト・ディレクトリは、削除する前に空にする必要がありま
す。

処置処置処置処置 :  ディレクトリ内の残りのオブジェクトを削除してから、ディレクトリを削除して
ください。

POL-4804 ディレクトリ・オブジェクトが必要ですディレクトリ・オブジェクトが必要ですディレクトリ・オブジェクトが必要ですディレクトリ・オブジェクトが必要です
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、ディレクトリに無効なポインタが指定されました。

処置処置処置処置 :  ディレクトリに有効なポインタを指定してください。

POL-4805 NULLのディレクトリ・オブジェクトは許されませんのディレクトリ・オブジェクトは許されませんのディレクトリ・オブジェクトは許されませんのディレクトリ・オブジェクトは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、ディレクトリに NULLのポインタが指定されました。

処置処置処置処置 :  ディレクトリに有効なポインタを指定してください。
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POL-4806 オブジェクト名に無効な文字が使われましたオブジェクト名に無効な文字が使われましたオブジェクト名に無効な文字が使われましたオブジェクト名に無効な文字が使われました
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、無効なオブジェクト名が指定されました。

処置処置処置処置 :  オブジェクト名をチェックしてください。オブジェクト・ネーミング規則につい
ては、 オンライン・ヘルプを参照してください。

POL-4900 動的配列に動的配列に動的配列に動的配列に NULLポインタは許されませんポインタは許されませんポインタは許されませんポインタは許されません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで、有効な動的配列が必要なところに NULLポインタが指定
されました。

処置処置処置処置 :  動的配列に有効なポインタを指定してください。 

POL-4901 マルチディメンション配列の使用方法が無効ですマルチディメンション配列の使用方法が無効ですマルチディメンション配列の使用方法が無効ですマルチディメンション配列の使用方法が無効です
原因原因原因原因 :  マルチディメンション配列が、関連内の検索式、または属性のデフォルト値とし
て使用されています。

処置処置処置処置 :  そのような使用方法はサポートされていません。 

POL-4902 スナップショットの使用が無効ですスナップショットの使用が無効ですスナップショットの使用が無効ですスナップショットの使用が無効です
原因原因原因原因 :  スナップショット上でのスキーマ進化に ALTER TABLEを使用できません。

処置処置処置処置 :  そのような使用方法はサポートされていません。 

POL-4903 制約が使用禁止の間は、表に制約が使用禁止の間は、表に制約が使用禁止の間は、表に制約が使用禁止の間は、表に DMLを使用できませんを使用できませんを使用できませんを使用できません
原因原因原因原因 :  表の制約が DISABLE VALIDATEに設定されている間は、その表に対し DMLは
使用できません。

処置処置処置処置 :  制約の状態を DISABLE VALIDATE以外のものに変更してください。 

POL-4904 NOT NULL制約に違反しています制約に違反しています制約に違反しています制約に違反しています
原因原因原因原因 :  NOT NULL制約の列に、NULL値を挿入しようとしました。

処置処置処置処置 :  挿入する値をチェックするか、列の NOT NULL制約を変更して NULL値を許可
するようにしてください。 
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POL-5101 データが見つかりませんデータが見つかりませんデータが見つかりませんデータが見つかりません
原因原因原因原因 :  問合せの検索基準に合致する行が見つかりません。

処置処置処置処置 :  表が空の可能性があります。 SQL問合せをチェックし、必要に応じて変更してか
ら再発行してください。

POL-5102 記述子項目が足りません記述子項目が足りません記述子項目が足りません記述子項目が足りません
原因原因原因原因 :  DESCRIBE操作用に割り当てられている記述子が足りません。

処置処置処置処置 :  結果の一部だけがレポートされます。

POL-5103 切断エラーが生じました切断エラーが生じました切断エラーが生じました切断エラーが生じました
原因原因原因原因 :  データベースから切断するときにエラーが検出されると、このメッセージがデー
タベースから返されます。

処置処置処置処置 :  データベースを再度オープンして、データが失われていないことを確認してくだ
さい。

POL-5104 集計関数の計算で集計関数の計算で集計関数の計算で集計関数の計算で NULL値が排除されました値が排除されました値が排除されました値が排除されました
原因原因原因原因 :  SUMや AVGなどの集計関数は、見つけた NULL値をすべて廃棄します。

処置処置処置処置 :  アクションは必要ありません。 これはただの警告です。

POL-5105 メモリー割当てに失敗しましたメモリー割当てに失敗しましたメモリー割当てに失敗しましたメモリー割当てに失敗しました
原因原因原因原因 :  データベースのヒープ・メモリーまたはオブジェクト・キャッシュ・メモリーが
不足しています。

処置処置処置処置 :  アプリケーションを再起動してください。

POL-5106 クライアントが接続を確立できませんクライアントが接続を確立できませんクライアントが接続を確立できませんクライアントが接続を確立できません
原因原因原因原因 :  アプリケーションがデータベースに接続できませんでした。

処置処置処置処置 :  接続文字列に指定された情報が無効であることを示している場合があります。 エ
ラーの接続文字列をチェックして、データベースへの接続を再度試みてください。
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POL-5107 サーバーが接続を拒否しましたサーバーが接続を拒否しましたサーバーが接続を拒否しましたサーバーが接続を拒否しました
原因原因原因原因 :  アプリケーションが新しいデータベース接続を確立できませんでした。

処置処置処置処置 :  接続文字列に指定された情報が無効であることを示している場合があります。 エ
ラーの接続文字列をチェックして、データベースへの接続を再度試みてください。

POL-5109 環境ハンドルが無効です環境ハンドルが無効です環境ハンドルが無効です環境ハンドルが無効です
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで無効な環境ハンドルを渡しました。

処置処置処置処置 :  ハンドルをチェックし、必要に応じて変更してからやり直してください。

POL-5110 ハンドルが無効ですハンドルが無効ですハンドルが無効ですハンドルが無効です
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで無効なハンドルを渡しました。

処置処置処置処置 :  ハンドルをチェックし、必要に応じて変更してからやり直してください。

POL-5112 現行セッションではありません現行セッションではありません現行セッションではありません現行セッションではありません
原因原因原因原因 :  コール側プログラムで無効なセッション・オブジェクトを渡しました。

処置処置処置処置 :  オブジェクトをチェックし、必要に応じて変更してからやり直してください。

POL-5115 マーカーとホスト変数が一致しませんマーカーとホスト変数が一致しませんマーカーとホスト変数が一致しませんマーカーとホスト変数が一致しません
原因原因原因原因 :  SQL文内の疑問符の数が、指定されたホスト変数の数と一致しません。

処置処置処置処置 :  エラーの SQL文をチェックして、疑問符の数と一致するようにホスト変数を追
加してください。

POL-5116 選択リストとホスト変数が一致しません選択リストとホスト変数が一致しません選択リストとホスト変数が一致しません選択リストとホスト変数が一致しません
原因原因原因原因 :  SELECTリスト内の項目の数が、結果を受け取るために指定されているホスト変
数の数と一致しません。

処置処置処置処置 :  一致する数の正しい型のホスト変数を指定してください。

POL-5117 バインド・スタイルが異なっていますバインド・スタイルが異なっていますバインド・スタイルが異なっていますバインド・スタイルが異なっています
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 
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POL-5121 単一行選択に対して複数の行が返されました単一行選択に対して複数の行が返されました単一行選択に対して複数の行が返されました単一行選択に対して複数の行が返されました
原因原因原因原因 :  1つの行のみを返す SQL文が複数の行を返しました。

処置処置処置処置 :  SQL文に構文エラーがないかチェックして、エラーがある場合は修正し、ない場
合は参照表をチェックしてください。

POL-5122 文の状態が無効です文の状態が無効です文の状態が無効です文の状態が無効です
原因原因原因原因 :  カーソルをオープンしたときに、データベースが無効な文の状態を検出しまし
た。

処置処置処置処置 :  ODBCインタフェースを直接使用するプログラミングの場合は、コールの順序が
違っている可能性があります。 そうでない場合は、オラクル社カスタマ・サポート・セ
ンターにご連絡ください。 

POL-5123 SELECT文ではありません文ではありません文ではありません文ではありません
原因原因原因原因 :  アプリケーションで、UPDATE、DELETEまたは INSERT文に対してカーソルを
オープンしようとしました。

処置処置処置処置 :  UPDATE、DELETEまたは INSERT文に対してカーソルを宣言しないでくださ
い。

POL-5124 互換性のないデータ型の間でキャストしました互換性のないデータ型の間でキャストしました互換性のないデータ型の間でキャストしました互換性のないデータ型の間でキャストしました
原因原因原因原因 :  データベースが、列のデータ型を互換性のないデータ型に変更しようとしまし
た。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡し、エラーの原因となった SQL
文を示してください。

POL-5125 記述子索引が無効です記述子索引が無効です記述子索引が無効です記述子索引が無効です
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 存在しない記述子をデータベースが探しています。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-5128 表名が重複しています表名が重複しています表名が重複しています表名が重複しています
原因原因原因原因 :  CREATE TABLE文の実行中に、データベースが同じ名前の表を検出しました。

処置処置処置処置 :  新しい表に他の名前を選択して CREATE TABLE文を再実行するか、または既存
の表を削除してください。
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POL-5129 カタログが無効ですカタログが無効ですカタログが無効ですカタログが無効です
原因原因原因原因 :  カレント・ディレクトリに存在しないカタログを SQL文が参照しました。

処置処置処置処置 :  データベースに接続するために使用している ODBCデータ・ソース名で指定さ
れたディレクトリに、参照データベース・ファイルをコピーしてください。

POL-5130 表またはビューが見つかりません表またはビューが見つかりません表またはビューが見つかりません表またはビューが見つかりません
原因原因原因原因 :  データベースが見つけられない表またはビューを SQL文が参照しています。

処置処置処置処置 :  SQL文のエラーをチェックし、必要に応じて表名またはビュー名を変更してくだ
さい。

POL-5133 カーソル状態が無効ですカーソル状態が無効ですカーソル状態が無効ですカーソル状態が無効です
原因原因原因原因 :  データベースが無効な状態のカーソルを検出しました。

処置処置処置処置 :  カーソルをクローズして、SQL文を再発行してください。

POL-5134 ホスト変数の型が無効ですホスト変数の型が無効ですホスト変数の型が無効ですホスト変数の型が無効です
原因原因原因原因 :  指定されたホスト変数の型が、返されるデータ型と互換性がありません。 たとえ
ば、整変数は FLOAT列からデータを受け取ることはできません。

処置処置処置処置 :  正しい型のホスト変数を指定してください。

POL-5135 SQL文でこのデータを割り当ることはできません文でこのデータを割り当ることはできません文でこのデータを割り当ることはできません文でこのデータを割り当ることはできません
原因原因原因原因 :  アプリケーションは、SQL文の一部として LONG VARCHAR、LONG 
VARBINARYおよび REFデータをホスト変数にフェッチできません。 

処置処置処置処置 :  LONG型は、ODBCの SQLGetDataのような適切な BLOB関数を使用して
フェッチします。

POL-5137 パラメータをバインドする必要がありますパラメータをバインドする必要がありますパラメータをバインドする必要がありますパラメータをバインドする必要があります
原因原因原因原因 :  プログラムで指定されたホスト変数の数が、SQL文が必要とする入力パラメータ
の数と一致しません。

処置処置処置処置 :  ホスト変数が入力パラメータと一致しているかどうかチェックしてください。

POL-5138 列をバインドする必要があります列をバインドする必要があります列をバインドする必要があります列をバインドする必要があります
原因原因原因原因 :  プログラムで指定されたホスト変数の数が、SQL文で返される列の数と一致しま
せん。

処置処置処置処置 :  ホスト変数が SELECTリストと一致していることをチェックしてください。
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POL-5139 カーソル名が無効ですカーソル名が無効ですカーソル名が無効ですカーソル名が無効です
原因原因原因原因 :  データベースが、アプリケーションで指定された名前のカーソルを見つけられま
せんでした。

処置処置処置処置 :  カーソルがオープンされており、アプリケーションが有効な名前を持っているこ
とをチェックしてください。

POL-5140 記述子名が無効です記述子名が無効です記述子名が無効です記述子名が無効です
原因原因原因原因 :  埋込み SQLプログラムが sqlNameDesc()をコールしましたが、同じ名前の列
記述子がすでに存在しています。

処置処置処置処置 :  列に対して別の名前を選択して、SQL文を再発行してください。

POL-5141 記述子件数が無効です記述子件数が無効です記述子件数が無効です記述子件数が無効です
原因原因原因原因 :  列記述子の数が、SQL文で示されている列の数と一致しません。

処置処置処置処置 :  SQL文に構文エラーがないかチェックして、エラーがない場合は記述子の数を列
の数と一致するように変更してください。

POL-5142 記述子項目が無効です記述子項目が無効です記述子項目が無効です記述子項目が無効です
原因原因原因原因 :  内部エラーです。 データベースが、無効な記述子項目を記述するように要求され
ました。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-5143 整合性制約に違反しています整合性制約に違反しています整合性制約に違反しています整合性制約に違反しています
原因原因原因原因 :  SQL文が実行時に整合性制約に違反しました。

処置処置処置処置 :  アクションは必要ありません。 影響を受けた行は、以前の状態にロールバックさ
れます。

POL-5144 データを挿入できませんデータを挿入できませんデータを挿入できませんデータを挿入できません
原因原因原因原因 :  データベースが、DATE、TIME、TIMESTAMP、LONG VARCHARまたは
LONG VARBINARY列に直接データを挿入しようとしました。 

処置処置処置処置 :  日付または時刻の値は TO_DATE()を使用して変換し、BLOBデータは ODBC関
数 SQLPutData()を使用して挿入してください。
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POL-5145 削除は制限されています削除は制限されています削除は制限されています削除は制限されています
原因原因原因原因 :  依存オブジェクトと RESTRICT制約が存在するため、データベースは DELETE
操作を実行できません。

処置処置処置処置 :  依存オブジェクトを削除し、DELETE文を再発行してください。

POL-5146 文ハンドルが無効です文ハンドルが無効です文ハンドルが無効です文ハンドルが無効です
原因原因原因原因 :  埋込み SQLプログラムで、無効な文ハンドルまたは名前が指定されました。

処置処置処置処置 :  プログラムにエラーがないかチェックしてください。

POL-5147 この機能はサポートされていませんこの機能はサポートされていませんこの機能はサポートされていませんこの機能はサポートされていません
原因原因原因原因 :  Oracle Liteがまだ使用していない機能または関数を、SQL文で使用しようとしま
した。

処置処置処置処置 :  文を書き直して、サポートされていない機能または関数へのコールを削除してく
ださい。

POL-5148 カタログが見つかりませんでしたカタログが見つかりませんでしたカタログが見つかりませんでしたカタログが見つかりませんでした
原因原因原因原因 :  カレント・ディレクトリに存在しないカタログを SQL文が参照しました。

処置処置処置処置 :  データベースに接続するために使用している ODBCデータ・ソース名で指定さ
れたディレクトリに、参照データベース・ファイルをコピーしてください。

POL-5149 指定されたスキーマ名はすでに存在しています指定されたスキーマ名はすでに存在しています指定されたスキーマ名はすでに存在しています指定されたスキーマ名はすでに存在しています
原因原因原因原因 :  CREATE SCHEMA文の実行中に、データベースが同じ名前のスキーマを見つけ
ました。

処置処置処置処置 :  古いスキーマで DELETE CASCADEを実行するか、または新しいスキーマに別
の名前を指定してください。

POL-5150 アクセス違反ですアクセス違反ですアクセス違反ですアクセス違反です
原因原因原因原因 :  プログラムがデータベースのシステム表にアクセスしようとしました。

処置処置処置処置 :  プログラムにエラーがないかチェックして、データベース・システム表へのコー
ルを削除してください。

POL-5151 カタログはすでに定義されていますカタログはすでに定義されていますカタログはすでに定義されていますカタログはすでに定義されています
原因原因原因原因 :  すでに存在するカタログを SQL文が参照しました。

処置処置処置処置 :  CREATE DATABASEを使用している場合は、異なる名前を作成してください。 
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POL-5152 スキーマが見つかりませんスキーマが見つかりませんスキーマが見つかりませんスキーマが見つかりません
原因原因原因原因 :  データベースは、現行カタログに指定されたスキーマ名を見つけられませんでし
た。

処置処置処置処置 :  CREATE SCHEMAを使用して、カタログにスキーマ名を作成します。

POL-5153 索引はすでに存在します索引はすでに存在します索引はすでに存在します索引はすでに存在します
原因原因原因原因 :  すでに存在する索引を CREATE INDEX文で作成しようとしました。

処置処置処置処置 :  このエラーを無視して既存の索引を使用することも、あるいは既存の索引を削除
して再度作成することもできます。

POL-5154 権限付与は拒否されました権限付与は拒否されました権限付与は拒否されました権限付与は拒否されました
原因原因原因原因 :  カレント・スキーマは、他のスキーマに権限を付与するのに必要な許可を持って
いません。

処置処置処置処置 :  Oracle Liteは権限を施行しないため、アクションは必要ありません。

POL-5155 カーソルはスクロールできませんカーソルはスクロールできませんカーソルはスクロールできませんカーソルはスクロールできません
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-5156 カーソルは読込み専用ですカーソルは読込み専用ですカーソルは読込み専用ですカーソルは読込み専用です
原因原因原因原因 :  プログラムは、SELECTカーソルで位置を指定することによりカーソルを更新ま
たは削除しようとしました。

処置処置処置処置 :  SELECT文で指定されているカーソルの名前をチェックして、文を再発行してく
ださい。

POL-5157 コールバック関数のエラーですコールバック関数のエラーですコールバック関数のエラーですコールバック関数のエラーです
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-5158 順序に対する順序に対する順序に対する順序に対する INCREMENT BYエラーですエラーですエラーですエラーです
原因原因原因原因 :  順序の増分値がゼロに設定されています。

処置処置処置処置 :  SEQUENCEを再作成してください。
メッセージ 1-37



POL 5000～ 5260 SQL実行メッセージ
POL-5159 順序の順序の順序の順序の CURRVALが無効ですが無効ですが無効ですが無効です
原因原因原因原因 :  新しい順序を作成した後で、プログラムが CURRVAL値にアクセスできるよう
になるためには、あらかじめ順序の NEXTVAL値をフェッチしておく必要があります。

処置処置処置処置 :  NEXTVALを取得してから CURRVALを取得してください。

POL-5160 順序の順序の順序の順序の MINVALUEは、は、は、は、MAXVALUEより小さくする必要がありますより小さくする必要がありますより小さくする必要がありますより小さくする必要があります
原因原因原因原因 :  順序を作成または変更するとき、INCREMENT BYが正の場合は、MINVALUE
をMAXVALUEより小さくする必要があります。 INCREMENT BYが負の場合は、
MAXVALUEをMINVALUEより小さくする必要があります。

処置処置処置処置 :  CREATE SEQUENCE文の引数にエラーがないかチェックして、文を再発行して
ください。

POL-5161 順序の開始値は順序の開始値は順序の開始値は順序の開始値は MINVALUEとととと MAXVALUEの間にしてくださいの間にしてくださいの間にしてくださいの間にしてください
原因原因原因原因 :  順序を作成または変更するとき、順序の開始値はMINVALUEとMAXVALUE
の間の値にする必要があります。

処置処置処置処置 :  CREATE SEQUENCE文の引数にエラーがないかチェックして、文を再発行して
ください。

POL-5162 NEXTVALが順序のが順序のが順序のが順序の MAXVALUEを超えましたを超えましたを超えましたを超えました
原因原因原因原因 :  順序がMAXVALUEに達しましたが、これを超えることはできません。

処置処置処置処置 :  ALTER SEQUENCEを実行して、MAXVALUEを増やしてください。

POL-5163 NEXTVALが順序のが順序のが順序のが順序の MINVALUEを超えましたを超えましたを超えましたを超えました
原因原因原因原因 :  降順の順序がMINVALUEに達したため、これ以上減少することはできません。

処置処置処置処置 :  ALTER SEQUENCEを実行してMINVALUEを減らしてください。

POL-5164 順序が存在しません順序が存在しません順序が存在しません順序が存在しません
原因原因原因原因 :  存在しない順序を SQL文が参照しました。

処置処置処置処置 :  順序を作成してから、SQL文を再発行してください。

POL-5165 最後の列を削除することはできません最後の列を削除することはできません最後の列を削除することはできません最後の列を削除することはできません
原因原因原因原因 :  ALTER TABLE...DROP COLUMN文で、表内のただ 1つの列を削除しようとし
ました。

処置処置処置処置 :  かわりに表を DROPしてください。
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POL-5166 ビューが存在しませんビューが存在しませんビューが存在しませんビューが存在しません
原因原因原因原因 :  存在しないビューを SQL文が参照しました。

処置処置処置処置 :  CREATE VIEWを使用してビューを作成してから、SQL文を再発行してくださ
い。

POL-5167 索引が存在しません索引が存在しません索引が存在しません索引が存在しません
原因原因原因原因 :  存在しない索引の名前を DROP INDEX文が指定しました。

処置処置処置処置 :  索引名をチェックして、SQL文を再発行してください。

POL-5168 削除するシノニムが存在しません削除するシノニムが存在しません削除するシノニムが存在しません削除するシノニムが存在しません
原因原因原因原因 :  存在しないシノニムを DROP SYNONYM文が参照しました。

処置処置処置処置 :  シノニム名をチェックして、SQL文を再発行してください。

POL-5169 シノニムの変換はもはや有効ではありませんシノニムの変換はもはや有効ではありませんシノニムの変換はもはや有効ではありませんシノニムの変換はもはや有効ではありません
原因原因原因原因 :  他の SQL文の結果として表、ビューまたは順序が削除され、オブジェクトに存
在していたシノニムがもうありません。

処置処置処置処置 :  シノニムを DROPするか、または参照するオブジェクトを再作成してください。

POL-5170 オブジェクトと同じ名前のシノニムは作成できませんオブジェクトと同じ名前のシノニムは作成できませんオブジェクトと同じ名前のシノニムは作成できませんオブジェクトと同じ名前のシノニムは作成できません
原因原因原因原因 :  CREATE SYNONYM文で、ターゲットと同じ名前をシノニムに指定しようとし
ました。

処置処置処置処置 :  シノニムに他の名前を選択してください。

POL-5171 CONNECT BYの深さがの深さがの深さがの深さが 32レベルを超えましたレベルを超えましたレベルを超えましたレベルを超えました
原因原因原因原因 :  CONNECT BYをコールしている階層型の結合 SELECT文が再帰的になっている
可能性があります。 階層型の結合は 32レベルを超えてはいけません。

処置処置処置処置 :  SQL文が自分自身にループ・バックできないようにしてください。

POL-5172 重複したシノニムが存在します重複したシノニムが存在します重複したシノニムが存在します重複したシノニムが存在します
原因原因原因原因 :  CREATE SYNONYM文で同じ名前のシノニムが見つかりました。

処置処置処置処置 :  シノニムに別の名前を選択して、SQL文を再発行してください。
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POL-5173 条件番号が無効です条件番号が無効です条件番号が無効です条件番号が無効です
原因原因原因原因 :  埋込み SQLプログラムが、存在しない診断の条件を読み込もうとしました。

処置処置処置処置 :  sqlGetDiagCondPtr()へのコールに構文エラーがないかチェックしてくださ
い。

POL-5174 接続が存在しません接続が存在しません接続が存在しません接続が存在しません
原因原因原因原因 :  データベース接続が存在しないところでプログラムがデータベース接続をオープ
ンまたはクローズしようとしました。

処置処置処置処置 :  いったん終了し、接続し直してください。 製品が正しくインストールされている
にもかかわらず、エラーが引き続き発生する場合は、オラクル社カスタマ・サポート・
センターにご連絡ください。

POL-5175 トランザクション状態が無効ですトランザクション状態が無効ですトランザクション状態が無効ですトランザクション状態が無効です
原因原因原因原因 :  トランザクションがアクティブであるときに、プログラムが切断しようとしまし
た。

処置処置処置処置 :  実行中のトランザクションを COMMITまたは ROLLBACKしてから切断してく
ださい。

POL-5176 接続名はすでに使われています接続名はすでに使われています接続名はすでに使われています接続名はすでに使われています
原因原因原因原因 :  接続がカタログの名前を使用しています。これは同じ名前のカタログがすでに
オープンされていることを示しています。

処置処置処置処置 :  既存の接続を使用するか、またはクローズしてください。

POL-5177 索引内の列が多すぎます索引内の列が多すぎます索引内の列が多すぎます索引内の列が多すぎます
原因原因原因原因 :  索引または表の主キーには、最大 16の列を加えることができます。

処置処置処置処置 :  索引内の列の数を減らしてください。

POL-5178 オブジェクト名が重複していますオブジェクト名が重複していますオブジェクト名が重複していますオブジェクト名が重複しています
原因原因原因原因 :  プログラムで、すでに存在する名前のオブジェクトを作成しようとしました。

処置処置処置処置 :  他の名前を選択してください。

POL-5179 主キーは主キーは主キーは主キーは 1つしか許されませんつしか許されませんつしか許されませんつしか許されません
原因原因原因原因 :  表には 1つの主キーしか含められません。 

処置処置処置処置 :  適切な主キーで表を再作成してください。
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POL-5180 指定された主キーがありません指定された主キーがありません指定された主キーがありません指定された主キーがありません
原因原因原因原因 :  主キーが存在しないところで ALTER TABLE文が主キーを削除しようとしまし
た。

処置処置処置処置 :  主キーが存在することをチェックするか、または ALTER TABLE文を修正してく
ださい。

POL-5181 指定された一意キーがありません指定された一意キーがありません指定された一意キーがありません指定された一意キーがありません
原因原因原因原因 :  UNIQUE制約が存在しないところで ALTER TABLE文が UNIQUE制約を削除し
ようとしました。

処置処置処置処置 :  UNIQUE制約が存在することをチェックするか、または ALTER TABLE文を修
正してください。

POL-5182 指定された制約がありません指定された制約がありません指定された制約がありません指定された制約がありません
原因原因原因原因 :  名前付き制約が存在しないところで ALTER TABLE文が名前付き制約を削除しよ
うとしました。

処置処置処置処置 :  制約が存在することをチェックするか、または構文エラーのある ALTER TABLE
文を修正してください。

POL-5183 NOT NULL制約を削除できません制約を削除できません制約を削除できません制約を削除できません
原因原因原因原因 :  ALTER TABLE文で、NOT NULL制約を削除しようとしました。

処置処置処置処置 :  表を NOT NULL制約なしで再作成する必要があります。

POL-5184 読込み専用スナップショット表は変更できません読込み専用スナップショット表は変更できません読込み専用スナップショット表は変更できません読込み専用スナップショット表は変更できません
原因原因原因原因 :  ローカル・ユーザーは、読込み専用スナップショット表を変更できません。

処置処置処置処置 :  スナップショットを変更しないようにアプリケーションを修正してください。

POL-5185 CONNECT BYで結合を確立できませんでしたで結合を確立できませんでしたで結合を確立できませんでしたで結合を確立できませんでした
原因原因原因原因 :  階層型の結合を含む SQL文で、他の表と結合しようとしました。

処置処置処置処置 :  結合を確立する目的で CONNECT BYを使用しないでください。

POL-5186 現行スキーマを削除できません現行スキーマを削除できません現行スキーマを削除できません現行スキーマを削除できません
原因原因原因原因 :  データベースは、現在使用中のスキーマの削除からユーザーを保護しています。

処置処置処置処置 :  別のユーザーとしてログインして、スキーマを削除してください。
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POL-5187 SYSTEMを削除できませんを削除できませんを削除できませんを削除できません
原因原因原因原因 :  SYSTEMスキーマは、削除から保護されています。

処置処置処置処置 :  アクションは必要ありません。 SYSTEMスキーマを削除しようとしないでくださ
い。

POL-5188 リフレッシュ中はスナップショット表を変更できませんリフレッシュ中はスナップショット表を変更できませんリフレッシュ中はスナップショット表を変更できませんリフレッシュ中はスナップショット表を変更できません
原因原因原因原因 :  おそらく時間のかかるトランザクションの一部として、スナップショット表がリ
フレッシュされています。リフレッシュ・サイクルが完了するか異常終了するまでは、
変更できません。

処置処置処置処置 :  切断して、必要に応じてリフレッシュ操作を異常終了してください。

POL-5189 索引はベース表に対してのみ作成できます索引はベース表に対してのみ作成できます索引はベース表に対してのみ作成できます索引はベース表に対してのみ作成できます
原因原因原因原因 :  ユーザーがビューまたは順序に対して索引を作成しようとしました。

処置処置処置処置 :  アクションは必要ありません。 索引はベース表に対してのみ作成してください。 

POL-5190 user.table.column、、、、table.columnまたはまたはまたはまたは columnの指定が無効ですの指定が無効ですの指定が無効ですの指定が無効です
原因原因原因原因 :  SQL文で指定された列が見つかりません。

処置処置処置処置 :  列、表およびユーザー /スキーマが存在することをチェックしてください。

POL-5191 トリガーが存在しませんトリガーが存在しませんトリガーが存在しませんトリガーが存在しません
原因原因原因原因 :  削除するために指定されたトリガーを DROP TRIGGER文で見つけられませんで
した。

処置処置処置処置 :  名前をチェックして、SQL文を再発行してください。

POL-5192 トリガーはすでに存在していますトリガーはすでに存在していますトリガーはすでに存在していますトリガーはすでに存在しています
原因原因原因原因 :  CREATE TRIGGER文で、同じ名前のトリガーがすでに存在していることがわか
りました。

処置処置処置処置 :  SQL文の構文エラーをチェックして、SQL文を再発行してください。 または、重
複したトリガーを削除して、SQL文を再発行してください。

POL-5193 引数の数が一致していません引数の数が一致していません引数の数が一致していません引数の数が一致していません
原因原因原因原因 :  ストアド・プロシージャ・コールにおける引数の数が、プロシージャで期待され
る引数の数と一致していません。

処置処置処置処置 :  SQL文の構文エラーをチェックして、コールを再発行してください。
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POL-5194 オープンしている文ハンドルが多すぎます（最大でオープンしている文ハンドルが多すぎます（最大でオープンしている文ハンドルが多すぎます（最大でオープンしている文ハンドルが多すぎます（最大で 128までです）までです）までです）までです）
原因原因原因原因 :  アクティブな SQL文が多すぎます。

処置処置処置処置 :  プログラムで各 SQL文ハンドルを使用した後、クローズしてください。

POL-5195 内部エラー内部エラー内部エラー内部エラー : BLOBがががが NULLですですですです
原因原因原因原因 :  BLOBオブジェクトが作成されていません。

処置処置処置処置 :  これは内部エラーです。 オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡くだ
さい。

POL-5196 内部エラー内部エラー内部エラー内部エラー : BLOB作成が無効です作成が無効です作成が無効です作成が無効です
原因原因原因原因 :  BLOBオブジェクトの無効な作成をしようとしました。

処置処置処置処置 :  これは内部エラーです。 オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡くだ
さい。

POL-5197 セーブポイントが存在しませんセーブポイントが存在しませんセーブポイントが存在しませんセーブポイントが存在しません
原因原因原因原因 :  REMOVEまたは ROLLBACK文でセーブポイント名を見つけられませんでした。

処置処置処置処置 :  名前をチェックして、SQL文を再発行してください。

POL-5198 セーブポイント名が重複していますセーブポイント名が重複していますセーブポイント名が重複していますセーブポイント名が重複しています
原因原因原因原因 :  SAVEPOINT文で、同じ名前のセーブポイントがすでに存在していることがわか
りました。

処置処置処置処置 :  SQL文でセーブポイント名が重複していないかチェックして、SQL文を再発行
してください。

POL-5199 現在の分離レベルではカーソル型が無効です現在の分離レベルではカーソル型が無効です現在の分離レベルではカーソル型が無効です現在の分離レベルではカーソル型が無効です
原因原因原因原因 :  このカーソル型は現在の分離レベルでは使用できません。

処置処置処置処置 :  カーソル型をチェックして異なるカーソル型を再度割り当ててください。

POL-5201 表名が重複しています表名が重複しています表名が重複しています表名が重複しています
原因原因原因原因 :  CREATE TABLE文で、すでに存在する表名を参照しました。

処置処置処置処置 :  古い表を削除するか、またはエラーを無視してください。
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POL-5202 列名が重複しています列名が重複しています列名が重複しています列名が重複しています
原因原因原因原因 :  CREATEまたは INSERT文で列名が 2回指定されました。 列名は、表、ビューま
たはクラスタ内で一意である必要があります。 

処置処置処置処置 :  CREATE文では、列名の 1つを新しい一意な列名に変更してください。 INSERT
文では、重複した名前の一方を削除してください。

POL-5203 スキーマ名が無効ですスキーマ名が無効ですスキーマ名が無効ですスキーマ名が無効です
原因原因原因原因 :  スキーマ名を認識できないか、またはそのユーザーとして接続していないときに
スキーマを使用しようとしました。

処置処置処置処置 :  スキーマ名を認識できないことが原因の場合は、既存のスキーマを使用してくだ
さい。 間違ったユーザー名による接続が原因の場合は、切断して正しいユーザー名で接
続し直してください。

POL-5204 表が見つかりません表が見つかりません表が見つかりません表が見つかりません
原因原因原因原因 :  SQL文で無効な表名が参照されました。

処置処置処置処置 :  表名をチェックして、SQL文を再発行してください。

POL-5205 列が見つかりません列が見つかりません列が見つかりません列が見つかりません
原因原因原因原因 :  SQL文で無効な列名が参照されました。

処置処置処置処置 :  列名をチェックして、SQL文を再発行してください。

POL-5206 別名が無効です別名が無効です別名が無効です別名が無効です
原因原因原因原因 :  SELECT文で、結果の列の 1つに無効な別名が指定されていました。

処置処置処置処置 :  別名は、単一語の正しいオブジェクト名とするか、または二重引用符で囲む必要
があります。

POL-5207 INSERT VALUESが列と一致しませんが列と一致しませんが列と一致しませんが列と一致しません
原因原因原因原因 :  INSERT...VALUES文で、すべての列に十分な値が指定されていないか、または
指定された値が多すぎます。

処置処置処置処置 :  表定義を参照して、デフォルトが定義されていないすべての列に値を指定してく
ださい。
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POL-5208 ビュー列の数が定義と一致しませんビュー列の数が定義と一致しませんビュー列の数が定義と一致しませんビュー列の数が定義と一致しません
原因原因原因原因 :  CREATE VIEW文で指定されたビュー列の数が、ビューを定義している SELECT
文で指定された列の数と一致しません。

処置処置処置処置 :  CREATE VIEW文で指定されたビュー列の数が、SELECT文で指定された数と一
致するようにしてください。

POL-5209 CHARまたはまたはまたはまたは VARCHAR列のサイズが最大値を超えました列のサイズが最大値を超えました列のサイズが最大値を超えました列のサイズが最大値を超えました
原因原因原因原因 :  CHARまたは VARCHAR列の最大長は 2048バイトです。

処置処置処置処置 :  列定義をチェックして、長さが 2048バイトを超えないようにしてください。

POL-5210 精度値のエラーが発生しました精度値のエラーが発生しました精度値のエラーが発生しました精度値のエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  数値の最大精度は 38桁です。

処置処置処置処置 :  NUMBER列定義にエラーがないかチェックしてください。

POL-5211 スケール値のエラーが発生しましたスケール値のエラーが発生しましたスケール値のエラーが発生しましたスケール値のエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  数値列の最大スケールは、精度より小さくする必要があります。

処置処置処置処置 :  NUMBER列定義を変更して、スケールが精度より小さくなるようにしてくださ
い。

POL-5212 データ型が列の型と一致しませんデータ型が列の型と一致しませんデータ型が列の型と一致しませんデータ型が列の型と一致しません
原因原因原因原因 :  リテラルまたは式のデータ型が、挿入先の列のデータ型と一致しません。

処置処置処置処置 :  TO_CHAR、TO_NUMBER、TO_DATEまたは CAST関数を使用して、式を正し
いデータ型に変換してから、データを列に挿入してください。

POL-5213 指定されたデータ型が比較可能ではありません指定されたデータ型が比較可能ではありません指定されたデータ型が比較可能ではありません指定されたデータ型が比較可能ではありません
原因原因原因原因 :  リテラルまたは式のデータ型が、比較しようとしている列のデータ型と一致しま
せん。

処置処置処置処置 :  TO_CHAR、TO_NUMBER、TO_DATEまたは CAST関数を使用して式を正しい
データ型に変換してから、再度比較してください。

POL-5214 マーカー・データ型を判断できませんマーカー・データ型を判断できませんマーカー・データ型を判断できませんマーカー・データ型を判断できません
原因原因原因原因 :  パラメータのデータ型を構文から判断できませんでした。

処置処置処置処置 :  SQL文に構文エラーがないかチェックしてください。
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POL-5215 オペランドのデータ型が正しくありませんオペランドのデータ型が正しくありませんオペランドのデータ型が正しくありませんオペランドのデータ型が正しくありません
原因原因原因原因 :  式で非互換のデータ型を混ぜて使用しています。たとえば、文字値を数式に加え
ようとしている場合などです。

処置処置処置処置 :  式にエラーがないかチェックしてください。

POL-5216 間隔値のエラーです間隔値のエラーです間隔値のエラーです間隔値のエラーです
原因原因原因原因 :  間隔の計算の結果、無効な値となりました。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。 

POL-5217 間隔修飾子が指定されていません間隔修飾子が指定されていません間隔修飾子が指定されていません間隔修飾子が指定されていません
原因原因原因原因 :  間隔式が完全には修飾されていません。

処置処置処置処置 :  間隔式の構文については、SQL-92の仕様を参照してください。

POL-5218 この機能はサポートされていませんこの機能はサポートされていませんこの機能はサポートされていませんこの機能はサポートされていません
原因原因原因原因 :  Oracle Liteで解析可能な機能が認識されましたが、実行できません。

処置処置処置処置 :  ここではこの機能を使用しないでください。

POL-5219 このデータはキャストできませんこのデータはキャストできませんこのデータはキャストできませんこのデータはキャストできません
原因原因原因原因 :  入力データ型を、指定された出力データ型に変換できません。

処置処置処置処置 :  SQL文の構文をチェックして、入力データ型を修正してください。

POL-5220 外部キーのエラーです外部キーのエラーです外部キーのエラーです外部キーのエラーです
原因原因原因原因 :  宣言内のエラーのため、Oracle Liteは外部キー参照を追加できませんでした。 参
照表が存在しないか、表に一意キーがないかのいずれかです。 

処置処置処置処置 :  参照表が存在しており、さらに一意キーを持っていることをチェックしてくださ
い。 

POL-5221 表を更新できません表を更新できません表を更新できません表を更新できません
原因原因原因原因 :  指定された表には更新できる列がありません。

処置処置処置処置 :  これはエラーではありません。
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POL-5222 マーカー位置のエラーですマーカー位置のエラーですマーカー位置のエラーですマーカー位置のエラーです
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-5223 ここでは副問合せはサポートされませんここでは副問合せはサポートされませんここでは副問合せはサポートされませんここでは副問合せはサポートされません
原因原因原因原因 :  一部の SQL文では副問合せは許されていません。

処置処置処置処置 :  SQL文を書き直して、副問合せを取り除いてください。

POL-5224 集計関数のエラーです集計関数のエラーです集計関数のエラーです集計関数のエラーです
原因原因原因原因 :  GROUP BYはWHERE句では許されません。また一部の列が GROUP BY操作で
は無効です。

処置処置処置処置 :  SQL文の GROUP BY句をチェックして、文を再発行してください。

POL-5225 GROUP BYエラーですエラーですエラーですエラーです
原因原因原因原因 :  データベースが、GROUP BY SQL文で構文エラーを検出しました。

処置処置処置処置 :  SQL文のエラーをチェックして、再発行してください。

POL-5226 CASE文のエラーです文のエラーです文のエラーです文のエラーです
原因原因原因原因 :  SQL文に無効な CASE構文が含まれています。

処置処置処置処置 :  文をチェックしてやり直してください。

POL-5227 UNION文のエラーです文のエラーです文のエラーです文のエラーです
原因原因原因原因 :  SQL文に UNIONまたはMINUS演算子の無効な構文が含まれています。

処置処置処置処置 :  文をチェックしてやり直してください。

POL-5228 構文エラーです構文エラーです構文エラーです構文エラーです
原因原因原因原因 :  SQL文に構文エラーがあります。

処置処置処置処置 :  文の綴りの間違いやカッコの不足などを調べて、再発行してください。 文の種類
ごとの正しい構文については、SQLオンライン・ヘルプを参照してください。

POL-5229 OUTER JOIN文のエラーです文のエラーです文のエラーです文のエラーです
原因原因原因原因 :  SQL文の外部結合に無効な構文が含まれています。

処置処置処置処置 :  文をチェックしてやり直してください。
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POL-5230 データベース・サイズが無効ですデータベース・サイズが無効ですデータベース・サイズが無効ですデータベース・サイズが無効です
原因原因原因原因 :  CREATE DATABASE文に、無効なデータベース・サイズ・パラメータが含まれ
ています。

処置処置処置処置 :  パラメータにエラーがないかチェックして、SQL文を再発行してください。 有効
なパラメータ値については、SQLオンライン・ヘルプを参照してください。

POL-5231 エクステント・サイズが無効ですエクステント・サイズが無効ですエクステント・サイズが無効ですエクステント・サイズが無効です
原因原因原因原因 :  CREATE DATABASE文に、無効なエクステント・サイズ・パラメータが含まれ
ています。

処置処置処置処置 :  パラメータにエラーがないかチェックして、SQL文を再発行してください。 有効
なパラメータ値については、SQLオンライン・ヘルプを参照してください。

POL-5232 データベースデータベースデータベースデータベース IDが範囲外ですが範囲外ですが範囲外ですが範囲外です
原因原因原因原因 :  CREATE DATABASE文に無効なデータベース IDが含まれています。

処置処置処置処置 :  パラメータにエラーがないかチェックして、SQL文を再発行してください。 有効
なパラメータ値については、SQLオンライン・ヘルプを参照してください。

POL-5233 ここでは順序は許されませんここでは順序は許されませんここでは順序は許されませんここでは順序は許されません
原因原因原因原因 :  FROMリスト内で順序を参照しようとしましたが、これは許されていません。 順
序は SELECTリスト内でのみ参照できます。 

処置処置処置処置 :  文の構文をチェックして、参照を修正し、やり直してください。 

POL-5234 単一グループの単一グループの単一グループの単一グループの GROUP BY関数ではありません関数ではありません関数ではありません関数ではありません
原因原因原因原因 :  SELECTリストは、個別の列の式が GROUP BY句に含まれていない限り、AVG、
COUNT、MAX、MIN、SUM、STDDEV、VARIANCEなどのグループ関数と、個別の
列の式の両方を含むことはできません。 

処置処置処置処置 :  SELECTリストからグループ関数または個別の列の式を削除するか、あるいは個
別の列の式すべてをリストする GROUP BY句を追加してください。

POL-5235 GROUP BY式ではありません式ではありません式ではありません式ではありません
原因原因原因原因 :  GROUP BY句に、SELECT句のすべての式は含まれていません。 グループ関数に
含まれていない SELECT式は、GROUP BY句にリストする必要があります。 グループ関
数は、 AVG、COUNT、MAX、MIN、SUM、STDDEVおよび VARIANCEです。

処置処置処置処置 :  グループ関数の引数ではないすべての SELECT式を GROUP BY句に含めてくだ
さい。
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POL-5236 プロシージャの戻り型はサポートされていませんプロシージャの戻り型はサポートされていませんプロシージャの戻り型はサポートされていませんプロシージャの戻り型はサポートされていません
原因原因原因原因 :  SQL文に、不明な Javaプロシージャ型への参照が含まれています。

処置処置処置処置 :  ストアド・プロシージャは、SQLデータ型を返す必要があります。 プロシージャ
定義をチェックしてください。

POL-5237 列が多すぎます（最大で列が多すぎます（最大で列が多すぎます（最大で列が多すぎます（最大で 1000までです）までです）までです）までです）
原因原因原因原因 :  CREATE TABLE文の列が多すぎます。

処置処置処置処置 :  表内の列の数を減らしてください。

POL-5238 トリガー・アクションが無効ですトリガー・アクションが無効ですトリガー・アクションが無効ですトリガー・アクションが無効です
原因原因原因原因 :  ON DELETEの次のキーワードが無効です。

処置処置処置処置 :  キーワードの綴りを CASCADEに修正してください。

POL-5239 テーブル削除のオプションが無効ですテーブル削除のオプションが無効ですテーブル削除のオプションが無効ですテーブル削除のオプションが無効です
原因原因原因原因 :  表やビューを削除する場合は、CASCADEか RESTRICTしか指定できません。

処置処置処置処置 :  DROP文の構文を修正してください。

POL-5240 星印が使えるのは星印が使えるのは星印が使えるのは星印が使えるのは COUNT関数だけです関数だけです関数だけです関数だけです
原因原因原因原因 :  アスタリスクを引数として使用できるのは COUNT ()関数だけです。

処置処置処置処置 :  SQL関数への引数を修正してください。

POL-5241 関数への引数の数が正しくありません関数への引数の数が正しくありません関数への引数の数が正しくありません関数への引数の数が正しくありません
原因原因原因原因 :  SQL関数を、正しい数の引数を指定せずに使用しました。

処置処置処置処置 :  文の中のすべての SQL関数の引数をチェックしてください。

POL-5242 ODBC関数のエスケープ・シーケンスが見つかりません関数のエスケープ・シーケンスが見つかりません関数のエスケープ・シーケンスが見つかりません関数のエスケープ・シーケンスが見つかりません
原因原因原因原因 :  ODBC関数名を、中カッコ {fn X}なしで使用しました。

処置処置処置処置 :  中カッコ {fn X}を使用してください。

POL-5243 シーケンス・キーワードの綴りが間違っていますシーケンス・キーワードの綴りが間違っていますシーケンス・キーワードの綴りが間違っていますシーケンス・キーワードの綴りが間違っています
原因原因原因原因 :  CREATE SEQUENCEまたは ALTER SEQUENCEキーワードの綴りが間違って
いるか、無効なシーケンスです。

処置処置処置処置 :  キーワードの綴りを修正してください。
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POL-5244 結合式の中で非結合条件が使用されています結合式の中で非結合条件が使用されています結合式の中で非結合条件が使用されています結合式の中で非結合条件が使用されています
原因原因原因原因 :  外部結合条件で列または有効な比較演算子を指定していません。

処置処置処置処置 :  SQL文を修正してください。

POL-5245 式は式は式は式は GROUP BY列では許されません列では許されません列では許されません列では許されません
原因原因原因原因 :  問合せの GROUP BY句に式が含まれています。 許されているのは列名参照だけ
です。

処置処置処置処置 :  問合せを変更するか、ビューを使用してください。

POL-5246 ユーザーが存在しませんユーザーが存在しませんユーザーが存在しませんユーザーが存在しません
原因原因原因原因 :  無効なユーザー名でデータベースに接続しようとしました。

処置処置処置処置 :  正しいユーザー名を使用していることを確認してください。

POL-5247 複数の行が返されました複数の行が返されました複数の行が返されました複数の行が返されました
原因原因原因原因 :  単一行の副問合せで複数の行が返されています。

処置処置処置処置 :  副問合せで返される行が最大 1行になるように、問合せを修正してください。

POL-5248 無効なゼロ長識別子です無効なゼロ長識別子です無効なゼロ長識別子です無効なゼロ長識別子です
原因原因原因原因 :   識別子には、長さがゼロの文字列を取らないものがあります。

処置処置処置処置 :   長さがゼロではない文字列を指定してください。

POL-5249 重複したプロシージャ重複したプロシージャ重複したプロシージャ重複したプロシージャ /ファンクション名ですファンクション名ですファンクション名ですファンクション名です
原因原因原因原因 :  CREATE PROCEDURE/FUNCTION文で、同じ名前のプロシージャ /ファンク
ションがすでに存在していることがわかりました。

処置処置処置処置 :  SQL文でプロシージャ /ファンクションの名前が重複していないかチェックし
て、SQL文を再発行してください。 

POL-5250 プロシージャまたはファンクションが存在しませんプロシージャまたはファンクションが存在しませんプロシージャまたはファンクションが存在しませんプロシージャまたはファンクションが存在しません
原因原因原因原因 :  存在しないプロシージャ /ファンクションを SQL文が参照しました。 

処置処置処置処置 :  CREATE PROCEDURE/FUNCTIONを使用してプロシージャ /ファンクション
を作成してから、SQL文を再発行してください。 
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POL-5251 式のデータ型は対応する式と同一である必要があります式のデータ型は対応する式と同一である必要があります式のデータ型は対応する式と同一である必要があります式のデータ型は対応する式と同一である必要があります
原因原因原因原因 :  複数の式の対応する位置にあるデータ型が同一でありません。 文字、数値、日付
を混在させることはできません。

処置処置処置処置 :  式のデータ型をチェックしてください。  CAST変換はオプションの可能性があり
ます。

POL-5252 表のカラム数が定義と一致していません表のカラム数が定義と一致していません表のカラム数が定義と一致していません表のカラム数が定義と一致していません
原因原因原因原因 :  CREATE TABLE文で指定された表のカラム数が、その表を定義する SELECT文
で指定されたカラム数と一致していません。

処置処置処置処置 :  CREATE TABLE文で指定した表のカラム数と、SELECT文で指定したカラム数
が一致するようにしてください。

POL-5253 NOT NULL制約に違反しています制約に違反しています制約に違反しています制約に違反しています
原因原因原因原因 :  NOT NULL制約の列に、NULL値を挿入しようとしました。

処置処置処置処置 :  挿入する値をチェックするか、列の NOT NULL制約を変更して NULL値を許可
するようにしてください。

POL-5254 一時ディレクトリ（またはファイル）の作成に失敗しました一時ディレクトリ（またはファイル）の作成に失敗しました一時ディレクトリ（またはファイル）の作成に失敗しました一時ディレクトリ（またはファイル）の作成に失敗しました
原因原因原因原因 :  CREATE JAVA SOURCE AS文で一時ディレクトリ（またはファイル）の作成に
失敗しました。 

処置処置処置処置 :  ディスク領域が使用可能か、一時ディレクトリのパスが有効かあるいはアクセス
権が適当かをチェックしてください。 

POL-5255 識別子が長すぎます識別子が長すぎます識別子が長すぎます識別子が長すぎます
原因原因原因原因 :  ユーザー名識別子が 30文字を超えています。 

処置処置処置処置 :  30文字以下の識別子を使用してください。 

POL-5256 GROUP BYエラーですエラーですエラーですエラーです
原因原因原因原因 :  GROUP BY句で許されない型の列が見つかりました。

処置処置処置処置 :  列の型にエラーがないかチェックしてから、再発行してください。
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POL-5257 ROWIDは使用できませんは使用できませんは使用できませんは使用できません
原因原因原因原因 :  GROUP BY句または結合演算を含むか、問合せではない SQL文を含む問合せか
ら選択された行に対して ROWIDは使用できません。

処置処置処置処置 :  問合せを書き直すか、ROWID値を使用しないようにしてください。

POL-5258 選択リストが空です選択リストが空です選択リストが空です選択リストが空です
原因原因原因原因 :  選択リストが空か、選択リスト内の列がすべて非表示列です。

処置処置処置処置 :  問合せを書き直してください。

POL-5259 NULLに変更しようとした列は変更できませんに変更しようとした列は変更できませんに変更しようとした列は変更できませんに変更しようとした列は変更できません
原因原因原因原因 :  変更しようとした列を NULLに設定できません。

処置処置処置処置 :  アクションは必要ありません。変更しようとした列には主キー制約がある可能性
があります。

POL-5260 このこのこのこの CREATE TABLE文では列データ型は指定できません文では列データ型は指定できません文では列データ型は指定できません文では列データ型は指定できません
原因原因原因原因 :  CREATE TABLE文では、副問合せから列データ型を指定できません。

処置処置処置処置 :  列データ型を削除してください。

POL-5261 ここではビューは指定できませんここではビューは指定できませんここではビューは指定できませんここではビューは指定できません
原因原因原因原因 :  ここではビューを使用できません。

処置処置処置処置 :  ビューを使用しないでください。

POL-5262 開始順序番号は変更できません開始順序番号は変更できません開始順序番号は変更できません開始順序番号は変更できません
原因原因原因原因 :  ALTER SEQUENCE文では START WITHを指定できません。

処置処置処置処置 :  START WITHを指定しないでください。

POL-5263 MINVALUE/NOMINVALUEの指定が重複または混在していますの指定が重複または混在していますの指定が重複または混在していますの指定が重複または混在しています
原因原因原因原因 :  MINVALUE/NOMINVALUE指定が重複または混在しています。

処置処置処置処置 :  ALTER SEQUENCE構文を再確認してください。

POL-5264 MAXVALUE/NOMAXVALUEの指定が重複または混在していますの指定が重複または混在していますの指定が重複または混在していますの指定が重複または混在しています
原因原因原因原因 :  MAXVALUE/NOMAXVALUEの指定が重複または混在しています。

処置処置処置処置 :  ALTER SEQUENCE構文を再確認してください。
1-52　Oracle8i Lite メッセージ・リファレンス



POL 6000～ 6100 ODBCドライバ・メッセージ
POL-5265 既存データは変更されたデータ型に格納できません既存データは変更されたデータ型に格納できません既存データは変更されたデータ型に格納できません既存データは変更されたデータ型に格納できません
原因原因原因原因 :  既存データを変更したデータ型に格納できないので、列の精度を下げることはで
きません。

処置処置処置処置 :  ALTER TABLE MODIFY文を確認してください。

POL 6000～～～～ 6100 ODBCドライバ・メッセージドライバ・メッセージドライバ・メッセージドライバ・メッセージ
この範囲のエラーは、ODBC(Open Database Connectivity)ドライバによって検出されます。 
エラー・コードは、ODBC標準によって定義される SQL状態にともなうものです。 詳細は
『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 ソフ
トウェアで他のエラー・コードをレポートすると、ODBCドライバがレポートしたエラーを
説明するのに役立つ場合があります。 トラブル・レポートを作成する場合は、表示されたエ
ラー番号をすべて書きとめてください。

POL-6001 一般的警告です一般的警告です一般的警告です一般的警告です
原因原因原因原因 :  ドライバ固有の情報メッセージです。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。

POL-6002 切断エラーです切断エラーです切断エラーです切断エラーです
原因原因原因原因 :  切断は成功しましたが、切断中にデータベースがエラーを検出しました。 ODBC
ドライバが追加の情報メッセージを返す可能性があります。

処置処置処置処置 :  データベースを再度オープンして、データが失われていないことを確認してくだ
さい。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照し
てください。

POL-6003 データが切り捨てられましたデータが切り捨てられましたデータが切り捨てられましたデータが切り捨てられました
原因原因原因原因 :  バッファが文字列全体を返すだけの大きさを持っていないため、データベースか
らクライアントへのコピー中にデータが失われました。

処置処置処置処置 :  値全体を保持するのに十分な大きさのバッファを用意してください。 詳細は
『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6004 権限を取り消せません権限を取り消せません権限を取り消せません権限を取り消せません
原因原因原因原因 :  REVOKE PRIVILEGEコマンドが失敗しました。

処置処置処置処置 :  Oracle Liteは権限を執行しないため、アクションは必要ありません。 詳細は
『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。
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POL-6005 接続文字列属性が無効です接続文字列属性が無効です接続文字列属性が無効です接続文字列属性が無効です
原因原因原因原因 :  指定された ODBC接続文字列に無効なキーワードが含まれています。

処置処置処置処置 :  接続文字列の構文をチェックし、必要に応じて修正して再度接続を試みてくださ
い。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照して
ください。

POL-6006 行にエラーがあります行にエラーがあります行にエラーがあります行にエラーがあります
原因原因原因原因 :  1つ以上の行でエラーが発生しました。

処置処置処置処置 :  ODBCドライバが追加の情報メッセージを返す可能性があります。 詳細は
『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6007 オプション値が変更されましたオプション値が変更されましたオプション値が変更されましたオプション値が変更されました
原因原因原因原因 :  引数に指定された値は ODBCドライバでサポートされておらず、近い値に置き
換えられました。

処置処置処置処置 :  ODBCドライバが追加の情報メッセージを返す可能性があります。 詳細は
『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6008 行は更新または削除されませんでした行は更新または削除されませんでした行は更新または削除されませんでした行は更新または削除されませんでした
原因原因原因原因 :  UPDATEまたは DELETE文に対する基準に合致する行はありませんでした。

処置処置処置処置 :  行を更新または削除する場合は、エラーがないかチェックして SQL文を再発行
してください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』
を参照してください。

POL-6009 1つ以上の行が更新または削除されましたつ以上の行が更新または削除されましたつ以上の行が更新または削除されましたつ以上の行が更新または削除されました
原因原因原因原因 :  位置付け UPDATEまたは DELETE文が文または引数に含まれており、1つ以上
の行が更新または削除されました。

処置処置処置処置 :  ODBCドライバが追加の情報メッセージを返す可能性があります。 詳細は
『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6010 パラメータの数に誤りがありますパラメータの数に誤りがありますパラメータの数に誤りがありますパラメータの数に誤りがあります
原因原因原因原因 :  SQLBindParameterに指定されたパラメータの数が、SQL文のパラメータ数と
一致しません。

処置処置処置処置 :  構文エラーをチェックしてから、SQL文を再発行してください。 詳細は
『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。
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POL-6011 制約のあるデータ型属性違反です制約のあるデータ型属性違反です制約のあるデータ型属性違反です制約のあるデータ型属性違反です
原因原因原因原因 :  データ値が指定されたデータ型に変換できませんでした。 Oracle Liteでは、
LONG列に挿入しようとしてもこの結果が生じます。

処置処置処置処置 :  構文エラーがないかチェックして、文を再発行してください。 LONG列にデータ
を挿入するには SQLPutData()を使用してください。 詳細は『Microsoft ODBC プログ
ラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6012 データ・ソースに接続できませんデータ・ソースに接続できませんデータ・ソースに接続できませんデータ・ソースに接続できません
原因原因原因原因 :  ドライバはデータ・ソースとの接続を確立できませんでした。

処置処置処置処置 :  指定されたユーザー名が有効であるか確認してください。 ユーザー名を接続時に
使用するには、各 Oracle Liteデータベース・ファイルでそれぞれのユーザー名に対し
て CREATE SCHEMAを行う必要があります。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマー
ズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6013 接続が使用中です接続が使用中です接続が使用中です接続が使用中です
原因原因原因原因 :  指定された接続はすでにオープンされています。

処置処置処置処置 :  既存の接続を使用するか、またはクローズしてください。 詳細は『Microsoft 
ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6014 接続がオープンされていません接続がオープンされていません接続がオープンされていません接続がオープンされていません
原因原因原因原因 :  プログラムが、オープンしていないデータベース接続に対してクローズまたはア
クセスしようとしました。

処置処置処置処置 :  いったん終了し、接続し直してください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラ
マーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6015 データ・ソースが接続確立を拒否しましたデータ・ソースが接続確立を拒否しましたデータ・ソースが接続確立を拒否しましたデータ・ソースが接続確立を拒否しました
原因原因原因原因 :  このエラーの原因は実装固有のものです。 このエラーは、同じ DBFileIDを持つ
別のデータベース・ファイルがすでにオープンしているときに、あるデータベース・
ファイルをオープンしようとすると発生します。

処置処置処置処置 :  既存の接続を使用するか、またはクローズしてください。 他の Oracle Liteエ
ラー・コードを探して、詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK 
ガイド』を参照してください。
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POL-6016 トランザクション中の接続に失敗しましたトランザクション中の接続に失敗しましたトランザクション中の接続に失敗しましたトランザクション中の接続に失敗しました
原因原因原因原因 :  関数の実行中に接続が失敗したため、その前に要求された COMMITまたは
ROLLBACK文が完了したか判断できませんでした。

処置処置処置処置 :  更新したデータをチェックして、変更が期待どおりに行われているか確認してく
ださい。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。

POL-6017 通信リンクに障害が発生しました通信リンクに障害が発生しました通信リンクに障害が発生しました通信リンクに障害が発生しました
原因原因原因原因 :  リモート・データベースにアクセスできません。

処置処置処置処置 :  リモート・データベースが実行中であり、通信ネットワークが稼働しており、適
切なデータベース・リンクが存在していることを確認してから、操作を再度実行してく
ださい。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。

POL-6018 挿入値リストが列のリストと一致しません挿入値リストが列のリストと一致しません挿入値リストが列のリストと一致しません挿入値リストが列のリストと一致しません
原因原因原因原因 :  すべての列に対応する値が INSERT文に指定されていないか、または指定されて
いる値が多すぎます。

処置処置処置処置 :  表定義をチェックして、デフォルトが定義されていないすべての列に対して値を
指定します。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を
参照してください。

POL-6019 導出表の値の数が、列の数と一致しません導出表の値の数が、列の数と一致しません導出表の値の数が、列の数と一致しません導出表の値の数が、列の数と一致しません
原因原因原因原因 :  CREATE VIEW文に、すべての列に対応する値が指定されていないか、または指
定されている値が多すぎます。

処置処置処置処置 :  表定義をチェックして、デフォルトが定義されていないすべての列に対して値を
指定します。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を
参照してください。

POL-6020 文字列の右側が切り捨てられました文字列の右側が切り捨てられました文字列の右側が切り捨てられました文字列の右側が切り捨てられました
原因原因原因原因 :  文字列に十分なメモリーが割り当てられなかったため、切り捨てられました。

処置処置処置処置 :  文字列が切り捨てられても問題ない場合は、これはエラーではありません。 そう
でなければ、エラーをレポートしたルーチンをより大きな文字列バッファを使用して
コールしてください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガ
イド』を参照してください。
1-56　Oracle8i Lite メッセージ・リファレンス



POL 6000～ 6100 ODBCドライバ・メッセージ
POL-6021 数値が範囲外です数値が範囲外です数値が範囲外です数値が範囲外です
原因原因原因原因 :  数値が変換できなかったか、またはデータ型に対して大きすぎました。

処置処置処置処置 :  より大きなデータ型を宣言するか、より大きなバッファを割り当ててください。 
詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してく
ださい。

POL-6022 代入エラーです代入エラーです代入エラーです代入エラーです
原因原因原因原因 :  リテラルまたは式のデータ型が、挿入先の列のデータ型と一致しません。

処置処置処置処置 :  TO_CHAR、TO_NUMBER、TO_DATEまたは CAST関数を使用して、式を正し
いデータ型に変換してください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレン
ス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6023 DATE、、、、TIMEまたはまたはまたはまたは TIMESTAMPフィールドのオーバーフローですフィールドのオーバーフローですフィールドのオーバーフローですフィールドのオーバーフローです
原因原因原因原因 :  SQLStateに無効な DATE、TIMEまたは TIMESTAMPの値が含まれています。 

処置処置処置処置 :  入力値にエラーがないかチェックし、文を再発行してください。 詳細は
『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6024 ゼロによる除算が行われましたゼロによる除算が行われましたゼロによる除算が行われましたゼロによる除算が行われました
原因原因原因原因 :  SQL文に、ゼロによる除算を引き起こす算術式が含まれています。

処置処置処置処置 :  構文エラーをチェックしてから、SQL文を再発行してください。 詳細は
『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6025 文字列データの長さが一致しません文字列データの長さが一致しません文字列データの長さが一致しません文字列データの長さが一致しません
原因原因原因原因 :  文字列データに、長さバッファに指定されたものより短いデータが含まれていま
した。

処置処置処置処置 :  文字列データが期待している長さより短くてよい場合は、これはエラーではあり
ません。 エラーを起こした SQL入力文字列をチェックしてください。 詳細は『Microsoft 
ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。
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POL-6026 整合性制約に違反しています整合性制約に違反しています整合性制約に違反しています整合性制約に違反しています
原因原因原因原因 :  非 NULL列に対する SQL文のパラメータまたはリテラルの値が NULLであった
か、一意の値のみに制約されている列に対して提供された値が重複していたか、あるい
はその他の整合性制約に違反がありました。 

処置処置処置処置 :  入力文字列にエラーがないかチェックして、やり直してください。 外部キー制約
が存在する場合は、参照表に一致する値が含まれていることを確認してください。 詳細
は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してくださ
い。

POL-6027 カーソル状態が無効ですカーソル状態が無効ですカーソル状態が無効ですカーソル状態が無効です
原因原因原因原因 :  位置付け UPDATEまたは DELETEが SQL文に含まれており、カーソルが結果
集合の先頭より前か、または最後より後に置かれました。

処置処置処置処置 :  カーソルをクローズして、SQL文を再発行してください。 詳細は『Microsoft 
ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6028 トランザクション状態が無効ですトランザクション状態が無効ですトランザクション状態が無効ですトランザクション状態が無効です
原因原因原因原因 :  トランザクションがまだアクティブなうちに、プログラムが切断しようとしまし
た。

処置処置処置処置 :  終了していないトランザクションを COMMITまたは ROLLBACKしてから切断
を再発行します。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイ
ド』を参照してください。

POL-6029 許可指定が無効です許可指定が無効です許可指定が無効です許可指定が無効です
原因原因原因原因 :  接続文字列に指定されたユーザー名またはパスワードが、指定されたデータ・
ソースで定義される制限に違反しました。 

処置処置処置処置 :  ユーザー名およびパスワードをチェックしてから、接続をやり直してください。 
詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してく
ださい。

POL-6030 カーソル名が無効ですカーソル名が無効ですカーソル名が無効ですカーソル名が無効です
原因原因原因原因 :  位置付け DELETEまたは UPDATEが SQL文に含まれており、データベースは
アプリケーションで指定された名前のカーソルを見つけられませんでした。

処置処置処置処置 :  カーソルがオープンされており、アプリケーションが有効な名前を持っているこ
とをチェックしてください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & 
SDK ガイド』を参照してください。
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POL-6031 構文エラーまたはアクセス違反がありました構文エラーまたはアクセス違反がありました構文エラーまたはアクセス違反がありました構文エラーまたはアクセス違反がありました
原因原因原因原因 :  プログラムがデータベースのシステム表にアクセスしようとしたか、または SQL
文にエラーがありました。

処置処置処置処置 :  構文エラーをチェックしてから、SQL文を再発行してください。 詳細は
『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6032 カーソル名が重複していますカーソル名が重複していますカーソル名が重複していますカーソル名が重複しています
原因原因原因原因 :  指定されたカーソル名はすでに存在しています。

処置処置処置処置 :  カーソル名をチェックして、SQL文を再発行してください。 詳細は『Microsoft 
ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6033 直列化に失敗しました直列化に失敗しました直列化に失敗しました直列化に失敗しました
原因原因原因原因 :  SQL文を処理しているトランザクションが、デッドロックを避けるために終了し
ました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6034 構文エラーまたはアクセス違反がありました構文エラーまたはアクセス違反がありました構文エラーまたはアクセス違反がありました構文エラーまたはアクセス違反がありました
原因原因原因原因 :  指定された SQL文を実行する権限をユーザーが持っていなかったか、あるいは
要求された操作を実行するのに必要な行をドライバがロックできませんでした。

処置処置処置処置 :  SQL文にエラーがないかチェックしてください。 詳細は『Microsoft ODBC プロ
グラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6035 操作が異常終了しました操作が異常終了しました操作が異常終了しました操作が異常終了しました
原因原因原因原因 :  データ・ソースが取消し要求を処理できませんでした。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6036 ドライバはこの機能をサポートしていませんドライバはこの機能をサポートしていませんドライバはこの機能をサポートしていませんドライバはこの機能をサポートしていません
原因原因原因原因 :  ドライバがサポートしていない関数を実行しようとしました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。
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POL-6037 データ・ソース名が見つからず、デフォルト・ドライバも指定データ・ソース名が見つからず、デフォルト・ドライバも指定データ・ソース名が見つからず、デフォルト・ドライバも指定データ・ソース名が見つからず、デフォルト・ドライバも指定
されていませんされていませんされていませんされていません

原因原因原因原因 :  指定されたデータ・ソース名が ODBC.INIファイルまたはレジストリに見つから
ず、デフォルトのドライバも指定されていないため、あるいは ODBC.INIファイルが見
つからないため、Driver Managerはシステムのデフォルトのデータベースを使用しま
す。

処置処置処置処置 :  デフォルトのデータベースを使用しない場合は、データ・ソース名をチェックし
て接続文を再発行してください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレン
ス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6038 指定されたドライバをロードできません指定されたドライバをロードできません指定されたドライバをロードできません指定されたドライバをロードできません
原因原因原因原因 :  ODBC.INIファイルまたはレジストリ内のデータ・ソース仕様部にリストされた
ドライバ、あるいは DRIVERキーワードによって指定されたドライバが見つからなかっ
たか、他の理由によりロードできませんでした。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6039 ドライバのドライバのドライバのドライバの SQLAllocEnv()が失敗しましたが失敗しましたが失敗しましたが失敗しました
原因原因原因原因 :  SQLAllocEnv()は環境ハンドル用にメモリーを割り当てるため、他のどの ODBC
関数よりも前にコールする必要があります。 SQL文の実行中に Driver Managerがドラ
イバの SQLAllocEnv()をコールし、ドライバがエラーを返しました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。

POL-6040 ドライバのドライバのドライバのドライバの SQLAllocConnectが失敗しましたが失敗しましたが失敗しましたが失敗しました
原因原因原因原因 :  Driver Managerが SQLAllocConnect()をコールしたときにドライバがエラーを
返したため、接続ハンドル用にメモリーが割り当てられていません。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。

POL-6041 ドライバのドライバのドライバのドライバの SQLSetConnectOptionが失敗しましたが失敗しましたが失敗しましたが失敗しました
原因原因原因原因 :  Driver Managerが接続オプションを設定するドライバの SQLSetConnectOption()
をコールし、ドライバがエラーを返しました。 

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。
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POL-6042 データ・ソースまたはドライバが指定されていませんデータ・ソースまたはドライバが指定されていませんデータ・ソースまたはドライバが指定されていませんデータ・ソースまたはドライバが指定されていません - ダイアログダイアログダイアログダイアログ
は禁止されていますは禁止されていますは禁止されていますは禁止されています

原因原因原因原因 :  接続文字列にデータ・ソースまたはドライバが指定されていないため、接続を確
立できませんでした。 Driver Managerは、ダイアログ・ボックスを表示してユーザーに
入力を求めるかわりに、アプリケーションで指定された接続文字列のみをコピーしよう
としました。 

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。

POL-6043 ダイアログが失敗しましたダイアログが失敗しましたダイアログが失敗しましたダイアログが失敗しました
原因原因原因原因 :  Driver Managerが SQLデータ・ソース・ダイアログ・ボックスを表示しようと
して失敗したか、またはログイン・ダイアログ・ボックスが失敗しました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。

POL-6044 変換変換変換変換 DLLをロードできませんをロードできませんをロードできませんをロードできません
原因原因原因原因 :  指定された翻訳ファイルが存在しません。 

処置処置処置処置 :  必ず正しい翻訳ファイルを使用してください。 詳細は『Microsoft ODBC プログ
ラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。

POL-6045 指定されたデータ・ソース名が長すぎます指定されたデータ・ソース名が長すぎます指定されたデータ・ソース名が長すぎます指定されたデータ・ソース名が長すぎます
原因原因原因原因 :  DSNキーワードに対する属性値が、指定可能な最大長を超えました。

処置処置処置処置 :  短いデータ・ソース名を指定するか、入力文字列にエラーがないかチェックして
ください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参
照してください。 

POL-6046 指定されたドライバ名が長すぎます指定されたドライバ名が長すぎます指定されたドライバ名が長すぎます指定されたドライバ名が長すぎます
原因原因原因原因 :  DRIVERキーワードの属性値が 255文字を超えました。

処置処置処置処置 :  短い値を指定するか、入力文字列にエラーがないかチェックしてください。 詳細
は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してくださ
い。 
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POL-6047 DRIVERキーワードに構文エラーがありますキーワードに構文エラーがありますキーワードに構文エラーがありますキーワードに構文エラーがあります
原因原因原因原因 :  DRIVERキーワードのキーワードと値の対に構文エラーが含まれています。

処置処置処置処置 :  指定したキーワードをチェックして、詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ 
リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6048 トレース・ファイルにエラーがありますトレース・ファイルにエラーがありますトレース・ファイルにエラーがありますトレース・ファイルにエラーがあります
原因原因原因原因 :  ODBC Spyまたは ODBC Administratorを使用してトレースを使用可能にしてい
ますが、指定したファイルに Driver Managerが書き込めませんでした。

処置処置処置処置 :  トレース・ファイルへのパス名を正しく設定してください。 詳細は『Microsoft 
ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6049 ベース表またはビューがすでに存在しますベース表またはビューがすでに存在しますベース表またはビューがすでに存在しますベース表またはビューがすでに存在します
原因原因原因原因 :  CREATE TABLEまたは CREATE VIEW文を実行したときに、同じ名前の表があ
ることをデータベースが検出しました。

処置処置処置処置 :  新しい表に別の名前を選択して SQL文を再度実行するか、または既存の表を削
除してください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイ
ド』を参照してください。 

POL-6050 ベース表またはビューが見つかりませんベース表またはビューが見つかりませんベース表またはビューが見つかりませんベース表またはビューが見つかりません
原因原因原因原因 :  データベースが見つけられない表またはビューを SQL文が参照しています。

処置処置処置処置 :  SQL文のエラーをチェックし、必要に応じて表名またはビューを変更してくださ
い。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照して
ください。 

POL-6051 索引はすでに存在します索引はすでに存在します索引はすでに存在します索引はすでに存在します
原因原因原因原因 :  すでに存在する索引を CREATE INDEX文で作成しようとしました。

処置処置処置処置 :  このエラーを無視して既存の索引を使用することも、あるいは既存の索引を削除
して再度作成することもできます。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレ
ンス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6052 索引が見つかりません索引が見つかりません索引が見つかりません索引が見つかりません
原因原因原因原因 :  存在しない索引を DROP INDEX文で削除しようとしました。

処置処置処置処置 :  文にエラーがないかチェックし、詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リ
ファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 
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POL-6053 列はすでに存在します列はすでに存在します列はすでに存在します列はすでに存在します
原因原因原因原因 :  すでに表内に存在する列の名前を ALTER TABLE文で追加しようとしました。 す
べての列名は表内で一意である必要があります。 

処置処置処置処置 :  新しい列に一意の名前を指定して、文を再実行してください。 詳細は『Microsoft 
ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6054 列が見つかりません列が見つかりません列が見つかりません列が見つかりません
原因原因原因原因 :  SQL文に、少なくとも 1つの存在しない列名への参照が含まれています。 

処置処置処置処置 :  SQL文にエラーがないかチェックし、詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ 
リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6055 列にデフォルトがありません列にデフォルトがありません列にデフォルトがありません列にデフォルトがありません
原因原因原因原因 :  NOT NULL制約を持ち、かつデフォルト値を持たないそれぞれの列に対して
INSERT...VALUES文で値を指定していないか、または指定した値が多すぎます。

処置処置処置処置 :  表定義をチェックして、デフォルトが定義されていないすべての列に対して値を
指定します。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を
参照してください。 

POL-6056 一般エラーです一般エラーです一般エラーです一般エラーです
原因原因原因原因 :  ODBCのこの実装でのエラーです。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6057 メモリー割当てに失敗しましたメモリー割当てに失敗しましたメモリー割当てに失敗しましたメモリー割当てに失敗しました
原因原因原因原因 :  データベースのヒープ・メモリーまたはオブジェクト・キャッシュ・メモリーが
不足しています。

処置処置処置処置 :  アプリケーションを再起動してください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラ
マーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6058 列番号が無効です列番号が無効です列番号が無効です列番号が無効です
原因原因原因原因 :  CREATE VIEW文に指定された列名の数が、SELECT句でリストされている列の
数と対応していません。 CREATE VIEW文で列名が指定されている場合は、SELECT句
内の各列または式に対してただ 1つの名前を指定する必要があります。 

処置処置処置処置 :  SELECT句内の各列に対して 1つのビュー列名を指定します。 詳細は『Microsoft 
ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 
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POL-6059 プログラムの型が範囲外ですプログラムの型が範囲外ですプログラムの型が範囲外ですプログラムの型が範囲外です
原因原因原因原因 :  引数で指定された値は、有効な SQLデータ型ではありません。

処置処置処置処置 :  コール側プログラムにエラーがないかチェックしてください。 詳細は『Microsoft 
ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6060 SQLデータ型が範囲外ですデータ型が範囲外ですデータ型が範囲外ですデータ型が範囲外です
原因原因原因原因 :  SQLデータ型に対して有効な値のいずれとも一致しない値を割り当てようとしま
した。

処置処置処置処置 :  割当てをチェックしてやり直してください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラ
マーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6061 操作が取り消されました操作が取り消されました操作が取り消されました操作が取り消されました
原因原因原因原因 :  関数が実行完了前に取り消されました。 

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6062 引数の値が無効です引数の値が無効です引数の値が無効です引数の値が無効です
原因原因原因原因 :  失敗したコールには、無効な値を持つ引数が含まれています。

処置処置処置処置 :  構文エラーがないかチェックして、有効な引数の値を用いて文を再発行してくだ
さい。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照し
てください。 

POL-6063 関数順序にエラーがあります関数順序にエラーがあります関数順序にエラーがあります関数順序にエラーがあります
原因原因原因原因 :  SQL文に対して非同期に実行する関数がコールされましたが、コールされたとき
にこの関数はまだ実行中でした。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6064 ここでは操作が無効ですここでは操作が無効ですここでは操作が無効ですここでは操作が無効です
原因原因原因原因 :  このエラーは関数固有のものです。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 
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POL-6065 無効なトランザクション・コードが指定されました無効なトランザクション・コードが指定されました無効なトランザクション・コードが指定されました無効なトランザクション・コードが指定されました
原因原因原因原因 :  指定されたトランザクション・コードは、既存の有効なトランザクションに対応
しません。 COMMITまたは ROLLBACK文が必要です。

処置処置処置処置 :  アプリケーションが有効なトランザクション・コードを使用していることを
チェックしてください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK 
ガイド』を参照してください。 

POL-6066 カーソル名が使用可能ではありませんカーソル名が使用可能ではありませんカーソル名が使用可能ではありませんカーソル名が使用可能ではありません
原因原因原因原因 :  文に対してオープンされているカーソルがありません。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6067 文字列またはバッファ長が無効です文字列またはバッファ長が無効です文字列またはバッファ長が無効です文字列またはバッファ長が無効です
原因原因原因原因 :  割り当てられたバッファに対して結果の文字列が大きすぎるか、または値が有効
ではありません。

処置処置処置処置 :  SQL文にエラーがないかチェックするか、またはバッファ・サイズを大きくしま
す。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照して
ください。 

POL-6068 記述子の型が範囲外です記述子の型が範囲外です記述子の型が範囲外です記述子の型が範囲外です
原因原因原因原因 :  この記述子の型は、ドライバでサポートされているバージョンの ODBCでは無
効です。

処置処置処置処置 :  記述子の型をチェックして、やり直してください。 詳細は『Microsoft ODBC プ
ログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6069 演算の型が範囲外です演算の型が範囲外です演算の型が範囲外です演算の型が範囲外です
原因原因原因原因 :  指定された値は、このドライバでサポートされているバージョンの ODBCでは
無効です。

処置処置処置処置 :  値をチェックしてやり直してください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマー
ズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6070 パラメータ数が無効ですパラメータ数が無効ですパラメータ数が無効ですパラメータ数が無効です
原因原因原因原因 :  指定された引数の数が、パラメータの数と一致しません。

処置処置処置処置 :  SQL文に構文エラーがないかチェックしてください。 詳細は『Microsoft ODBC 
プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 
メッセージ 1-65



POL 6000～ 6100 ODBCドライバ・メッセージ
POL-6071 スケール値が無効ですスケール値が無効ですスケール値が無効ですスケール値が無効です
原因原因原因原因 :  引数に指定された値が、指定されたデータ型の列に対するデータ・ソースでサ
ポートされる値の範囲を超えています。

処置処置処置処置 :  値をチェックして、詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & 
SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6072 関数の型が範囲外です関数の型が範囲外です関数の型が範囲外です関数の型が範囲外です
原因原因原因原因 :  無効な ODBC関数が指定されました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6073 情報の型が範囲外です情報の型が範囲外です情報の型が範囲外です情報の型が範囲外です
原因原因原因原因 :  無効な ODBC情報の型が指定されました。

処置処置処置処置 :  値をチェックして、詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & 
SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6074 列の型が範囲外です列の型が範囲外です列の型が範囲外です列の型が範囲外です
原因原因原因原因 :  指定された列に無効な型を持つ値を挿入しようとしました。

処置処置処置処置 :  列の型をチェックして、やり直してください。 詳細は『Microsoft ODBC プログ
ラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照してください。 

POL-6075 有効範囲の型が範囲外です有効範囲の型が範囲外です有効範囲の型が範囲外です有効範囲の型が範囲外です
原因原因原因原因 :  無効な有効範囲の型が指定されました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6076 NULL値可能の型が範囲外です値可能の型が範囲外です値可能の型が範囲外です値可能の型が範囲外です
原因原因原因原因 :  NULL値の列を返すかどうかの判断に対して無効な値が指定されました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 
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POL-6077 一意オプションの型が範囲外です一意オプションの型が範囲外です一意オプションの型が範囲外です一意オプションの型が範囲外です
原因原因原因原因 :  無効な索引の型が指定されました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6078 正確度の型が範囲外です正確度の型が範囲外です正確度の型が範囲外です正確度の型が範囲外です
原因原因原因原因 :  結果を返すかどうかの判断に対して無効な値が指定されました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6079 方向の型が範囲外です方向の型が範囲外です方向の型が範囲外です方向の型が範囲外です
原因原因原因原因 :  Driver Managerがリスト内の次のドライバまたはデータ・ソースの名前を
フェッチするかどうか、あるいは検索をリストの先頭から開始するかどうかの判断に対
して無効な値が指定されました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6080 精度値が無効です精度値が無効です精度値が無効です精度値が無効です
原因原因原因原因 :  列の値の精度が最大値を超えたか、または無効です。 これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-6081 パラメータの型が無効ですパラメータの型が無効ですパラメータの型が無効ですパラメータの型が無効です
原因原因原因原因 :  無効なコマンドライン・パラメータが指定されました。 

処置処置処置処置 :  有効なパラメータの集合についてオンライン・ヘルプをチェックし、SQL文を再
発行してください。 詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイ
ド』を参照してください。

POL-6082 フェッチの型が範囲外ですフェッチの型が範囲外ですフェッチの型が範囲外ですフェッチの型が範囲外です
原因原因原因原因 :  結果集合内を移動する方法の判断に対して無効な値が指定されました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。
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POL-6083 行の値が範囲外です行の値が範囲外です行の値が範囲外です行の値が範囲外です
原因原因原因原因 :  結果集合内を移動する方法の判断に対して無効な値が指定されました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。

POL-6084 同時実行性オプションが範囲外です同時実行性オプションが範囲外です同時実行性オプションが範囲外です同時実行性オプションが範囲外です
原因原因原因原因 :  ロック・レベルの判断に対して無効な値が指定されました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。

POL-6085 カーソルの位置が無効ですカーソルの位置が無効ですカーソルの位置が無効ですカーソルの位置が無効です
原因原因原因原因 :  カーソルの位置に対して、削除されているか、エラーのある行が指定されまし
た。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。

POL-6086 ドライバ完了が無効ですドライバ完了が無効ですドライバ完了が無効ですドライバ完了が無効です
原因原因原因原因 :  ドライバまたは Driver Managerが追加の接続情報についてプロンプトを表示す
べきかどうかの判断に対して無効な値が指定されました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。

POL-6087 ブックマークの値が無効ですブックマークの値が無効ですブックマークの値が無効ですブックマークの値が無効です
原因原因原因原因 :  ブックマーク付きの行集合の取出しに対して無効な値が指定されました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。 

POL-6088 ドライバはこの操作を行うことはできませんドライバはこの操作を行うことはできませんドライバはこの操作を行うことはできませんドライバはこの操作を行うことはできません
原因原因原因原因 :  原因は ODBC関数固有のものです。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。
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POL-6089 タイムアウトが発生しましたタイムアウトが発生しましたタイムアウトが発生しましたタイムアウトが発生しました
原因原因原因原因 :  データ・ソースが結果集合を返す前にタイムアウト時間が過ぎました。

処置処置処置処置 :  詳細は『Microsoft ODBC プログラマーズ リファレンス & SDK ガイド』を参照
してください。

POL-6090 実行用のデータがありません実行用のデータがありません実行用のデータがありません実行用のデータがありません - 値を処理できません。値を処理できません。値を処理できません。値を処理できません。
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-6100 トランザクションはデッドロックが原因でロールバックされましたトランザクションはデッドロックが原因でロールバックされましたトランザクションはデッドロックが原因でロールバックされましたトランザクションはデッドロックが原因でロールバックされました
原因原因原因原因 :  アプリケーションでデッドロックが発生しました。

処置処置処置処置 :  トランザクションは自動的にロールバックされました。 必要であればデータを再
度サブミットしてください。

POL 8000～～～～ 8090 Javaストアド・プロシージャストアド・プロシージャストアド・プロシージャストアド・プロシージャ /トリガー・トリガー・トリガー・トリガー・
メッセージメッセージメッセージメッセージ

Javaストアド・プロシージャストアド・プロシージャストアド・プロシージャストアド・プロシージャ /トリガー・メッセージトリガー・メッセージトリガー・メッセージトリガー・メッセージ : 8000-8063
ストアド・プロシージャまたはトリガーのアタッチ、デタッチ、または実行時に検出された
エラーは、通常、JDBC、ODBC、または SQLレイヤーからレポートされます。 Javaアクセ
ス・クラスからコマンドを実行しているときにエラーが発生した場合は、一般的な
POLExceptionエラーが表示され、Java仮想マシンからレポートされます。 

POL-8000 Java仮想マシンの起動に失敗しました仮想マシンの起動に失敗しました仮想マシンの起動に失敗しました仮想マシンの起動に失敗しました
原因原因原因原因 :  環境変数 PATHに javai.dllへの参照が含まれていない可能性があります。

処置処置処置処置 :  PATH変数に JDK_HOME¥binディレクトリを含めてください。ここで、
JDK_HOME は Java開発環境のルート・ディレクトリです。

POL-8001 Javaシステム・クラスが見つかりませんシステム・クラスが見つかりませんシステム・クラスが見つかりませんシステム・クラスが見つかりません
原因原因原因原因 :  CLASSPATH環境変数が正しく設定されていない可能性があります。

処置処置処置処置 :  CLASSPATH環境変数に JDK_HOME¥lib¥classes.zipを含めてください。
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POL-8002 getMethod()のコールで例外が発生しましたのコールで例外が発生しましたのコールで例外が発生しましたのコールで例外が発生しました
原因原因原因原因 :  Javaシステム・クラスが、互換性のないバージョンです。

処置処置処置処置 :  Javasoftの JDK 1.1.6(またはそれ以降 )、またはこれと 100%互換の Java仮想マ
シンがあることを確認してください。

POL-8003 メソッドメソッドメソッドメソッド IDがががが NULLですですですです
原因原因原因原因 :  Oracle Lite Javaクラス・ローダーのインスタンスを作成できませんでした。

処置処置処置処置 :  CLASSPATHにファイル jsp.jarへの参照が必ず含まれるようにしてください。

POL-8004 Javaパッケージが見つかりませんパッケージが見つかりませんパッケージが見つかりませんパッケージが見つかりません
原因原因原因原因 :  完全修飾された Javaクラス名で記述されたパッケージ名が存在しません。

処置処置処置処置 :  クラス名をチェックして、必要であれば修正してください。

POL-8005 指定の名前はパッケージ名ではありません指定の名前はパッケージ名ではありません指定の名前はパッケージ名ではありません指定の名前はパッケージ名ではありません
原因原因原因原因 :  完全修飾された Javaクラス名で記述されたパッケージ名は、パッケージの名前
ではありません。

処置処置処置処置 :  クラス名をチェックして、必要であれば修正してください。

POL-8006 パッケージ作成でエラーが発生しましたパッケージ作成でエラーが発生しましたパッケージ作成でエラーが発生しましたパッケージ作成でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  内部エラーです。

処置処置処置処置 :  製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生す
る場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-8007 パッケージ検索でエラーが発生しましたパッケージ検索でエラーが発生しましたパッケージ検索でエラーが発生しましたパッケージ検索でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  Oracle Liteクラス・ローダーがパッケージ名を検索できません。

処置処置処置処置 :  完全修飾クラス名のパッケージ名をチェックしてください。 

POL-8008 BLOBの命名でエラーが発生しましたの命名でエラーが発生しましたの命名でエラーが発生しましたの命名でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  同じ名前の BLOBがすでに存在します。

処置処置処置処置 :  BLOBに他の名前を選択してください。
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POL-8009 クラスはすでに存在していますクラスはすでに存在していますクラスはすでに存在していますクラスはすでに存在しています
原因原因原因原因 :  表にアタッチする Javaクラスに対するソースまたはクラス・パスが指定されま
したが、同じ名前で異なる内容の Javaクラスが Oracle Liteデータベース内にすでに存
在しています。

処置処置処置処置 :  クラスの名前を変えてください。

POL-8010 指定の名前のクラスが見つかりません指定の名前のクラスが見つかりません指定の名前のクラスが見つかりません指定の名前のクラスが見つかりません
原因原因原因原因 :  Oracle Lite Javaクラス・ローダーで、アタッチ文に指定された名前のクラスが見
つかりません。

処置処置処置処置 :  適切なディレクトリを検索できるように、CLASSPATHに正しい名前を指定する
か、または変更してください。

POL-8011 クラスクラスクラスクラス IDがががが NULLですですですです
原因原因原因原因 :  jsp.jarが CLASSPATHにないか、または Oracle Liteクラス参照に NULLが使用
されています。

処置処置処置処置 :  JACまたは Cカーネル・インタフェース（OKAPI）を使用している場合は、API
関数コールに NULLでないオブジェクト参照を指定してください。

POL-8012 指定のクラス名はパッケージ名です指定のクラス名はパッケージ名です指定のクラス名はパッケージ名です指定のクラス名はパッケージ名です
原因原因原因原因 :  同じ名前のパッケージがすでに存在します。

処置処置処置処置 :  クラスに他の名前を選択してください。

POL-8013 クラスクラスクラスクラス BLOBの検索でエラーが発生しましたの検索でエラーが発生しましたの検索でエラーが発生しましたの検索でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  指定されたクラス・オブジェクトを検索できませんでした。

処置処置処置処置 :  クラスが存在していることを確認してください。

POL-8014 クラスクラスクラスクラス BLOBの作成でエラーが発生しましたの作成でエラーが発生しましたの作成でエラーが発生しましたの作成でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  クラスに BLOB属性を作成できませんでした。

処置処置処置処置 :  エラー・スタックで、他のエラーを調べてください。

POL-8015 BLOBサイズ検索でエラーが発生しましたサイズ検索でエラーが発生しましたサイズ検索でエラーが発生しましたサイズ検索でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  BLOBオブジェクトのサイズを取得できませんでした。

処置処置処置処置 :  BLOBオブジェクトが存在しており、指定どおりのサイズであることをチェック
してください。
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POL-8016 BLOB値の読込みでエラーが発生しました値の読込みでエラーが発生しました値の読込みでエラーが発生しました値の読込みでエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  クラスのロード時にクラス定義に対応付けられた BLOBを読み込む際のエラーで
す。

処置処置処置処置 :  内部エラーです。 製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラー
が引き続き発生する場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡くださ
い。

POL-8017 クラス・ファイルの読込みでエラーが発生しましたクラス・ファイルの読込みでエラーが発生しましたクラス・ファイルの読込みでエラーが発生しましたクラス・ファイルの読込みでエラーが発生しました
原因原因原因原因 :   クラスのロード時のクラス定義を読み込む際のエラーです。

処置処置処置処置 :  クラス・ファイルが置かれているディレクトリを CLASSPATH環境に挿入して、
アプリケーションを再起動してください。

POL-8018 BLOB値の設定でエラーが発生しました値の設定でエラーが発生しました値の設定でエラーが発生しました値の設定でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  BLOBの値を設定できませんでした。 

処置処置処置処置 :  値が正しいことと、BLOBデータが読込み可能であることを確認してください。

POL-8019 グループの作成でエラーが発生しましたグループの作成でエラーが発生しましたグループの作成でエラーが発生しましたグループの作成でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  データベースで Javaクラスのグループを作成できません。

処置処置処置処置 :  内部エラーです。 製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラー
が引き続き発生する場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡くださ
い。

POL-8020 グループの検索でエラーが発生しましたグループの検索でエラーが発生しましたグループの検索でエラーが発生しましたグループの検索でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  データベースで Javaクラスのグループを検出できません。

処置処置処置処置 :  Oracle Lite Designerを使用して、Javaクラスのグループが存在することを確認
してください。

POL-8021 環境の初期化でエラーが発生しました環境の初期化でエラーが発生しました環境の初期化でエラーが発生しました環境の初期化でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-8022 環境の終了でエラーが発生しました環境の終了でエラーが発生しました環境の終了でエラーが発生しました環境の終了でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 
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POL-8023 データベース作成でエラーが発生しましたデータベース作成でエラーが発生しましたデータベース作成でエラーが発生しましたデータベース作成でエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-8024 データベースが初期化されていませんデータベースが初期化されていませんデータベースが初期化されていませんデータベースが初期化されていません
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-8025 クラスの定義で例外が発生しましたクラスの定義で例外が発生しましたクラスの定義で例外が発生しましたクラスの定義で例外が発生しました
原因原因原因原因 :  クラスを定義するとき、または Javaクラスを Oracle Liteクラスにアタッチする
ときに発生した各種エラーが原因となっている可能性があります。

処置処置処置処置 :  詳細は、コール・パラメータとエラー・スタックを調べてください。

POL-8026 グローバル参照の作成または削除に失敗しましたグローバル参照の作成または削除に失敗しましたグローバル参照の作成または削除に失敗しましたグローバル参照の作成または削除に失敗しました
原因原因原因原因 :  Javaオブジェクト参照が壊れています。

処置処置処置処置 :  これは内部エラーです。 オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡くだ
さい。

POL-8027 Javaクラスはすでに存在していますクラスはすでに存在していますクラスはすでに存在していますクラスはすでに存在しています
原因原因原因原因 :  同じ名前の Javaクラスがすでに存在します。

処置処置処置処置 :  クラスに他の名前を選択してください。

POL-8028 Javaメソッドのコールでエラーが発生しましたメソッドのコールでエラーが発生しましたメソッドのコールでエラーが発生しましたメソッドのコールでエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  ほとんどの場合、Javaと Oracle Liteのデータ型間における変換時の問題を指し
ています。

処置処置処置処置 :  コール・パラメータをチェックしてください。

POL-8029 指定された引数の数が、メソッドの引数の数と異なります指定された引数の数が、メソッドの引数の数と異なります指定された引数の数が、メソッドの引数の数と異なります指定された引数の数が、メソッドの引数の数と異なります
原因原因原因原因 :  指定された引数の数が、メソッドに指定されている引数の数と一致しません。

処置処置処置処置 :  構文エラーがないかチェックして、文を再発行してください。
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POL-8030 JNIシグネチャが違います。シグネチャが違います。シグネチャが違います。シグネチャが違います。 データベースが破損している可能性がデータベースが破損している可能性がデータベースが破損している可能性がデータベースが破損している可能性が
ありますありますありますあります !

原因原因原因原因 :  内部エラーです。 データベースに記録されている Javaメソッドの署名が壊れてい
ます。 

処置処置処置処置 :  製品が正しくインストールされているにもかかわらず、エラーが引き続き発生す
る場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

POL-8031 Javaプリミティブ型の仮引数への実引数としてプリミティブ型の仮引数への実引数としてプリミティブ型の仮引数への実引数としてプリミティブ型の仮引数への実引数として NULL値は使用値は使用値は使用値は使用
できませんできませんできませんできません

原因原因原因原因 :  Javaストアド・プロシージャの Java基本タイプの仮引数用の実際の引数として、
NULL値を渡そうとしました。

処置処置処置処置 :  Javaプロシージャを起動する前に、これらの列を NULL以外の値で初期化して
ください。

POL-8032 引数値が違います引数値が違います引数値が違います引数値が違います
原因原因原因原因 :  失敗したコールには、無効な値を持つ引数が含まれています。

処置処置処置処置 :  構文エラーがないかチェックして、有効な引数の値を用いて文を再発行してくだ
さい。 

POL-8033 インスタンス・メソッドにオブジェクトが指定されていませんインスタンス・メソッドにオブジェクトが指定されていませんインスタンス・メソッドにオブジェクトが指定されていませんインスタンス・メソッドにオブジェクトが指定されていません
原因原因原因原因 :  メソッドを操作するためのインスタンスを指定せずに、メソッドが起動されまし
た。

処置処置処置処置 :  メソッドにオブジェクトを指定してください。

POL-8034 この機能はまだサポートされていませんこの機能はまだサポートされていませんこの機能はまだサポートされていませんこの機能はまだサポートされていません
原因原因原因原因 :  Oracle Liteがまだサポートしていない機能または関数を使用しようとしました。

処置処置処置処置 :  文を書き直して、サポートされていない機能または関数へのコールを削除してく
ださい。

POL-8035 指定された属性またはメソッドがありません指定された属性またはメソッドがありません指定された属性またはメソッドがありません指定された属性またはメソッドがありません
原因原因原因原因 :  指定されたメソッドまたは属性が見つかりませんでした。

処置処置処置処置 :  指定されたメソッドまたは属性が存在しており、正しいクラスにアタッチされて
いることをチェックしてください。
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POL-8036 結果バッファが小さすぎます結果バッファが小さすぎます結果バッファが小さすぎます結果バッファが小さすぎます
原因原因原因原因 :  Javaストアド・プロシージャからの戻り値が長すぎて、割り当てられた結果バッ
ファに収まりません。

処置処置処置処置 :  バッファ・サイズを大きくしてください。

POL-8037 トリガー用メソッドの引数の数が引数名の数と一致しませんトリガー用メソッドの引数の数が引数名の数と一致しませんトリガー用メソッドの引数の数が引数名の数と一致しませんトリガー用メソッドの引数の数が引数名の数と一致しません
原因原因原因原因 :  メソッドをコールするときに指定する引数名の数は、メソッドを宣言したときに
定義された引数名の数と同じにしてください。

処置処置処置処置 :  コールで指定した引数の数を修正してください。

POL-8038 クラス本体を読み込むためのファイルのオープンでエラーが発生クラス本体を読み込むためのファイルのオープンでエラーが発生クラス本体を読み込むためのファイルのオープンでエラーが発生クラス本体を読み込むためのファイルのオープンでエラーが発生
しましたしましたしましたしました

原因原因原因原因 :  クラス・ファイルを読み込もうとしたときに、システムがエラーを検出しまし
た。

処置処置処置処置 :  ファイル名、クラス・パス、およびその他のファイル操作に影響するものを
チェックしてください。

POL-8039 ROWID (OID)とととと ROW (STATE)はははは bBEFORE-INSERT(BEFORE-CREATE)
あるいはあるいはあるいはあるいは AFTER-DELETEトリガーでは使用できませんトリガーでは使用できませんトリガーでは使用できませんトリガーでは使用できません

原因原因原因原因 :  行は、挿入前または削除後には存在しないため、ROWIDを挿入前または削除後
のトリガーに使用することは禁止されています。

処置処置処置処置 :  このようなトリガーには、ROWIDを使用しないでください。

POL-8040 AFTER-INSERT (AFTER-CREATE)、、、、AFTER-UPDATEあるいはその他のあるいはその他のあるいはその他のあるいはその他の
DELETEトリガーでは新規列（属性）値を使用できませんトリガーでは新規列（属性）値を使用できませんトリガーでは新規列（属性）値を使用できませんトリガーでは新規列（属性）値を使用できません

原因原因原因原因 :  AFTER-INSERT、AFTER-UPDATEまたは DELETEトリガーに新規列の値が使
用されました。

処置処置処置処置 :  新しい値を Javaストアド・プロシージャに渡す場合は、beforeトリガーを使用
することを考慮してください。

POL-8041 AFTER-DELETEトリガーでは古い列（属性）値を使用できませんトリガーでは古い列（属性）値を使用できませんトリガーでは古い列（属性）値を使用できませんトリガーでは古い列（属性）値を使用できません
原因原因原因原因 :  AFTER-DELETEトリガーには、古い値も新しい値もありません。

処置処置処置処置 :  属性を使用する必要がある場合は、BEFORE-DELETEトリガーを使用してくださ
い。 
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POL-8042 引数名に引数名に引数名に引数名に NULL文字列は使用できません文字列は使用できません文字列は使用できません文字列は使用できません
原因原因原因原因 :  プログラムでトリガーを作成して正の argcountを指定しましたが、列（属性）
の名前が NULLでした。

処置処置処置処置 :  コール側プログラムのパラメータをチェックしてください。

POL-8043 空の接続スタックに空の接続スタックに空の接続スタックに空の接続スタックに POPが試みられましたが試みられましたが試みられましたが試みられました
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-8044 満杯の接続スタックに満杯の接続スタックに満杯の接続スタックに満杯の接続スタックに PUSHが試みられましたが試みられましたが試みられましたが試みられました
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-8045 空の接続スタックに空の接続スタックに空の接続スタックに空の接続スタックに TOP_CONNが試みられましたが試みられましたが試みられましたが試みられました
原因原因原因原因 :  これは異常な状態です。

処置処置処置処置 :  「異常な状態」としてレポートしてください。 

POL-8046 削除されているトリガーの属性が存在しません削除されているトリガーの属性が存在しません削除されているトリガーの属性が存在しません削除されているトリガーの属性が存在しません
原因原因原因原因 :  無効な属性名に対する参照がありました。

処置処置処置処置 :  属性名をチェックして、トリガーを再度削除してください。

POL-8047 JAVAソース・ファイルのパスが存在しませんソース・ファイルのパスが存在しませんソース・ファイルのパスが存在しませんソース・ファイルのパスが存在しません
原因原因原因原因 :  無効なパス名に対する参照がありました。

処置処置処置処置 :  パス名をチェックしてやり直してください。

POL-8048 JAVAソース・ファイルへのアクセスが拒否されましたソース・ファイルへのアクセスが拒否されましたソース・ファイルへのアクセスが拒否されましたソース・ファイルへのアクセスが拒否されました
原因原因原因原因 :  システムにより、必要な Javaソース・ファイルへのアクセスが拒否されました。

処置処置処置処置 :  必須ファイルのアクセス制御を修正してください。

POL-8049 okCreateTrigger()関数への引数が一致していません関数への引数が一致していません関数への引数が一致していません関数への引数が一致していません
原因原因原因原因 :  トリガーの作成時に、プログラムが無効なトリガー・タイプを指定しました。

処置処置処置処置 :  コール側プログラムで、トリガー・タイプ・パラメータを修正してください。
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POL-8050 属性の型が無効です属性の型が無効です属性の型が無効です属性の型が無効です
原因原因原因原因 :  属性のドメインを既知の型にマップできませんでした。

処置処置処置処置 :  既知のデータ型で属性ドメインを定義してください。

POL-8051 指定された更新属性はそのクラスでは無効です指定された更新属性はそのクラスでは無効です指定された更新属性はそのクラスでは無効です指定された更新属性はそのクラスでは無効です
原因原因原因原因 :  更新トリガーに指定された更新属性が無効であるか、または指定されていませ
ん。

処置処置処置処置 :  コール側プログラムにエラーがないかチェックして、足りない属性を指定してく
ださい。

POL-8052 COMMITおよびおよびおよびおよび ROLLBACK文は文は文は文は Javaストアド・プロシージャではストアド・プロシージャではストアド・プロシージャではストアド・プロシージャでは
使用できません使用できません使用できません使用できません

原因原因原因原因 :  Javaストアド・プロシージャに COMMITおよび ROLLBACK文への参照があり
ました。

処置処置処置処置 :  COMMITおよび ROLLBACKへの参照を削除して、文を再発行してください。

POL-8053 指定のコンストラクタ引数と一致するコンストラクタが見つかり指定のコンストラクタ引数と一致するコンストラクタが見つかり指定のコンストラクタ引数と一致するコンストラクタが見つかり指定のコンストラクタ引数と一致するコンストラクタが見つかり
ませんませんませんません

原因原因原因原因 :  指定されたコンストラクタ引数と一致する Javaコンストラクタが見つかりませ
ん。

処置処置処置処置 :  対応する ALTER TABLE文をチェックして、コンストラクタの仮引数の順序がコ
ンストラクタの副句内の列の順序と一致していることを確認してください。

POL-8054 トリガーからはトリガーからはトリガーからはトリガーからは voidが返されなければなりませんが返されなければなりませんが返されなければなりませんが返されなければなりません
原因原因原因原因 :  トリガー・メソッドは値を返すことができません。

処置処置処置処置 :  メソッドの宣言にエラーがないかチェックしてください。

POL-8055 Javaクラスがすでに表またはクラスにアタッチされていますクラスがすでに表またはクラスにアタッチされていますクラスがすでに表またはクラスにアタッチされていますクラスがすでに表またはクラスにアタッチされています
原因原因原因原因 :  指定された Javaクラスは、すでに表またはクラスにアタッチされています。

処置処置処置処置 :  名前をチェックしてやり直してください。
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POL-8056 システム・クラスは削除できませんシステム・クラスは削除できませんシステム・クラスは削除できませんシステム・クラスは削除できません
原因原因原因原因 :  システム・クラスを削除しようとしました。

処置処置処置処置 :  クラス名をチェックしてやり直してください。 システム・クラスを削除しないで
ください。

POL-8057 Javaメソッドから範囲を超える長い値が返されましたメソッドから範囲を超える長い値が返されましたメソッドから範囲を超える長い値が返されましたメソッドから範囲を超える長い値が返されました
原因原因原因原因 :  Javaメソッドが、Oracle Liteで受け入れ可能な長さの値の範囲を超えるような長
い値を返しました。

処置処置処置処置 :  コードのエラーをチェックして、返される値がすべて有効な範囲に入っているこ
とを確認してください。

POL-8058 単一コールでは行および文のトリガーが作成されません単一コールでは行および文のトリガーが作成されません単一コールでは行および文のトリガーが作成されません単一コールでは行および文のトリガーが作成されません
原因原因原因原因 :  行と文のトリガーは、okCreateトリガーへの単一のコールまたは単一の SQL
文では作成できません。

処置処置処置処置 :  コールにエラーがないかチェックして、やり直してください。

POL-8059 トリガー・パラメータが見つかりませんトリガー・パラメータが見つかりませんトリガー・パラメータが見つかりませんトリガー・パラメータが見つかりません
原因原因原因原因 :  okCreateトリガーへのコールで、作成するトリガーの種類の指定に失敗しまし
た。

処置処置処置処置 :  コールにエラーがないかチェックして、やり直してください。

POL-8060 文レベルのトリガーには引数は使用できません文レベルのトリガーには引数は使用できません文レベルのトリガーには引数は使用できません文レベルのトリガーには引数は使用できません
原因原因原因原因 :  文レベルのトリガーのメソッドに対して引数を指定しました。

処置処置処置処置 :  引数は使用しないでください。

POL-8061 トリガーが見つかりませんトリガーが見つかりませんトリガーが見つかりませんトリガーが見つかりません
原因原因原因原因 :  指定されたトリガーが見つかりませんでした。

処置処置処置処置 :  コード内のトリガー名をチェックしてください。

POL-8062 その表にトリガーは存在しませんその表にトリガーは存在しませんその表にトリガーは存在しませんその表にトリガーは存在しません
原因原因原因原因 :  存在しないトリガーをプログラムで削除しようとしました。

処置処置処置処置 :  コード内のトリガー名をチェックしてください。
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POL-8063 BEFORE-UPDATEあるいはあるいはあるいはあるいは AFTER-UPDATEトリガーで更新属性がトリガーで更新属性がトリガーで更新属性がトリガーで更新属性が
指定されていません指定されていません指定されていません指定されていません

原因原因原因原因 :  更新属性が必要なトリガーに、この属性が指定されていません。

処置処置処置処置 :  必要なパラメータを指定して、やり直してください。

POL-8064 トリガー・シグネチャが実引数と一致しませんトリガー・シグネチャが実引数と一致しませんトリガー・シグネチャが実引数と一致しませんトリガー・シグネチャが実引数と一致しません
原因原因原因原因 :  プロシージャの引数のデータ型とトリガーで指定された値の互換性がありませ
ん。

処置処置処置処置 :  プロシージャの引数またはトリガーで指定する値を修正してください。

POL-8065 文レベル・トリガーでは文レベル・トリガーでは文レベル・トリガーでは文レベル・トリガーでは oracle.pol.jac.POLconnectionとととと
java.sql.Connectionのみ使用できますのみ使用できますのみ使用できますのみ使用できます

原因原因原因原因 :  oracle.pol.jac.POLconnectionと java.sql.Connection以外の引数がプロシージャで
要求される文レベルのトリガーを作成しようとしました。

処置処置処置処置 :  引数をとらないプロシージャを使用してください。

POL-8066 BEFORE-CREATE（（（（BEFORE-INSERT）および）および）および）および AFTER-DELETEトリトリトリトリ
ガー、または文レベルの任意のトリガーあるいは異なるクラスではインスガー、または文レベルの任意のトリガーあるいは異なるクラスではインスガー、または文レベルの任意のトリガーあるいは異なるクラスではインスガー、または文レベルの任意のトリガーあるいは異なるクラスではインス
タンス・メソッドは使用できませんタンス・メソッドは使用できませんタンス・メソッドは使用できませんタンス・メソッドは使用できません

原因原因原因原因 :  行レベルのストアド・プロシージャを使用する挿入前または削除後のトリガーを
作成しようとしました。

処置処置処置処置 :  文レベルのストアド・プロシージャを使用してください。

POL-8077 1つの文に複数の更新トリガーを作成するとき引数として属性のつの文に複数の更新トリガーを作成するとき引数として属性のつの文に複数の更新トリガーを作成するとき引数として属性のつの文に複数の更新トリガーを作成するとき引数として属性の
値を指定できません値を指定できません値を指定できません値を指定できません

POL-8078 UPDATEトリガー・メソッドの引数は作成されたトリガーの属性トリガー・メソッドの引数は作成されたトリガーの属性トリガー・メソッドの引数は作成されたトリガーの属性トリガー・メソッドの引数は作成されたトリガーの属性
にしかなりませんにしかなりませんにしかなりませんにしかなりません
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POL-8079 マルチバイト文字列をマルチバイト文字列をマルチバイト文字列をマルチバイト文字列を UNICODE文字列に変換する時にエラーが文字列に変換する時にエラーが文字列に変換する時にエラーが文字列に変換する時にエラーが
発生しました発生しました発生しました発生しました

原因原因原因原因 :  Windowsは、現在のキャラクタ・セット指定では、マルチバイト文字列を
UNICODE文字列に変換できません。

処置処置処置処置 :  キャラクタ・セットの定義を修正するか、不正な文字を削除してください。

POL-8080 トリガー名はすでに存在していますトリガー名はすでに存在していますトリガー名はすでに存在していますトリガー名はすでに存在しています

POL-8081 作成されたプロシージャは、戻り値を持つ作成されたプロシージャは、戻り値を持つ作成されたプロシージャは、戻り値を持つ作成されたプロシージャは、戻り値を持つ Javaメソッドとしてメソッドとしてメソッドとしてメソッドとして
登録されました登録されました登録されました登録されました

POL-8082 作成されたファンクションは、作成されたファンクションは、作成されたファンクションは、作成されたファンクションは、voidを返すを返すを返すを返す Javaメソッドとしてメソッドとしてメソッドとしてメソッドとして
登録されました登録されました登録されました登録されました

POL-8083 この表にアタッチされたこの表にアタッチされたこの表にアタッチされたこの表にアタッチされた Javaクラスはありませんクラスはありませんクラスはありませんクラスはありません

REPAPI 26500～～～～ 26999 レプリケーション・メッセージレプリケーション・メッセージレプリケーション・メッセージレプリケーション・メッセージ
この範囲のエラーは、Oracle 7.3.3、Oracle8以上のデータベースでのレプリケーションに関
係します。

REPAPI-26500 キャッシングでエラーが発生しましたキャッシングでエラーが発生しましたキャッシングでエラーが発生しましたキャッシングでエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  このオブジェクトのカタログでは利用できないレプリケーション情報をキャッ
シュしようとしました。

処置処置処置処置 :  dbms_reputil.sync_up_repを使用してレプリケーション・カタログの妥当性を
チェックしてください。

REPAPI-26501 RepAPI操作が失敗しました操作が失敗しました操作が失敗しました操作が失敗しました
原因原因原因原因 :  外部 RepAPI操作が失敗しました。

処置処置処置処置 :  詳細なエラー・メッセージを調べてください。
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REPAPI-26502 エラーの再信号エラーの再信号エラーの再信号エラーの再信号
原因原因原因原因 :  内部サービスが失敗して、エラーの信号を送りました。

処置処置処置処置 :  詳細なエラー・メッセージを調べてください。

REPAPI-26503 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト name.nameに関する内部に関する内部に関する内部に関する内部 RepAPI操作が失敗しました操作が失敗しました操作が失敗しました操作が失敗しました
原因原因原因原因 :  予期しない内部 RepAPIの障害が検出されました。

処置処置処置処置 :  オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

REPAPI-26504 操作は実装されていません操作は実装されていません操作は実装されていません操作は実装されていません
原因原因原因原因 :  実装されていない RepAPI操作がコール側プログラムで要求されました。

処置処置処置処置 :  このコールは発行しないでください。

REPAPI-26505 予期しない内部予期しない内部予期しない内部予期しない内部 NULL
原因原因原因原因 :  内部バッファ制御構造が NULLでした。

処置処置処置処置 :  RepAPIで十分なメモリー・リソースが利用できることを確認してください。

REPAPI-26506 グローバル・コンテキストがグローバル・コンテキストがグローバル・コンテキストがグローバル・コンテキストが NULLですですですです
原因原因原因原因 :  内部バッファ制御構造が NULLでした。

処置処置処置処置 :  RepAPIで十分なメモリー・リソースが利用できることを確認してください。

REPAPI-26507 マスター接続がマスター接続がマスター接続がマスター接続が NULLですですですです
原因原因原因原因 :  マスター接続ハンドルが無効であったか、無効になりました。

処置処置処置処置 :  マスター接続が有効であることを確認してください。

REPAPI-26508 スナップショット接続がスナップショット接続がスナップショット接続がスナップショット接続が NULLですですですです
原因原因原因原因 :  クライアント接続ハンドルが無効であったか、無効になりました。

処置処置処置処置 :  クライアント接続が有効であることを確認してください。

REPAPI-26509 スナップショット制御構造がスナップショット制御構造がスナップショット制御構造がスナップショット制御構造が NULLですですですです
原因原因原因原因 :  内部スナップショット制御構造が取得できませんでした。

処置処置処置処置 :  指定された所有者名とユーザー名が正しいことを確認してください。
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REPAPI-26510 スナップショット名スナップショット名スナップショット名スナップショット名 : nameが、許されている最大バイト数が、許されている最大バイト数が、許されている最大バイト数が、許されている最大バイト数
numを超えていますを超えていますを超えていますを超えています

原因原因原因原因 :  指定したスナップショット名が長すぎました。

処置処置処置処置 :  スナップショット名を短くしてください。

REPAPI-26511 マスター表マスター表マスター表マスター表 name.nameが見つかりませんが見つかりませんが見つかりませんが見つかりません
原因原因原因原因 :  存在しないマスター表または無効なマスター表に対して RepAPI操作が行われま
した。

処置処置処置処置 :  マスター表オブジェクトが存在することを確認してください。

REPAPI-26512 DEF$ERRORへのトランザクションのプッシュでエラーが発生へのトランザクションのプッシュでエラーが発生へのトランザクションのプッシュでエラーが発生へのトランザクションのプッシュでエラーが発生
しましたしましたしましたしました

原因原因原因原因 :  def$error rpcをマスター・サイトへ送るときに、予期せぬエラーが発生しまし
た。

処置処置処置処置 :  DBMS_DEFERパッケージが有効であり、RepAPIクライアントが実行できるこ
とを確認してください。 必要に応じてローカルまたはマスター・サイトの管理者に連絡
してください。

REPAPI-26513 プッシュ・エラープッシュ・エラープッシュ・エラープッシュ・エラー : マスター・プロシージャマスター・プロシージャマスター・プロシージャマスター・プロシージャ name$RP.nameがががが
トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション name、順序、順序、順序、順序 nameで失敗しました。で失敗しました。で失敗しました。で失敗しました。

原因原因原因原因 :  $RP.rep_insert()、rep_update()、または rep_delete()関数の実行中にマスター・
サイトで競合 /エラーが発生しました。これはマスターの競合解決ロジックでは処理で
きません。

処置処置処置処置 :  マスター・サイトのシステム管理者または DBAに連絡してください。

REPAPI-26514 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト name.nameが見つかりませんが見つかりませんが見つかりませんが見つかりません
原因原因原因原因 :  指定されたオブジェクトが必要ですが見つかりませんでした。

処置処置処置処置 :  指定されたオブジェクトが存在し、有効であることを確認してください。

REPAPI-26515 name.nameのマスター・ログが利用できませんのマスター・ログが利用できませんのマスター・ログが利用できませんのマスター・ログが利用できません
原因原因原因原因 :  指定されたマスター・ログが見つかりませんでした。または、指定された表では
利用できません。

処置処置処置処置 :  マスター・サイトでマスター・ログを作成するか、ログにある問題を修正してく
ださい。
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REPAPI-26516 プッシュ・トランザクションは認められませんプッシュ・トランザクションは認められませんプッシュ・トランザクションは認められませんプッシュ・トランザクションは認められません
原因原因原因原因 :  RepAPIは最後にプッシュしたトランザクションがマスター・サイトで正常にコ
ミットされたことを確認できませんでした。

処置処置処置処置 :  ローカル・サイトとマスター・サイトの間の通信リンクがまだ有効であることを
確認してください。 マスターでトランザクションがコミットされていない場合は、トラ
ンザクションを再度プッシュしてください。

REPAPI-26517 name.nameのスナップショット制御エントリが見つかりませんのスナップショット制御エントリが見つかりませんのスナップショット制御エントリが見つかりませんのスナップショット制御エントリが見つかりません
でしたでしたでしたでした

原因原因原因原因 :  指定されたスナップショット・カタログ制御レコードが見つかりませんでした。

処置処置処置処置 :  ローカル・スナップショット・カタログが有効であることと、ローカル・スナッ
プショットが適切に定義されていることを確認してください。

REPAPI-26518 プッシュ・キューの同期化でエラーが検出されましたプッシュ・キューの同期化でエラーが検出されましたプッシュ・キューの同期化でエラーが検出されましたプッシュ・キューの同期化でエラーが検出されました
原因原因原因原因 :  クライアントがプッシュしようとしているトランザクションは、マスター・サイ
トですでにコミットされました。 この問題の一般的な原因は、ローカル・サイトでのト
ランザクション・シーケンス機構の初期化または更新時のエラーです。

処置処置処置処置 :  RepAPIがプッシュしようとしていたトランザクション・データがマスター表に
あり、有効かつローカル・サイトと一貫性があることを確認してください。 このエラー
が発生する場合は、重複して識別されたトランザクションは無視され、ローカルで更新
可能なスナップショット・ログからパージされます。 ローカル・サイトが新しいトラン
ザクション IDを正しく割り当てていることと、一意でない値を誤って生成していない
ことを確認してください。

REPAPI-26519 メモリーを割り当てられませんメモリーを割り当てられませんメモリーを割り当てられませんメモリーを割り当てられません
原因原因原因原因 :  RepAPIプロセスのために使用できるメモリーがありませんでした。 このエラー
は、RepAPIが新しい表バッファ領域を割り当てようとするときに発生します。

処置処置処置処置 :  1つまたは複数のローカル・アプリケーションを終了してヒープ・メモリーを解
放し、RepAPI操作をやり直してください。

REPAPI-26520 内部メモリーの障害が発生しました内部メモリーの障害が発生しました内部メモリーの障害が発生しました内部メモリーの障害が発生しました
原因原因原因原因 :  内部メモリーのエラーが検出されました。 

処置処置処置処置 :  他のエラーが発生していないかチェックするか、またはローカル・アプリケー
ションでメモリー・サブシステムが壊されていないか判別してください。
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REPAPI-26521 Rpc初期化エラーが発生しました初期化エラーが発生しました初期化エラーが発生しました初期化エラーが発生しました
原因原因原因原因 :  PL/SQL rpcの初期化の際にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 :  コールされるプロシージャがマスター・サイトに存在して有効であることと、
RepAPIユーザーによって実行可能であることを確認してください。

REPAPI-26522 Rpc実行エラーが発生しました実行エラーが発生しました実行エラーが発生しました実行エラーが発生しました
原因原因原因原因 :  PL/SQL rpcの実行中にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 :  リモート・プロシージャからのエラー・メッセージを調べて、コールされた rpc
の実行を妨げる可能性のある問題を修正してください。

REPAPI-26523 Rpc終了エラーが発生しました終了エラーが発生しました終了エラーが発生しました終了エラーが発生しました
原因原因原因原因 :  PL/SQL rpcの終了中にエラーが発生しました。 これは通常、オープンされてい
るカーソルをマスター・サイトでクローズできなかった場合や、RepAPIが内部メモ
リーの割当て解除をできない場合に発生します。

処置処置処置処置 :  まずサーバー側の問題を修正し、RepAPIメモリー・サブシステムが壊れていな
いか調べてください。

REPAPI-26524 製品製品製品製品 =name、機能、機能、機能、機能 =nameのののの NLSサブシステムの初期化障害がサブシステムの初期化障害がサブシステムの初期化障害がサブシステムの初期化障害が
発生しました発生しました発生しました発生しました

原因原因原因原因 :  NLS製品 /機能のエラー・メッセージ・ファイルが配置できなかったか、または
適切に初期化できませんでした。

処置処置処置処置 :  エラー・メッセージ・ディレクトリとファイルが適切にインストールされている
ことをチェックしてください。

REPAPI-26525 name（（（（@name）へのセッションの接続が失敗しました）へのセッションの接続が失敗しました）へのセッションの接続が失敗しました）へのセッションの接続が失敗しました
原因原因原因原因 :  与えられた接続文字列を使用する指定されたデータベースへの接続が確立できま
せんでした。

処置処置処置処置 :  ユーザー、パスワード、接続文字列、ネーム・サービス、ネットワークおよびリ
モート・サイト・リスナー・プロセスが適切にインストールされ機能していることを
チェックしてください。
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REPAPI-26526 name.nameのスナップショットのスナップショットのスナップショットのスナップショット sql ddl解析解析解析解析 /拡張が失敗しました拡張が失敗しました拡張が失敗しました拡張が失敗しました
原因原因原因原因 :  マスター Oracleサイトでクライアント sqlスナップショット定義問合せを適切に
解析できませんでした。

処置処置処置処置 :  このスナップショット ddl sqlが現在接続されている Oracleのバージョンと互換
性があり、RepAPI sqlのいずれの制限または制約にも違反していないことを確認してく
ださい。

REPAPI-26527 name.nameのローカル・ストアのコールバックのローカル・ストアのコールバックのローカル・ストアのコールバックのローカル・ストアのコールバック INITフェーズフェーズフェーズフェーズ
が失敗しましたが失敗しましたが失敗しましたが失敗しました

原因原因原因原因 :  指定されたオブジェクトの INITフェーズ中にクライアントのコールバックが失
敗しました。

処置処置処置処置 :  クライアントのコールバックで参照したオブジェクトが存在し有効であることを
確認してください。 ローカルの問題を診断するには、ベンダー固有のコールバック・エ
ラー・コード・リファレンスを参照してください。 すべてのエラー状態を記録して、オ
ラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

REPAPI-26528 name.nameのローカル・ストアのコールバックののローカル・ストアのコールバックののローカル・ストアのコールバックののローカル・ストアのコールバックの PROC
フェーズフェーズフェーズフェーズが失敗しましたが失敗しましたが失敗しましたが失敗しました

原因原因原因原因 :  指定されたオブジェクトの PROCフェーズ中にクライアントのコールバックが失
敗しました。

処置処置処置処置 :  ローカルの問題を診断するには、ベンダー固有のコールバック・エラー・コー
ド・リファレンスを参照してください。 すべてのエラー状態を記録して、オラクル社カ
スタマ・サポート・センターにご連絡ください。

REPAPI-26529 name.nameのローカル・ストアのコールバックのローカル・ストアのコールバックのローカル・ストアのコールバックのローカル・ストアのコールバック TERMフェーズフェーズフェーズフェーズ
が失敗しましたが失敗しましたが失敗しましたが失敗しました

原因原因原因原因 :  指定されたオブジェクトの TERMフェーズ中にクライアントのコールバックが失
敗しました。

処置処置処置処置 :  ローカルの問題を診断するには、ベンダー固有のコールバック・エラー・コー
ド・リファレンスを参照してください。 すべてのエラー状態を記録して、オラクル社カ
スタマ・サポート・センターにご連絡ください。
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REPAPI-26530 スナップショット・リフレッシュ制御リストを構築できませんスナップショット・リフレッシュ制御リストを構築できませんスナップショット・リフレッシュ制御リストを構築できませんスナップショット・リフレッシュ制御リストを構築できません
原因原因原因原因 :  スナップショット制御リストを構築できませんでした。 これは通常、ローカルの
スナップショット・カタログにアクセスする際のエラー結果です。

処置処置処置処置 :  指定されたスナップショットが適切に定義され、有効であることを確認してくだ
さい。

REPAPI-26531 レプリケーションのパラレル・プッシュ障害リカバリ・テストレプリケーションのパラレル・プッシュ障害リカバリ・テストレプリケーションのパラレル・プッシュ障害リカバリ・テストレプリケーションのパラレル・プッシュ障害リカバリ・テスト
のイベントですのイベントですのイベントですのイベントです

原因原因原因原因 :  なし。

処置処置処置処置 :  パラレル・プッシュ・テストのサイト障害をシミュレートするために使用したイ
ベントです。

REPAPI-26532 レプリケーションのパラレル・プッシュをシミュレートしたレプリケーションのパラレル・プッシュをシミュレートしたレプリケーションのパラレル・プッシュをシミュレートしたレプリケーションのパラレル・プッシュをシミュレートした
サイトの障害ですサイトの障害ですサイトの障害ですサイトの障害です

原因原因原因原因 :  イベント 26531が使用可能な状態で実行したパラレル・プッシュによって、この
エラーがネットワークまたは目的サイトのシミュレーション障害となります。

処置処置処置処置 :  通常の操作ではこのイベントを使用可能にしないでください。

REPAPI-26534 衝突衝突衝突衝突 : トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション ID numは無視され削除されました。は無視され削除されました。は無視され削除されました。は無視され削除されました。
原因原因原因原因 :  プッシュされたトランザクションのトランザクション IDは、すでにプッシュさ
れマスター・サイトでコミットされたトランザクションのトランザクション IDと衝突
しています。

処置処置処置処置 :  E_QUEUESYNC (26518)のアクションのセクションを参照してください。

REPAPI-26535 Numバイトの行キャッシュはバイトの行キャッシュはバイトの行キャッシュはバイトの行キャッシュは rowsize=numの表には不十分ですの表には不十分ですの表には不十分ですの表には不十分です
原因原因原因原因 :  プッシュされたトランザクションのトランザクション IDは、すでにプッシュさ
れマスター・サイトでコミットされたトランザクションのトランザクション IDと衝突
しています。

処置処置処置処置 :  RepAPI行バッファのサイズを増やすか、レプリケートされた表の幅を減らして
ください。
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REPAPI-26536 遅延トランザクションによって発生した競合のため、リフ遅延トランザクションによって発生した競合のため、リフ遅延トランザクションによって発生した競合のため、リフ遅延トランザクションによって発生した競合のため、リフ
レッシュは異常終了しましたレッシュは異常終了しましたレッシュは異常終了しましたレッシュは異常終了しました

原因原因原因原因 :  スナップショットのマスター・サイトの DEFERROR表に未解決の競合がありま
す。

処置処置処置処置 :  マスターの DEFERROR表の競合を解決し、テーブルを空にしてから再度リフ
レッシュしてください。 あるいは、マスターの DEFERROR表に競合があるとしても、
そのまま REFRESH_AFTER_ERRORSでリフレッシュしてください。 競合したまま先へ
進むと、更新可能なスナップショットの変更は、競合が解決しリフレッシュが成功する
まで一時的に失われます。

REPAPI-26562 RepAPIエラーですエラーですエラーですエラーです

REPAPI-26563 この表の改名は許されませんこの表の改名は許されませんこの表の改名は許されませんこの表の改名は許されません
原因原因原因原因 :  レプリケートされた表、更新可能なスナップショット表、またはスナップショッ
トのログが作成されるスナップショットのマスター表を改名しようとしました。

処置処置処置処置 :  改名する場合は、レプリケートされた表を dbms_repcat.drop_master_repobject
から登録解除するか、推奨する手順を使用してスナップショットのマスター表を改名し
てください。

REPAPI-26564 引数引数引数引数 %sは指定された型ではありませんは指定された型ではありませんは指定された型ではありませんは指定された型ではありません
原因原因原因原因 :  ユーザーが渡した引数の型は格納された引数の型と一致しません。

処置処置処置処置 :  正しい型のプロシージャをコールしてください（たとえば、get_XXX_arg）。

REPAPI-26565 dbms_defer.callをコールする前にをコールする前にをコールする前にをコールする前に <type>_argへのコールがへのコールがへのコールがへのコールが
行われました行われました行われました行われました

原因原因原因原因 :  ユーザーが遅延コールの前に <type>_argプロシージャをコールしました。

処置処置処置処置 :  それぞれのプロシージャを正しい順番で起動してください。

REPAPI-26566 nameへの接続をオープンできませんでしたへの接続をオープンできませんでしたへの接続をオープンできませんでしたへの接続をオープンできませんでした
原因原因原因原因 :  指定された dblinkを使用して接続をオープンできませんでした。

処置処置処置処置 :  dblinkが有効であることと、リモートm/cが起動していることを確認してくだ
さい。
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AQLITE-1000 AQLiteは、接続に失敗しましたは、接続に失敗しましたは、接続に失敗しましたは、接続に失敗しました
原因原因原因原因 :   JAC経由の AQ Liteデータベース接続に失敗しました

処置処置処置処置 :  データベース・ファイル名が正しく指定されているかチェックしてください。 
データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。

AQLITE-1001 キュー・テーブルを作成できませんキュー・テーブルを作成できませんキュー・テーブルを作成できませんキュー・テーブルを作成できません
原因原因原因原因 :  Oracle Liteでデータベース・クラスの作成に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。

AQLITE-1002 カタログ・キュー・テーブルを作成できませんカタログ・キュー・テーブルを作成できませんカタログ・キュー・テーブルを作成できませんカタログ・キュー・テーブルを作成できません
原因原因原因原因 :  Oracle Liteでデータベース・クラスの作成に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。

AQLITE-1003 JACグループを作成できませんグループを作成できませんグループを作成できませんグループを作成できません
原因原因原因原因 :  JACグループの作成に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。

AQLITE-1005 Oracle Liteは、グループを見つけられませんは、グループを見つけられませんは、グループを見つけられませんは、グループを見つけられません
原因原因原因原因 :  JACグループを見つけられません。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが配置されているかチェック
してください。

AQLITE-1006 キューを削除できませんキューを削除できませんキューを削除できませんキューを削除できません
原因原因原因原因 :  キューの削除に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 キューが存在しているかチェックしてくだ
さい。
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AQLITE-1008 キュー・テーブルを削除できませんキュー・テーブルを削除できませんキュー・テーブルを削除できませんキュー・テーブルを削除できません
原因原因原因原因 :  キュー・テーブルの削除に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 キュー・テーブルが存在しているかチェッ
クしてください。

AQLITE-1010 DBAキュー・テーブルを削除できませんキュー・テーブルを削除できませんキュー・テーブルを削除できませんキュー・テーブルを削除できません
原因原因原因原因 :  カタログ・キュー・テーブルの削除に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが配置されているかチェック
してください。

AQLITE-1011 DBAキュー・テーブルを取得できませんキュー・テーブルを取得できませんキュー・テーブルを取得できませんキュー・テーブルを取得できません
原因原因原因原因 :  カタログ・キュー・テーブルの検索に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが配置されているかチェック
してください。

AQLITE-1012 キューを作成できませんキューを作成できませんキューを作成できませんキューを作成できません
原因原因原因原因 :  キュー・テーブルにキューを作成できませんでした。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 キュー・テーブルが存在しているかチェッ
クしてください。

AQLITE-1013 DBAキューを作成できませんキューを作成できませんキューを作成できませんキューを作成できません
原因原因原因原因 :  カタログ・キューの作成に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが配置されているかチェック
してください。

AQLITE-1014 DBAキューを取得できませんキューを取得できませんキューを取得できませんキューを取得できません
原因原因原因原因 :  カタログ・キューの検索に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが配置されているかチェック
してください。
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AQLITE-1015 サブスクライバを追加できませんサブスクライバを追加できませんサブスクライバを追加できませんサブスクライバを追加できません
原因原因原因原因 :  キューにサブスクライバを追加できませんでした。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 キューが存在しているかチェックしてくだ
さい。

AQLITE-1016 テーブルからシーケンス値を取得できませんテーブルからシーケンス値を取得できませんテーブルからシーケンス値を取得できませんテーブルからシーケンス値を取得できません
原因原因原因原因 :  AQ Liteカタログ表からシーケンス値を取得できませんでした。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが配置されているかチェック
してください。

AQLITE-1017 サポートされていないデータ型ですサポートされていないデータ型ですサポートされていないデータ型ですサポートされていないデータ型です
原因原因原因原因 :  サポートされていないデータ型を使用しています。

処置処置処置処置 :  Oracle Liteでサポートされているデータ型かチェックしてください。 このリリー
スの AQ Liteでは、オブジェクト・ペイロードはサポートされていません。

AQLITE-1018 NULLに設定できませんに設定できませんに設定できませんに設定できません
原因原因原因原因 :  NULL値を使用できない属性に、NULL値が指定されました。

処置処置処置処置 :  属性の定義を確認し、適切な値を指定してください。

AQLITE-1019 メッセージをエンキューできませんメッセージをエンキューできませんメッセージをエンキューできませんメッセージをエンキューできません
原因原因原因原因 :  キューにメッセージを入れられませんでした。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。

AQLITE-1020 オブジェクト・エラーが発生しましたオブジェクト・エラーが発生しましたオブジェクト・エラーが発生しましたオブジェクト・エラーが発生しました
原因原因原因原因 :  オブジェクトが壊れているか、オブジェクト型が一致しません。

処置処置処置処置 :  オブジェクト型に適したオブジェクトを指定してください。 
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AQLITE-1021 メッセージをデキューできませんメッセージをデキューできませんメッセージをデキューできませんメッセージをデキューできません
原因原因原因原因 :  キューからメッセージを取り出せませんでした。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 デキュー・オプションがキューのプロパ
ティと一致しているかチェックしてください。

AQLITE-1022 サブスクライバを取得できませんサブスクライバを取得できませんサブスクライバを取得できませんサブスクライバを取得できません
原因原因原因原因 :  キューのサブスクライバを取得できませんでした。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 キューにサブスクライバが存在することを
チェックしてください。

AQLITE-1023 サブスクライバを削除できませんサブスクライバを削除できませんサブスクライバを削除できませんサブスクライバを削除できません
原因原因原因原因 :  キューのサブスクライバを削除できませんでした。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 キューにサブスクライバが存在することを
チェックしてください。

AQLITE-1024 RAWペイロードを取得できませんペイロードを取得できませんペイロードを取得できませんペイロードを取得できません
原因原因原因原因 :  メッセージから RAWペイロードを取得できませんでした。

処置処置処置処置 :  メッセージ・オブジェクトが壊れていないか、またメッセージが正しくデキュー
されているかチェックしてください。

AQLITE-1025 オブジェクト・ペイロードを取得できませんオブジェクト・ペイロードを取得できませんオブジェクト・ペイロードを取得できませんオブジェクト・ペイロードを取得できません
原因原因原因原因 :  メッセージからオブジェクト・ペイロードを取得できませんでした。

処置処置処置処置 :  メッセージ・オブジェクトが壊れていないか、またメッセージが正しくデキュー
されているかチェックしてください。 オブジェクト型が一致しているかチェックしてく
ださい。 このリリースの AQ Liteでは、オブジェクト・ペイロードはサポートされてい
ません。

AQLITE-1026 RAWペイロードを設定できませんペイロードを設定できませんペイロードを設定できませんペイロードを設定できません
原因原因原因原因 :  メッセージに RAWペイロードを設定できませんでした。

処置処置処置処置 :  メッセージ・オブジェクトが壊れていないか、またメッセージが正しく構成され
ているかチェックしてください。
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AQLITE-1027 オブジェクト・ペイロードを設定できませんオブジェクト・ペイロードを設定できませんオブジェクト・ペイロードを設定できませんオブジェクト・ペイロードを設定できません
原因原因原因原因 :  メッセージにオブジェクト・ペイロードを設定できませんでした。

処置処置処置処置 :  メッセージ・オブジェクトが壊れていないか、またメッセージが正しく構成され
ているかチェックしてください。 オブジェクト型が一致しているかチェックしてくださ
い。 このリリースの AQ Liteでは、オブジェクト・ペイロードはサポートされていませ
ん。

AQLITE-1030 オブジェクト・ペイロードを構築できませんオブジェクト・ペイロードを構築できませんオブジェクト・ペイロードを構築できませんオブジェクト・ペイロードを構築できません
原因原因原因原因 :  ペイロード用のオブジェクトを構成できませんでした。

処置処置処置処置 :  オブジェクト型が一致しているかチェックしてください。 プログラムの実行環境
が正しいかチェックしてください。 このリリースの AQ Liteでは、オブジェクト・ペイ
ロードはサポートされていません。

AQLITE-1032 データを変換できませんデータを変換できませんデータを変換できませんデータを変換できません
原因原因原因原因 :  データ型が一致しないか、サポートされていません。 

処置処置処置処置 :  一致するデータ型またはデータを指定してください。 このリリースの AQ Liteで
は、オブジェクト・ペイロードはサポートされていません。

AQLITE-1033 属性がありません属性がありません属性がありません属性がありません
原因原因原因原因 :  指定された属性が、オブジェクトまたはメッセージにはありません。

処置処置処置処置 :  属性名とオブジェクトの定義またはメッセージ型をチェックしてください。

AQLITE-1034 属性の索引が正しくありません属性の索引が正しくありません属性の索引が正しくありません属性の索引が正しくありません
原因原因原因原因 :  指定された属性が、オブジェクトまたはメッセージにはありません。

処置処置処置処置 :  属性名、属性番号、およびオブジェクトの定義またはメッセージ型をチェックし
てください。

AQLITE-1036 指定したユーザーに一致するデキュー・レシピエントがありません指定したユーザーに一致するデキュー・レシピエントがありません指定したユーザーに一致するデキュー・レシピエントがありません指定したユーザーに一致するデキュー・レシピエントがありません
原因原因原因原因 :  ユーザーが有効なレシピエントを指定していません。

処置処置処置処置 :  有効なレシピエントを指定してください。 エージェント・オブジェクトが壊れて
いないかチェックしてください。
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AQLITE-1037 相関識別子は、デキューの初期化中にのみ設定できます相関識別子は、デキューの初期化中にのみ設定できます相関識別子は、デキューの初期化中にのみ設定できます相関識別子は、デキューの初期化中にのみ設定できます
原因原因原因原因 :  ユーザーがデキュー・オプション・オブジェクトに新しい相関 IDを指定しまし
た。

処置処置処置処置 :  相関 IDは新しい値で設定しないでください。または、
DEQUEUE_FIRST_MESSAGEオプションで以前に使用した元の相関 IDを使用してくだ
さい。

AQLITE-1039 AQLite接続が接続が接続が接続が NULLですですですです
原因原因原因原因 :  データベースが接続されていません 

処置処置処置処置 :  データベースを接続し、AQ Liteセッションを取得してください。

AQLITE-1040 Oracle Liteは、コミットに失敗しましたは、コミットに失敗しましたは、コミットに失敗しましたは、コミットに失敗しました
原因原因原因原因 :  変更のコミットに失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベースが壊れていないか、また接続がオープンされているかチェックして
ください。

AQLITE-1041 Oracle Liteは、ロールバックに失敗しましたは、ロールバックに失敗しましたは、ロールバックに失敗しましたは、ロールバックに失敗しました
原因原因原因原因 :  変更のロールバックに失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベースが壊れていないか、また接続がオープンされているかチェックして
ください。

AQLITE-1042 Oracle Liteは、接続のクローズに失敗しましたは、接続のクローズに失敗しましたは、接続のクローズに失敗しましたは、接続のクローズに失敗しました
原因原因原因原因 :  接続をクローズできませんでした。

処置処置処置処置 :  データベースが壊れていないか、また接続がオープンされているかチェックして
ください。

AQLITE-1043 メッセージ・ペイロードのエラーが発生しましたメッセージ・ペイロードのエラーが発生しましたメッセージ・ペイロードのエラーが発生しましたメッセージ・ペイロードのエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  メッセージのペイロードを処理できませんでした。

処置処置処置処置 :  メッセージ・オブジェクトが壊れていないか、またメッセージが正しくデキュー
されているかチェックしてください。 メッセージ・ペイロード型が一致しているか
チェックしてください。 このリリースの AQ Liteでは、オブジェクト・ペイロードはサ
ポートされていません。
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AQLITE-1044 キュー・テーブルを見つけられませんキュー・テーブルを見つけられませんキュー・テーブルを見つけられませんキュー・テーブルを見つけられません
原因原因原因原因 :  キュー・テーブルの取得に失敗しました。

処置処置処置処置 :  キュー・テーブルが存在しているかチェックしてください。

AQLITE-1045 キューのカタログを削除できませんキューのカタログを削除できませんキューのカタログを削除できませんキューのカタログを削除できません
原因原因原因原因 :  キュー・カタログ・オブジェクトの削除に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが配置されているかチェック
してください。

AQLITE-1048 キュー・テーブルのカタログを見つけられませんキュー・テーブルのカタログを見つけられませんキュー・テーブルのカタログを見つけられませんキュー・テーブルのカタログを見つけられません
原因原因原因原因 :  カタログ・キュー・テーブルの検索に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが配置されているかチェック
してください。

AQLITE-1049 キューを見つけられませんキューを見つけられませんキューを見つけられませんキューを見つけられません
原因原因原因原因 :  キューの取得に失敗しました。

処置処置処置処置 :  キューが存在しているかチェックしてください。

AQLITE-1053 オブジェクトのインスタンスを生成できませんオブジェクトのインスタンスを生成できませんオブジェクトのインスタンスを生成できませんオブジェクトのインスタンスを生成できません
原因原因原因原因 :  オブジェクト・ペイロードの処理に失敗しました。

処置処置処置処置 :  オブジェクトが壊れていないかチェックしてください。

AQLITE-1054 カタログ・キュー・テーブルを作成できませんカタログ・キュー・テーブルを作成できませんカタログ・キュー・テーブルを作成できませんカタログ・キュー・テーブルを作成できません
原因原因原因原因 :  カタログ・キュー・テーブルの作成に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。

AQLITE-1055 カタログ・キューを作成できませんカタログ・キューを作成できませんカタログ・キューを作成できませんカタログ・キューを作成できません
原因原因原因原因 :  カタログ・キューの作成に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。
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AQLITE-1056 カタログ・キュー・テーブルを作成できませんカタログ・キュー・テーブルを作成できませんカタログ・キュー・テーブルを作成できませんカタログ・キュー・テーブルを作成できません
原因原因原因原因 :  内部カタログ・オブジェクトの作成に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。

AQLITE-1059 カタログ・エージェントを作成できませんカタログ・エージェントを作成できませんカタログ・エージェントを作成できませんカタログ・エージェントを作成できません
原因原因原因原因 :  カタログ・エージェントの作成に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。

AQLITE-1062 ディプロイメント・メッセージに必要なキューを作成できませんディプロイメント・メッセージに必要なキューを作成できませんディプロイメント・メッセージに必要なキューを作成できませんディプロイメント・メッセージに必要なキューを作成できません
原因原因原因原因 :  ディプロイメント・メッセージ用のカタログ・キューの作成に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。

AQLITE-1063 ディプロイメントに必要なキュー・テーブルを作成できませんディプロイメントに必要なキュー・テーブルを作成できませんディプロイメントに必要なキュー・テーブルを作成できませんディプロイメントに必要なキュー・テーブルを作成できません
原因原因原因原因 :  ディプロイメント用のカタログ・キュー・テーブルの作成に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。

AQLITE-1064 ディプロイメントの実行中にユーザー・キュー・テーブルをディプロイメントの実行中にユーザー・キュー・テーブルをディプロイメントの実行中にユーザー・キュー・テーブルをディプロイメントの実行中にユーザー・キュー・テーブルを
作成できません作成できません作成できません作成できません

原因原因原因原因 :  ディプロイメントの実行中にユーザー・キュー・テーブルの作成に失敗しまし
た。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。

AQLITE-1065 ディプロイメントの実行中にユーザー・キューを作成できませんディプロイメントの実行中にユーザー・キューを作成できませんディプロイメントの実行中にユーザー・キューを作成できませんディプロイメントの実行中にユーザー・キューを作成できません
原因原因原因原因 :  ディプロイメントの実行中にユーザー・キューの作成に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。
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AQLITE-1066 ディプロイメントの実行中にユーザー・オブジェクトを作成ディプロイメントの実行中にユーザー・オブジェクトを作成ディプロイメントの実行中にユーザー・オブジェクトを作成ディプロイメントの実行中にユーザー・オブジェクトを作成
できませんできませんできませんできません

原因原因原因原因 :  ディプロイメントの実行中にユーザー・オブジェクトの作成に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。

AQLITE-1067 OLiteサイトのサイトのサイトのサイトの IDがががが NULLですですですです
原因原因原因原因 :  OLiteサイト IDが NULLです。

処置処置処置処置 :  NULLではない OLiteサイト IDを指定してください。

AQLITE-1068 OLiteデータベースにデータベースにデータベースにデータベースに OLiteサイトの情報を追加できませんサイトの情報を追加できませんサイトの情報を追加できませんサイトの情報を追加できません
原因原因原因原因 :  OLiteサイト情報を Oracle Liteデータベースに追加できませんでした。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが存在しているかチェックし
てください。

AQLITE-1069 OLiteデータベースからデータベースからデータベースからデータベースから OLiteサイトの情報を削除できませんサイトの情報を削除できませんサイトの情報を削除できませんサイトの情報を削除できません
原因原因原因原因 :  OLiteサイト情報を Oracle Liteデータベースから削除できませんでした。

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが存在しているかチェックし
てください。

AQLITE-1070 キュー・グループを取得できませんキュー・グループを取得できませんキュー・グループを取得できませんキュー・グループを取得できません
原因原因原因原因 :  キュー・グループの取得に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベースが存在しているかチェックしてください。

AQLITE-1071 キュー・グループを定義できませんキュー・グループを定義できませんキュー・グループを定義できませんキュー・グループを定義できません
原因原因原因原因 :  キュー・グループの定義に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベースが存在しているかチェックしてください。

AQLITE-1072 アプリケーション名がアプリケーション名がアプリケーション名がアプリケーション名が NULLですですですです
原因原因原因原因 :  アプリケーション名（コンシューマ）IDが NULLです。

処置処置処置処置 :  NULLではないアプリケーション名（コンシューマ）IDを指定してください。
1-96　Oracle8i Lite メッセージ・リファレンス



AQLITE 1000～ 26000 Oracle AQ Liteメッセージ
AQLITE-1073 キュー・グループの定義を削除できませんキュー・グループの定義を削除できませんキュー・グループの定義を削除できませんキュー・グループの定義を削除できません
原因原因原因原因 :  キュー・グループの定義の削除に失敗しました。

処置処置処置処置 :  データベースが存在しているかチェックしてください。

AQLITE-1075 インスタンスを削除できませんインスタンスを削除できませんインスタンスを削除できませんインスタンスを削除できません
原因原因原因原因 :  Oracle Serverサイトの AQ Lite配置情報の同期が取れていません。

処置処置処置処置 :  削除されたオブジェクトが存在しているかチェックしてください。 Oracle DBAに
連絡し、AQ Liteカタログ情報を調べて修正してください。

AQLITE-1076 インスタンスを生成できませんインスタンスを生成できませんインスタンスを生成できませんインスタンスを生成できません
原因原因原因原因 :  ディプロイメントのインスタンスを生成できませんでした。

処置処置処置処置 :  生成されたオブジェクトが存在しているかチェックしてください。 Oracle Server
が正しく設定されているかチェックしてください。 Oracle DBAに連絡し、AQ Liteカタ
ログ情報を調べて修正してください。

AQLITE-1077 キュー・グループがキュー・グループがキュー・グループがキュー・グループが NULLですですですです
原因原因原因原因 :  キュー・グループが NULLです。

処置処置処置処置 :  キュー・グループを指定してください。

AQLITE-1078 キュー・グループを作成できませんキュー・グループを作成できませんキュー・グループを作成できませんキュー・グループを作成できません
原因原因原因原因 :  キュー・グループを作成できませんでした。

処置処置処置処置 :  Oracle Serverが正しく設定されているかチェックしてください。 キューがデータ
ベースに存在しているかチェックしてください。

AQLITE-1079 キュー・グループを削除できませんキュー・グループを削除できませんキュー・グループを削除できませんキュー・グループを削除できません
原因原因原因原因 :  キュー・グループの削除に失敗しました。

処置処置処置処置 :  キュー・グループが存在しているかチェックしてください。 Oracle Serverが正し
く設定されているかチェックしてください。 Oracle DBAに連絡し、AQ Liteカタログ情
報を調べて修正してください。

AQLITE-1080 キュー・グループからキューを取得できませんキュー・グループからキューを取得できませんキュー・グループからキューを取得できませんキュー・グループからキューを取得できません
原因原因原因原因 :  キュー・グループからキューを取得できません。

処置処置処置処置 :  キュー・グループにキューが存在しているかチェックしてください。
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AQLITE-1081 キュー・グループからキュー・グループからキュー・グループからキュー・グループから OLiteサイトの情報を取得できませんサイトの情報を取得できませんサイトの情報を取得できませんサイトの情報を取得できません
原因原因原因原因 :  OLiteサイトとキュー・グループの間に関連がありません。

処置処置処置処置 :  関連を定義してください。

AQLITE-1082 キュー・グループにキューを追加できませんキュー・グループにキューを追加できませんキュー・グループにキューを追加できませんキュー・グループにキューを追加できません
原因原因原因原因 :  キュー・グループにキューを追加できません。

処置処置処置処置 :  キューが存在しているかチェックしてください。

AQLITE-1083 キュー・グループからキューを削除できませんキュー・グループからキューを削除できませんキュー・グループからキューを削除できませんキュー・グループからキューを削除できません
原因原因原因原因 :  キュー・グループからキューを削除できません。

処置処置処置処置 :  キューがグループに存在しているかチェックしてください。

AQLITE-1085 ディプロイメント・メッセージからキュー・テーブルの情報をディプロイメント・メッセージからキュー・テーブルの情報をディプロイメント・メッセージからキュー・テーブルの情報をディプロイメント・メッセージからキュー・テーブルの情報を
取得できません取得できません取得できません取得できません

原因原因原因原因 :  ディプロイメント・メッセージからキュー・テーブル情報を取得できませんでし
た。

処置処置処置処置 :  キュー・テーブルを使用するキューが、ディプロイメント用に正しく定義され、
インスタンスが生成されていることをチェックしてください。 ディプロイメント・メッ
セージが壊れている場合は、Oracle DBAに連絡し、ディプロイメントのインスタンス
を削除し、再度インスタンスを生成してください。

AQLITE-1086 ディプロイメント・メッセージからキューの情報を取得できませんディプロイメント・メッセージからキューの情報を取得できませんディプロイメント・メッセージからキューの情報を取得できませんディプロイメント・メッセージからキューの情報を取得できません
原因原因原因原因 :  ディプロイメント・メッセージからキュー情報を取得できませんでした。

処置処置処置処置 :  キューがディプロイメント用に正しく定義され、インスタンスが生成されている
ことをチェックしてください。 ディプロイメント・メッセージが壊れている場合は、
Oracle DBAに連絡し、ディプロイメントのインスタンスを削除し、再度インスタンス
を生成してください。

AQLITE-1087 ディプロイメント・メッセージから属性の情報を取得できませんディプロイメント・メッセージから属性の情報を取得できませんディプロイメント・メッセージから属性の情報を取得できませんディプロイメント・メッセージから属性の情報を取得できません
原因原因原因原因 :  ディプロイメント・メッセージから属性情報を取得できませんでした。

処置処置処置処置 :  ディプロイメント・メッセージが壊れている場合は、Oracle DBAに連絡し、
ディプロイメントのインスタンスを削除し、再度インスタンスを生成してください。
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AQLITE-1088 ディプロイメント・メッセージからオブジェクトの情報を取得ディプロイメント・メッセージからオブジェクトの情報を取得ディプロイメント・メッセージからオブジェクトの情報を取得ディプロイメント・メッセージからオブジェクトの情報を取得
できませんできませんできませんできません

原因原因原因原因 :  ディプロイメント・メッセージからオブジェクト情報を取得できませんでした。

処置処置処置処置 :  ディプロイメント・メッセージが壊れている場合は、Oracle DBAに連絡し、
ディプロイメントのインスタンスを削除し、再度インスタンスを生成してください。

AQLITE-1089 ディプロイメント・メッセージからエージェントの情報を取得ディプロイメント・メッセージからエージェントの情報を取得ディプロイメント・メッセージからエージェントの情報を取得ディプロイメント・メッセージからエージェントの情報を取得
できませんできませんできませんできません

原因原因原因原因 :  ディプロイメント・メッセージからエージェント（レシピエント /サブスクライ
バ）情報を取得できませんでした。

処置処置処置処置 :  ディプロイメント・メッセージが壊れている場合は、Oracle DBAに連絡し、
ディプロイメントのインスタンスを削除し、再度インスタンスを生成してください。

AQLITE-1090 Oracle Serverのインスタンスを生成できませんのインスタンスを生成できませんのインスタンスを生成できませんのインスタンスを生成できません
原因原因原因原因 :  ディプロイメント・メッセージをエンキューできませんでした。

処置処置処置処置 :  生成されたオブジェクトが存在しているかチェックしてください。 Oracle Server
が正しく設定されているかチェックしてください。 ディプロイメント・メッセージ・
キューが壊れている場合は、Oracle DBAに連絡してください。

AQLITE-1091 パラメータがパラメータがパラメータがパラメータが NULLですですですです
原因原因原因原因 :  メソッドに対して指定されたパラメータの 1つが NULLです。

処置処置処置処置 :  パラメータは NULLには指定できません。 パラメータの正しい値を指定してくだ
さい。

AQLITE-1092 レシピエントが多すぎますレシピエントが多すぎますレシピエントが多すぎますレシピエントが多すぎます
原因原因原因原因 :  ユーザーが 1つのコンシューマ・キューに指定したレシピエントの数が多すぎま
す。

処置処置処置処置 :  レシピエントの数は、最大許容値以下に抑えます。

AQLITE-1093 DBCONN表を作成できません表を作成できません表を作成できません表を作成できません
原因原因原因原因 :  DBCONN表の作成に失敗しました

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが存在しているかチェックし
てください。
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AQLITE-1094 AQシーケンスを作成できませんシーケンスを作成できませんシーケンスを作成できませんシーケンスを作成できません
原因原因原因原因 :  AQシーケンス・クラスの作成に失敗しました

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが存在しているかチェックし
てください。

AQLITE-1095 PROPCAT表を作成できません表を作成できません表を作成できません表を作成できません
原因原因原因原因 :  PROPCATクラスの作成に失敗しました

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが存在しているかチェックし
てください。

AQLITE-1096 PROPAGATIONLOG表を作成できません表を作成できません表を作成できません表を作成できません
原因原因原因原因 :  PROPAGATIONLOGクラスの作成に失敗しました

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが存在しているかチェックし
てください。

AQLITE-1097 PROPMSGLOG表を作成できません表を作成できません表を作成できません表を作成できません
原因原因原因原因 :  PROPMSGLOGクラスの作成に失敗しました

処置処置処置処置 :  データベース・ファイルが壊れていないかチェックしてください。 データベース
が接続されているかチェックしてください。 データベースが存在しているかチェックし
てください。

AQLITE-1098 構造データは、サポートされていません構造データは、サポートされていません構造データは、サポートされていません構造データは、サポートされていません
原因原因原因原因 :  AQ Liteは、現時点では構造データはサポートしていません。

処置処置処置処置 :  構造データは使用しないでください。

AQLITE-2001 Oracle Liteは、は、は、は、0以下の伝播以下の伝播以下の伝播以下の伝播 IDを生成しました（データベースを生成しました（データベースを生成しました（データベースを生成しました（データベース
のシーケンスの設定を確認してください）のシーケンスの設定を確認してください）のシーケンスの設定を確認してください）のシーケンスの設定を確認してください）

原因原因原因原因 :  Oracle Liteデータベース表 AQ$_SEQにエラーがある可能性があります。

処置処置処置処置 :  データベースのシーケンスの設定構成をチェックしてください。 表 AQ$_SEQの
SEQNAME = 'PROPID'をチェックしてください。 SEQNEXTの値が負の場合は、1に変
更します。
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AQLITE-2002 Oracleサーバーは、サーバーは、サーバーは、サーバーは、Oracle Liteクライアントの検証に失敗しまクライアントの検証に失敗しまクライアントの検証に失敗しまクライアントの検証に失敗しま
したしたしたした :  サーバーのテーブル内にサーバーのテーブル内にサーバーのテーブル内にサーバーのテーブル内に Oracle Liteのののの IDが見つかりませんが見つかりませんが見つかりませんが見つかりません : "....."

原因原因原因原因 :  Oracle Liteのサイト IDが、Oracle8iデータベースに登録されていません。

処置処置処置処置 :  ディプロイメントの配置マッピング関係が正しく設定されているかチェックして
ください。

AQLITE-2003 テーブルにはテーブルにはテーブルにはテーブルには Oracle Liteサイトのサイトのサイトのサイトの IDがありませんがありませんがありませんがありません
原因原因原因原因 :  Oracle Liteサイト IDが Oracle Liteデータベース表 AQ$_DBCONNにありませ
ん。

処置処置処置処置 :  表 AQ$_DBCONNの CONNECTSTRの値をチェックしてください。NAME = 
'OLITE_SITE_ID'、USERNAME = 'OLITE'です。 これが指定されていない場合は、
Oracle Liteサイト IDを表に挿入してください。

AQLITE-2004 テーブルにはテーブルにはテーブルにはテーブルには Oracle Liteサイトのサイトのサイトのサイトの IDが複数ありますが複数ありますが複数ありますが複数あります
原因原因原因原因 :  Oracle Liteデータベース表 AQ$_DBCONNに複数の Oracle Liteサイト IDがあ
ります。

処置処置処置処置 :  NAME='OLITE_SITE_ID'および USERNAME='OLITE'の行は 1つしか指定でき
ません（サイト IDは CONNECTSTR列に格納されています）。 この行が複数ある場合
は、余分な行を削除してください。

AQLITE-2008 伝播転送クラスがありません伝播転送クラスがありません伝播転送クラスがありません伝播転送クラスがありません
原因原因原因原因 :  構成ファイルに指定されている伝播転送クラスがありません。 

処置処置処置処置 :  aqlite.iniファイルの内容をチェックし、転送 Javaクラス・ファイルが
CLASSPATHに指定してあることを確認してください。 

AQLITE-2009 伝播転送インスタンスの生成エラーです伝播転送インスタンスの生成エラーです伝播転送インスタンスの生成エラーです伝播転送インスタンスの生成エラーです
原因原因原因原因 :  伝播が転送インスタンスを生成しようとして失敗しました。 

処置処置処置処置 :  伝播転送 Javaクラスをチェックしてください。 

AQLITE-2010 POLException エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 #
原因原因原因原因 :  Oracle Liteデータベースからエラーが生成されました。

処置処置処置処置 :  詳細は POLメッセージを参照してください。
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AQLITE-2011 POLAttributeNotFoundException エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 #
原因原因原因原因 :  Oracle Liteデータベースからエラーが生成されました。

処置処置処置処置 :  詳細は POLメッセージを参照してください。

AQLITE-2012 ファイルにアクセスできません。ファイルにアクセスできません。ファイルにアクセスできません。ファイルにアクセスできません。  詳細詳細詳細詳細 : .... 
原因原因原因原因 :  AQ Lite構成ファイルがないか、またはこのファイルにアクセスできません。 

処置処置処置処置 :  構成ファイルが正しい場所にあることを確認してください。 

AQLITE-2015 SQLException エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 #
原因原因原因原因 :  Oracle8iデータベースからエラーが生成されました。

処置処置処置処置 :  詳細は、Oracle8iのメッセージのマニュアルを参照してください。

AQLITE-4400 Oracle Liteオブジェクトはすでに存在していますオブジェクトはすでに存在していますオブジェクトはすでに存在していますオブジェクトはすでに存在しています
原因原因原因原因 :  Oracle Liteオブジェクト（キュー・テーブル、キュー、カタログ・オブジェクト
など）がすでに存在しています。

処置処置処置処置 :  オブジェクトが重複していないかチェックしてください。

AQLITE-25228 メッセージがありませんメッセージがありませんメッセージがありませんメッセージがありません
原因原因原因原因 :  デキューするメッセージはこれ以上ありません。

処置処置処置処置 :  この例外を捕捉してください。 これはエラーではありません。

WTG 2000～～～～ 2100 Oracle Web-to-go oracle.lite.web.htmlメッセージメッセージメッセージメッセージ

WTG-02000: {メソッド名メソッド名メソッド名メソッド名 } を実行できませんを実行できませんを実行できませんを実行できません
原因原因原因原因 :  指定されたメソッドの実行に失敗しました。 通常、このメッセージには、問題の
原因を説明する詳しいメッセージが付随します。

処置処置処置処置 :  詳細メッセージを調べて、問題の原因を見つけてください。
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WTG-02001: {クラスクラスクラスクラス } の中にメソッドの中にメソッドの中にメソッドの中にメソッド {メソッド名メソッド名メソッド名メソッド名 } が見つかりませんが見つかりませんが見つかりませんが見つかりません
原因原因原因原因 :  ベース・クラス TemplateParserから継承されているはずのクラスに、指定され
たメソッドが含まれていません。

処置処置処置処置 :  メソッド getWRB_TAGS()により返されたすべてのメソッドがクラス内に含まれ
ていることを確認してください。 また、メソッドのシグネチャが正しいことも確認して
ください。

WTG-02002: {アクションアクションアクションアクション } の実行中にエラーが発生しましたの実行中にエラーが発生しましたの実行中にエラーが発生しましたの実行中にエラーが発生しました : {メソッドメソッドメソッドメソッド }
原因原因原因原因 :  指定されたメソッドの実行に失敗しました。 このメッセージには、問題の原因を
説明する詳しいメッセージが付随します。

処置処置処置処置 :  詳細メッセージを調べて、問題の原因を見つけてください。

WTG-02003: 列番号が無効です列番号が無効です列番号が無効です列番号が無効です : {列番号列番号列番号列番号 }
原因原因原因原因 :  指定された番号の列が表に含まれていません。

処置処置処置処置 :  正しい列番号を見つけてください。 列番号は 1から開始されます。

WTG-02004: JDBC Connectionを取得できませんを取得できませんを取得できませんを取得できません
原因原因原因原因 :  データベースへの JDBC接続が作成できませんでした。

処置処置処置処置 :  システム管理者に連絡してください。

WTG-02005: JDBC Statementを作成できませんを作成できませんを作成できませんを作成できません
原因原因原因原因 :  SQL文の実行に使用される JDBC文が作成できませんでした。

処置処置処置処置 :  システム管理者に連絡してください。

WTG-02006: 列名が正しくありません列名が正しくありません列名が正しくありません列名が正しくありません : {列名列名列名列名 }
原因原因原因原因 :  指定された名前の列が表に含まれていません。

処置処置処置処置 :  列の正しい名前を見つけてください。

WTG-02007: HTMLフォームの中に、パラメータフォームの中に、パラメータフォームの中に、パラメータフォームの中に、パラメータ {パラメータ名パラメータ名パラメータ名パラメータ名 } が見つかりが見つかりが見つかりが見つかり
ませんませんませんません

原因原因原因原因 :  ProcessFormサーブレットでは、指定された HTMLパラメータが HTML
フォーム内に必要です。

処置処置処置処置 :  パラメータをフォームに追加し、再度フォームを送信してください。
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WTG-02008: HTMLテンプレートの解析中にエラーが発生しましたテンプレートの解析中にエラーが発生しましたテンプレートの解析中にエラーが発生しましたテンプレートの解析中にエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  HTMLテンプレートを解析できませんでした。 通常、このメッセージには、問題
の原因を説明する詳しいメッセージが付随します。

処置処置処置処置 :  詳細メッセージを調べて、問題の原因を判断してください。

WTG-02009: 値リストに値リストに値リストに値リストに 3列以上の値が返されました列以上の値が返されました列以上の値が返されました列以上の値が返されました
原因原因原因原因 :  値リストを生成する SQL文が返した列数が多すぎます。 サポートされているの
は、1列または 2列のみです。

処置処置処置処置 :  正しい列数を返すように SQL文を変更してください。

WTG-02010: 値リストを構成する選択フィールドを作成できません値リストを構成する選択フィールドを作成できません値リストを構成する選択フィールドを作成できません値リストを構成する選択フィールドを作成できません
原因原因原因原因 :  値リストを構成する選択フィールドを作成できませんでした。おそらく SQL文
のエラーが原因です。

処置処置処置処置 :  値リストの移入に使用される SQL文を修正してください。

WTG-02011: ドキュメント・タイプが正しくありませんドキュメント・タイプが正しくありませんドキュメント・タイプが正しくありませんドキュメント・タイプが正しくありません
原因原因原因原因 :  テキスト文字列で置き換えようとしているWRB_INCタグのある
WebToGoHtmlPageオブジェクトの型が正しくありません。

処置処置処置処置 :  置換えが可能なWRB_INCタグは、WebToGoFileオブジェクトに基づいて作成
されたWebToGoHtmlPageオブジェクト内のWRB_INCタグのみです。

WTG-02012: JDBCドライバのエラーが発生しましたドライバのエラーが発生しましたドライバのエラーが発生しましたドライバのエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  JDBCエラーが発生しました。 通常、このメッセージには、問題の原因を説明す
る詳しいメッセージが付随します。

処置処置処置処置 :  詳細メッセージを調べて、問題の原因を判断してください。

WTG 3000～～～～ 3200 Oracle Web-to-goコントロール・センター・コントロール・センター・コントロール・センター・コントロール・センター・
メッセージメッセージメッセージメッセージ

WTG-03000: アクセスが拒否されましたアクセスが拒否されましたアクセスが拒否されましたアクセスが拒否されました - 権限がありません権限がありません権限がありません権限がありません
原因原因原因原因 :  ユーザーは管理者によりアクセス権は付与されていますが、ユーザーの接続権限
が管理者権限にまで上げられていません。

処置処置処置処置 :  コントロール・センターを使用してユーザーの権限を編集します。 該当ユーザー
の「権限」を Administratorに変更してください。
1-104　Oracle8i Lite メッセージ・リファレンス



WTG 3000～ 3200 Oracle Web-to-goコントロール・センター・メッセージ
WTG-03001: {属性属性属性属性 } の検索中にエラーが発生しましたの検索中にエラーが発生しましたの検索中にエラーが発生しましたの検索中にエラーが発生しました {オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト }
原因原因原因原因 :  指定されたシステム・オブジェクトで指定された情報を検索中に、サーバー側エ
ラーが発生しました。 

処置処置処置処置 :  詳細は、サーバー側でデバッグを有効にしてください。

WTG-03002: {オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト } の検索中にエラーが発生しましたの検索中にエラーが発生しましたの検索中にエラーが発生しましたの検索中にエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  指定された情報を検索中に、サーバー側エラーが発生しました。

処置処置処置処置 :  詳細は、サーバー側でデバッグを有効にしてください。

WTG-03003: システムからコントロール・センターを削除できませんシステムからコントロール・センターを削除できませんシステムからコントロール・センターを削除できませんシステムからコントロール・センターを削除できません
原因原因原因原因 :  AdministratorはWeb-to-goシステムからコントロール・センター・アプリケー
ションを削除できません。 

処置処置処置処置 :  Web-to-goからコントロール・センターを削除しようとしないでください。 

WTG-03004: {オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト } を作成できません。を作成できません。を作成できません。を作成できません。 すでに存在するすでに存在するすでに存在するすでに存在する {オブジェオブジェオブジェオブジェ
クトクトクトクト } を上書きできませんを上書きできませんを上書きできませんを上書きできません

原因原因原因原因 :  管理者が作成しようとしたオブジェクトは、システムにすでに存在するオブジェ
クトを上書きします。 

処置処置処置処置 :  既存のオブジェクトを編集するか、一意な名前を持つ新しいオブジェクトを作成
してください。 

 WTG-03005: 一致するエントリが見つかりません。検索条件一致するエントリが見つかりません。検索条件一致するエントリが見つかりません。検索条件一致するエントリが見つかりません。検索条件
原因原因原因原因 :  コントロール・センターが、ユーザーの問合せに一致するリポジトリ・エントリ
を見つけられません。 

処置処置処置処置 :  もっと一般的な検索条件を使用するか、条件を使用せずに指定された型のすべて
のリポジトリ・オブジェクトを返してください。 

WTG-03006: オフライン・モードでは、コントロール・センターを使用できオフライン・モードでは、コントロール・センターを使用できオフライン・モードでは、コントロール・センターを使用できオフライン・モードでは、コントロール・センターを使用でき
ませんませんませんません

原因原因原因原因 :  管理者がオフライン・モードでコントロール・センターを使用しようとしまし
た。 

処置処置処置処置 :  コントロール・センターはオンライン時にのみ使用してください。 
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WTG-03007: システムから、システムから、システムから、システムから、Administratorを削除できませんを削除できませんを削除できませんを削除できません
原因原因原因原因 :  管理者をシステムから削除できません。 

処置処置処置処置 :  指定されたユーザーをシステムから削除しようとしないでください。 

WTG-03008: すでに存在するユーザーを作成できませんすでに存在するユーザーを作成できませんすでに存在するユーザーを作成できませんすでに存在するユーザーを作成できません !
原因原因原因原因 :  作成しようとしたユーザーはすでにシステム内に存在します。 

処置処置処置処置 :  既存のユーザーを変更してください。 

WTG-03100: {リソースリソースリソースリソース } が、存在しませんが、存在しませんが、存在しませんが、存在しません
原因原因原因原因 :  指定されたリソースがシステム内にありません。

処置処置処置処置 :  必要なリソースを作成し、スクリプトを再実行してください。

WTG-03101: パラメータパラメータパラメータパラメータ {パラメータ名パラメータ名パラメータ名パラメータ名 } が、登録されていませんが、登録されていませんが、登録されていませんが、登録されていません
原因原因原因原因 :  スナップショット・パラメータがサーバーに登録されていません。

処置処置処置処置 :  パラメータをサーバーに登録してください。

WTG-03102: {フィールドフィールドフィールドフィールド } の値をの値をの値をの値を NULLにできませんにできませんにできませんにできません
原因原因原因原因 :  ユーザー名またはパスワードには NULLは指定できません。

処置処置処置処置 :  ユーザー名とパスワードに値が含まれることを確認してください。

WTG-03108: ユーザー名およびパスワードが正しくありませんユーザー名およびパスワードが正しくありませんユーザー名およびパスワードが正しくありませんユーザー名およびパスワードが正しくありません
原因原因原因原因 :  インポートする iConnect Consolidatorデータベースに対して入力したユーザー
名とパスワードが正しくありません。

処置処置処置処置 :  正しいユーザー名とパスワードで、インポートをやり直してください。 

 WTG-03109: iConnect Consolidatorサーバーは、指定したサーバーは、指定したサーバーは、指定したサーバーは、指定した URL内に見つかり内に見つかり内に見つかり内に見つかり
ませんませんませんません

原因原因原因原因 :  データベースの URLは存在しますが、その URLで実行中の iConnect 
Consolidatorサーバーがありません。 

処置処置処置処置 :  既存の iConnect Consolidatorサーバーを持ったデータベースのみをインポート・
ツールで指示するようにしてください。 
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WTG 4000～～～～ 4100 Oracle Web-to-goアプレットアプレットアプレットアプレット /サーブレット・サーブレット・サーブレット・サーブレット・
メッセージメッセージメッセージメッセージ

WTG-04000: Web-to-go Serverへの接続に失敗しましたへの接続に失敗しましたへの接続に失敗しましたへの接続に失敗しました
原因原因原因原因 :  アプレットがWeb-to-go Serverへ接続できませんでした。 

処置処置処置処置 :  システム管理者に連絡してください。 

WTG-04001: NULLオブジェクトが返されましたオブジェクトが返されましたオブジェクトが返されましたオブジェクトが返されました
原因原因原因原因 :  Web-to-goアプリケーション・サーブレットがNULLオブジェクトを返しまし
た。 

処置処置処置処置 :  サーブレットを調べて、直列可能オブジェクトを返してください。 

WTG 10000～～～～ 10200 Oracle Web-to-go一般メッセージ一般メッセージ一般メッセージ一般メッセージ

WTG-10001: クローズされたストリームに対し、書込みを行うことはできませんクローズされたストリームに対し、書込みを行うことはできませんクローズされたストリームに対し、書込みを行うことはできませんクローズされたストリームに対し、書込みを行うことはできません
原因原因原因原因 :  ユーザーが、すでにクローズされているストリームにデータの「書込み」をしよ
うとしました。

処置処置処置処置 :  ストリームを再びオープンしてから、データを書き込んでください。

WTG-10002: クローズされたストリームから読込みを行うことはできませんクローズされたストリームから読込みを行うことはできませんクローズされたストリームから読込みを行うことはできませんクローズされたストリームから読込みを行うことはできません
原因原因原因原因 :  ユーザーが、すでにクローズされているストリームからデータの「読込み」をし
ようとしました。

処置処置処置処置 :  ストリームを再びオープンしてから、データを読み込んでください。

WTG-10003: 入力バッファが、入力バッファが、入力バッファが、入力バッファが、NULLまたは空ですまたは空ですまたは空ですまたは空です
原因原因原因原因 :  ストリームの「書込み」メソッドに対して、無効なパラメータが渡されました。

処置処置処置処置 :  入力バッファの妥当性を検査してください。

WTG-10004: バッファ・サイズが不足しているためデータを格納できませんバッファ・サイズが不足しているためデータを格納できませんバッファ・サイズが不足しているためデータを格納できませんバッファ・サイズが不足しているためデータを格納できません
原因原因原因原因 :  入力バッファが、ユーザーが読み込もうとしているデータを保持するには小さす
ぎます。

処置処置処置処置 :  バッファ・サイズを増やしてから、データを再度読み込んでください。
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WTG-10005: ファイル名が、ファイル名が、ファイル名が、ファイル名が、NULLまたは空ですまたは空ですまたは空ですまたは空です
原因原因原因原因 :  ユーザーが無効なファイル名のストリームをオープンしようとしました。

処置処置処置処置 :  正しいファイル名を指定してから、ストリームをオープンしてください。

WTG-10006: {ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 } ({エラー・コードエラー・コードエラー・コードエラー・コード }) をオープンできませんをオープンできませんをオープンできませんをオープンできません
原因原因原因原因 :  指定されたファイルが見つかりませんでした。

処置処置処置処置 :  ファイルがファイル・システム内にあることを確認してください。

WTG-10007: ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ {ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名 } を作成できませんを作成できませんを作成できませんを作成できません
原因原因原因原因 :  ディレクトリはすでにシステム内に存在する可能性があります。

処置処置処置処置 :  ディレクトリの存在を確認してください。

WTG-10008: ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ {ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名 } を削除できませんを削除できませんを削除できませんを削除できません
原因原因原因原因 :  ディレクトリが空でない可能性があります。

処置処置処置処置 :  ディレクトリを削除する前に、ディレクトリ内のファイルをすべて削除してくだ
さい。

WTG-10009: ファイルの書き込みエラーが発生しましたファイルの書き込みエラーが発生しましたファイルの書き込みエラーが発生しましたファイルの書き込みエラーが発生しました : ({エラー・コードエラー・コードエラー・コードエラー・コード })
原因原因原因原因 :  ファイルへのデータの書込みに失敗しました。

処置処置処置処置 :  入力バッファの妥当性を検査してください。

WTG-10010: ファイルを削除できませんファイルを削除できませんファイルを削除できませんファイルを削除できません : ({エラー・コードエラー・コードエラー・コードエラー・コード })
原因原因原因原因 :  ファイルを切り捨てられませんでした。

処置処置処置処置 :  別のユーザーがこのファイルをオープンしている可能性があります。 このファイ
ルに対してオープンされている参照をすべてクローズしてください。

WTG-10011: ストリーム・ハンドルが正しくありませんストリーム・ハンドルが正しくありませんストリーム・ハンドルが正しくありませんストリーム・ハンドルが正しくありません
原因原因原因原因 :  操作に使用されたストリーム・ハンドルが無効です。

処置処置処置処置 :  ファイル（ストリーム）を再度オープンしてください。

WTG-10012: ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ {ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名 } は、すでに存在していますは、すでに存在していますは、すでに存在していますは、すでに存在しています
原因原因原因原因 :  すでに存在しているディレクトリを作成しようとしました。

処置処置処置処置 :  新規ディレクトリに他の名前を選択してください。
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WTG-10013: ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ {ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名 } は、空ではありませんは、空ではありませんは、空ではありませんは、空ではありません
原因原因原因原因 :  空ではない（他のディレクトリまたはファイル（あるいはその両方）を含む）
ディレクトリを削除しようとしました。

処置処置処置処置 :  ディレクトリ自体を削除する前に、ディレクトリ内のファイルをすべて削除して
ください。

WTG-10014: アクセス違反が発生しましたアクセス違反が発生しましたアクセス違反が発生しましたアクセス違反が発生しました :  ルート・ディレクトリを削除ルート・ディレクトリを削除ルート・ディレクトリを削除ルート・ディレクトリを削除
できませんできませんできませんできません

原因原因原因原因 :  ルート・ディレクトリを削除しようとしました。

処置処置処置処置 :  これは許されていません。

WTG-10015: ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ {ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名 } が、見つかりませんが、見つかりませんが、見つかりませんが、見つかりません
原因原因原因原因 :  指定されたディレクトリが見つかりませんでした。

処置処置処置処置 :  ディレクトリの存在を確認してください。

WTG-10016: ファイルファイルファイルファイル {ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 } が、見つかりませんが、見つかりませんが、見つかりませんが、見つかりません
原因原因原因原因 :  ファイルがない可能性があります。

処置処置処置処置 :  ファイルの存在を確認してください。

WTG-10017: ファイルシステムのマウントができませんファイルシステムのマウントができませんファイルシステムのマウントができませんファイルシステムのマウントができません : {サービス名サービス名サービス名サービス名 }
原因原因原因原因 :  指定された TNS名（Oracle Lite DSN）が存在しない可能性があります。

処置処置処置処置 :  TNS名（DSN）をチェックしてやり直してください。

WTG-10018: コマンドの構文が正しくありませんコマンドの構文が正しくありませんコマンドの構文が正しくありませんコマンドの構文が正しくありません
原因原因原因原因 :  コマンドに指定されている引数の数が正しくありません。

処置処置処置処置 :  正しい構文でコマンドを再実行してください。

WTG-10019: コマンドが違いますコマンドが違いますコマンドが違いますコマンドが違います
原因原因原因原因 :  このツールではサポートされていないコマンドが指定されました

処置処置処置処置 :  コマンドの構文をチェックしてください。
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WTG-10020: スクリプト・ファイルが正常に処理されましたスクリプト・ファイルが正常に処理されましたスクリプト・ファイルが正常に処理されましたスクリプト・ファイルが正常に処理されました
原因原因原因原因 :  スクリプト・ファイルの実行が、エラーなしで完了しました。

処置処置処置処置 :  アクションは必要ありません。このメッセージは単なる参考用です。

WTG-10021: ファイルファイルファイルファイル {ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 } を削除できませんを削除できませんを削除できませんを削除できません
原因原因原因原因 :  ユーザーがオープン中のファイルを削除しようとしました。

処置処置処置処置 :  ファイルをクローズしてから削除してください。

WTG-10022: ファイルシステムが初期化されていませんファイルシステムが初期化されていませんファイルシステムが初期化されていませんファイルシステムが初期化されていません
原因原因原因原因 :  ユーザーがマウントされていないファイル・システムからファイルをオープンし
ようとしました。

処置処置処置処置 :  ファイル・システムをマウントしてからやり直してください。

WTG-10023: アプリケーション・リポジトリに接続できませんアプリケーション・リポジトリに接続できませんアプリケーション・リポジトリに接続できませんアプリケーション・リポジトリに接続できません
原因原因原因原因 :  Web-to-go Serverがリポジトリに接続できません。

処置処置処置処置 :  リポジトリ・ユーザーとして有効なユーザー名とパスワードを指定してくださ
い。

WTG-10024: スクリプト・ファイルを読み込むことができませんスクリプト・ファイルを読み込むことができませんスクリプト・ファイルを読み込むことができませんスクリプト・ファイルを読み込むことができません
原因原因原因原因 :  スクリプト・ファイルのパスが無効です。

処置処置処置処置 :  スクリプト・ファイルのパスをチェックし、ファイルに対して読込みアクセス権
があることを確認してください。

WTG-10025: 構文エラーが発生しました構文エラーが発生しました構文エラーが発生しました構文エラーが発生しました : 行行行行 {行番号行番号行番号行番号 }
原因原因原因原因 :  スクリプト・ファイルの指定された行にエラーがあります。

処置処置処置処置 :  スクリプト・ファイルのエラーを修正し、コマンドを再実行してください。

WTG-10026: 構文エラーが発生しました。行構文エラーが発生しました。行構文エラーが発生しました。行構文エラーが発生しました。行 {行番号行番号行番号行番号 }、、、、{キーワードキーワードキーワードキーワード } をををを
指定する必要があります。指定する必要があります。指定する必要があります。指定する必要があります。

原因原因原因原因 :  スクリプト・ファイル内の指定された行に、所定のキーワード以外のキーワード
が見つかりました。

処置処置処置処置 :  スクリプト・ファイルのエラーを修正し、コマンドを再実行してください。
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WTG-10101: Web-to-goのセキュリティ違反が発生しましたのセキュリティ違反が発生しましたのセキュリティ違反が発生しましたのセキュリティ違反が発生しました
原因原因原因原因 :  ユーザーが保護されている URLにアクセスしようとしました。

処置処置処置処置 :  システム管理者に連絡し、正しいアクセス権を付与してもらってください。

WTG-10102: {ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 } のログイン・セッションが時間切れとなりましたのログイン・セッションが時間切れとなりましたのログイン・セッションが時間切れとなりましたのログイン・セッションが時間切れとなりました
原因原因原因原因 :  ブラウザのアイドル時間が LOGON EXPIRATION TIMEを超過しました。

処置処置処置処置 :  再度ログインしてください。

WTG-10104: 指定した指定した指定した指定した URLにアクセスする権限がありませんにアクセスする権限がありませんにアクセスする権限がありませんにアクセスする権限がありません
原因原因原因原因 :  ユーザーが保護されている URLにアクセスしようとしました。

処置処置処置処置 :  システム管理者に連絡し、正しいアクセス権を取得してください。

WTG-10106: Web-to-goにログインできませんにログインできませんにログインできませんにログインできません
原因原因原因原因 :  ログイン情報が正しくない可能性があります。

処置処置処置処置 :  正しい情報を指定してください。

WTG-10107: ログイン情報ログイン情報ログイン情報ログイン情報 {ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 } が正しくありませんが正しくありませんが正しくありませんが正しくありません
原因原因原因原因 :  ログイン情報が正しくない可能性があります。

処置処置処置処置 :  正しい情報を指定してください。

WTG-10108: ユーザー名とパスワードを確認して、もう一度やり直してくださいユーザー名とパスワードを確認して、もう一度やり直してくださいユーザー名とパスワードを確認して、もう一度やり直してくださいユーザー名とパスワードを確認して、もう一度やり直してください
原因原因原因原因 :  ログイン情報が正しくない可能性があります。

処置処置処置処置 :  正しい情報を指定してください。

WTG-10109: 指定した指定した指定した指定した URLが見つかりませんが見つかりませんが見つかりませんが見つかりません
原因原因原因原因 :  ユーザーが指定した URLが見つかりませんでした。

処置処置処置処置 :  URLをチェックしてやり直してください。

WTG-10110: 指定した指定した指定した指定した URLが見つかりませんが見つかりませんが見つかりませんが見つかりません {URL}
原因原因原因原因 :  ユーザーが指定した URLが見つかりませんでした。

処置処置処置処置 :  URLをチェックしてやり直してください。
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WTG-10111: アプリケーション・ベンダーに連絡してくださいアプリケーション・ベンダーに連絡してくださいアプリケーション・ベンダーに連絡してくださいアプリケーション・ベンダーに連絡してください
原因原因原因原因 :  アプリケーションでエラーが発生しました。

処置処置処置処置 :  アプリケーション・ベンダーに連絡してください。

WTG-10113: Web-to-go Serverでエラーが発生しましたでエラーが発生しましたでエラーが発生しましたでエラーが発生しました
原因原因原因原因 :  ユーザーのアクションによりエラーが発生しました。

処置処置処置処置 :  ブラウザに表示されている詳細情報を読んでください。

WTG-10116: Web-to-go Serverがダウンしていますがダウンしていますがダウンしていますがダウンしています
原因原因原因原因 :  Web-to-go Serverがダウンしている可能性があります。

処置処置処置処置 :  システム管理者に連絡してください。

WTG-10117: システム管理者に連絡してくださいシステム管理者に連絡してくださいシステム管理者に連絡してくださいシステム管理者に連絡してください
原因原因原因原因 :  システムでエラーが発生しました。

処置処置処置処置 :  システム管理者に連絡してください。

WTG-10118: Web-to-go Serverは起動していませんは起動していませんは起動していませんは起動していません
原因原因原因原因 :  Web-to-go Serverがダウンしている可能性があります。

処置処置処置処置 :  システム管理者に連絡してください。

WTG-10119: オフライン・モードでは、構成を変更できませんオフライン・モードでは、構成を変更できませんオフライン・モードでは、構成を変更できませんオフライン・モードでは、構成を変更できません
原因原因原因原因 :  構成設定を変更できるのは、オンライン・モードのときのみです。

処置処置処置処置 :  オンライン・モードに切り替えてからやり直してください。

WTG-10121: 正しい情報を入力してください正しい情報を入力してください正しい情報を入力してください正しい情報を入力してください
原因原因原因原因 :  指定されたログイン情報が正しくありません。

処置処置処置処置 :  有効な情報を指定してください。

WTG-10124: システムにログインする権限がありませんシステムにログインする権限がありませんシステムにログインする権限がありませんシステムにログインする権限がありません
原因原因原因原因 :  ユーザーにはシステムにログインする CONNECT権限がありません。

処置処置処置処置 :  システム管理者に連絡してこの権限を要求してください。
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WTG-10125: パスワードを変更できませんパスワードを変更できませんパスワードを変更できませんパスワードを変更できません
原因原因原因原因 :  パスワードを変更できません。 カレント・パスワードが正しくないか、または新
規パスワードが一致しません。

処置処置処置処置 :  正しいカレント・パスワードを指定したかどうか確認してください。 新規パス
ワードを 2回入力した場合は、一致しているか確認してください。 操作をやり直してく
ださい。

WTG-10126: 設定を保存できません設定を保存できません設定を保存できません設定を保存できません
原因原因原因原因 :  新しいユーザー作業環境を保存できません。 無効な入力、または重大なシステ
ム・エラーが原因です。 

処置処置処置処置 :  入力した値を調べて、作業環境に有効な値を指定したことを確認します。 値がす
べて正しいにもかかわらず、まだこのメッセージを受け取る場合は、システム管理者に
連絡してください。 システム管理者は、Web-to-goログ・メッセージをオンにし、この
問題の原因についてより詳しい情報を取得する必要があります。

WTG-10127: パスワードを変更できませんパスワードを変更できませんパスワードを変更できませんパスワードを変更できません : 新しいパスワードは、現在の新しいパスワードは、現在の新しいパスワードは、現在の新しいパスワードは、現在の
パスワードと同じですパスワードと同じですパスワードと同じですパスワードと同じです

原因原因原因原因 :  パスワードを変更できません。 新しいパスワードは古いパスワードと同じにはで
きません。

処置処置処置処置 :  カレント・パスワードとは異なるパスワードを選択してから、操作をやり直して
ください。

WTG 20500～～～～ 20600 Oracle Web-to-goパッケージ・ウィザード・パッケージ・ウィザード・パッケージ・ウィザード・パッケージ・ウィザード・
メッセージメッセージメッセージメッセージ

WTG-20501: ファイルファイルファイルファイル {ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 } 行行行行 ({行番号行番号行番号行番号 }, {列番号列番号列番号列番号 }) {追加メッセージ追加メッセージ追加メッセージ追加メッセージ
情報情報情報情報 }

原因原因原因原因 :  XMLファイルの書式が正しくありません。

処置処置処置処置 :  テキスト・エディタまたは XMLエディタを使用して XMLファイルを調べてく
ださい。

WTG-20502: パブリッシュに失敗しました。パブリッシュに失敗しました。パブリッシュに失敗しました。パブリッシュに失敗しました。{追加メッセージ情報追加メッセージ情報追加メッセージ情報追加メッセージ情報 }
原因原因原因原因 :  ネットワーク上の理由または権限上の理由から、パブリッシュに失敗しました。

処置処置処置処置 :  詳細は、Web-to-goルート・ディレクトリにあるwtgpack.logファイルを調べて
ください。
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WTG-20503: パブリッシュに失敗しましたパブリッシュに失敗しましたパブリッシュに失敗しましたパブリッシュに失敗しました
原因原因原因原因 :  ネットワーク上の理由または権限上の理由から、あるいは無効な XMLファイル
のために、パブリッシュに失敗しました。

処置処置処置処置 :  詳細は、Web-to-goルート・ディレクトリにあるwtgpack.logファイルを調べて
ください。

WTG-20504: パブリッシュに失敗しました。パブリッシュに失敗しました。パブリッシュに失敗しました。パブリッシュに失敗しました。 詳細は、詳細は、詳細は、詳細は、wtgpack.logファイルをファイルをファイルをファイルを
参照してください。参照してください。参照してください。参照してください。

原因原因原因原因 :  ネットワーク上の理由または権限上の理由から、あるいは無効な XMLファイル
のために、パブリッシュに失敗しました。 

処置処置処置処置 :  詳細は、Web-to-goの binディレクトリにある wtgpack.logファイルを調べてく
ださい。

WTG-20505: システム・パス内に、システム・パス内に、システム・パス内に、システム・パス内に、wtgos.dllを見つけることができません。を見つけることができません。を見つけることができません。を見つけることができません。 
ヘルプを表示することができません。ヘルプを表示することができません。ヘルプを表示することができません。ヘルプを表示することができません。

原因原因原因原因 :  HTML状況依存ヘルプのドキュメントを表示するには、ファイル wtgos.dllが必
要です。

処置処置処置処置 :  Web-to-goの binディレクトリに wtgos.dllがあることを確認してください。 

Oracle Liteメッセージのヘルプメッセージのヘルプメッセージのヘルプメッセージのヘルプ
各メッセージ・コードは「Product ID-nnnnn」という形式に従います。nnnnnは整数です。 
ここではオペレーティング・システムや他の Oracle製品固有のメッセージはリストしませ
ん。他の Oracleドキュメントへの参照とあわせてメッセージ・コードをリストします。 

各説明には、次のようにメッセージ番号とテキストが含まれています。 

原因原因原因原因 :  考えられるエラーの原因の説明。 

処置処置処置処置 :  エラーを解決するために考えられるアクションの説明。 

異常な状態異常な状態異常な状態異常な状態
場合によっては、「異常な状態」と呼ばれるエラーが発生することがあります。 これらは、
はっきりした原因が分からないエラーです。 次のセクションで、異常な状態の考えられる原
因と解決するためのアクションを説明します。 
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原因原因原因原因
異常な状態は次の原因のいずれかによって発生する可能性があります。 

� 無効なユーザー・アクションが行われた。 

� コンポーネントのバグにより、要求されたタスクを完了できなかった。 

アクションアクションアクションアクション
まず DBAまたはシステム管理者（あるいはその両方）に問い合せて、メッセージが Oracle 
Lite以外のものによって発生したものか調べてください。 メッセージがユーザーのエラーや
システムの問題ではないことが判明した場合は、次の手順に従ってください。 

� メッセージ番号とそのテキストを書きとめる。 

� メッセージが表示されるまでの状況を書きとめる。 実行したアクション、（ある場合は）
関係するオブジェクト、およびメッセージの前にキーを押した正確な順序を思い出して
ください。 

� オラクル社カスタマ・サポート・センターにご連絡ください。

Javaアクセス・クラスの例外についてアクセス・クラスの例外についてアクセス・クラスの例外についてアクセス・クラスの例外について
Javaアクセス・クラスのエラーは Javaの例外処理機構によって生成されます。 エラーは次の
ような名前と一緒に表示されます。

oracle.pol.jac.POLGroupNotFoundException

これらの Java例外に関連するエラー・コードはありません。 内部エラー・コードが Java例
外を起こした場合は、一般的な oracle.pol.jac.POLExceptionが表示され、例外を起
こした内部エラー・コードがレポートされます。 

オラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センター
エラーの中には（たとえば内部エラーなど）、オラクル社カスタマ・サポート・センターに
エラーをレポートする必要のあるものがあります。 カスタマ・サポート・センターへ連絡す
るときは、次の情報を用意してください。

� お客様のお名前、会社名、オラクル・サポート IDの番号。

� ハードウェア、オペレーティング・システム、および Oracle Liteが実行されているオペ
レーティング・システムのリリース番号。

� エラー発生時に使用していた Oracle Liteの完全なバージョン番号。もしある場合は、改
訂番号とポート・リリース番号も含みます。

� エラーが発生していたときに使用していた他の製品すべてとそのバージョン番号。
メッセージ 1-115



Oracle Liteメッセージのヘルプ
� 1つまたは複数のエラー・コードやメッセージが表示された場合は、正確なコード番号
とメッセージ・テキスト（表示順）。

� 異常な状態を含む、問題の説明。

� 問題の重大度（次のコードを使用）:

– 1 = プログラムが使用できない。 本番システムの運用に対して重大な影響がありま
す。

– 2 = プログラムが使用できない。 運用が非常に制限されます。

– 3 = プログラムは使用できるが機能が制限される。 運用全体に対してはそれほど重
大ではありません。

– 4 = 問題は顧客が回避。 運用に影響があったとしても最小限です。
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